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例

本
書
は
昭
和
五
年
十
月
馳
姻
東
京
市
政
調
査
骨
主
催
の
き
一
回
金
団
都
市
問
題
禽
講
は
於
け

ヽ

ノ

る
各
議
甲
-
ト
都
市
の
郊
外
地
統
制
コ
街
路
交
通
の
統
制
且
受
益
者
負
捨
金
-
ほ
甜
係
あ

る
諸
般
の
革
質
を
童
と
し
て
輯
徹
し
た
も
の
で
東
は
関
係
法
親
等
を
輯
鏡
し
た
乙
鏑
と
併
せ
て

完
く
.
既
刊
の
東
二
回
全
国
都
市
問
題
合
議
研
究
報
草
と
合
し
て
倉
藩
の
漁
傭
資
料
を
作
L
壷
に

合
議
終
了
後
刊
行
す
.
I
(
き
｢
第
二
回
全
国
都
市
問
題
骨
講
箪
事
要
録
｣
を
加
へ
て
盲
講
関
係
文
書
を

組

成

す

る

も

の

で

あ

る

｡

二
　
本
書
中
虚
計
諸
調
査
並
は
諸
規
則
類
は
癌
ね
本
骨
の
依
嘱
は
基
き
感
は
各
府
櫛
市
そ
の
他
の

行
政
塵
の
厚
意
は
依
っ
て
得
た
貴
重
の
資
料
で
あ
る
o
　
合
議
期
日
の
関
係
上
痛
切
を
急
が
ざ
る

を
待
ぎ
ら
し
薦
め
基
囲
各
地
方
の
革
質
を
悉
-
網
羅
す
る
は
至
-
得
な
か
っ
た
の
は
塵
だ
遺
憾

と
す
る
が
ご
れ
等
は
盛
典
を
見
て
'
他
日
何
等
か
の
方
法
は
依
･
1
,
こ
れ
を
補
完
し
た
い
｡

三
　
本
音
は
牧
む
る
数
字
的
諸
表
中
は
,
本
合
議
の
研
究
報
告
額
の
内
容
を
作
し
て
ゐ
る
も
の
を
存

す
る
卦
は
｢
第
二
回
全
閉
都
市
問
題
魯
講
研
究
報
告
｣
9
凡
例
第
三
に
断
っ
て
お
い
た
通
h
で
あ
る
･

四
　
本
書
の
内
容
は
大
健
合
議
各
議
層
の
要
項
順
序
は
徹
っ
て
整
理
按
配
す
る
の
方
針
を
採
っ
た

‥
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ニ

が
由
行
の
期
日
切
迫
せ
る
と
由
別
の
都
合
上
登
資
料
を
甲
乙
繭
編
は
分
冊
せ
ざ
る
を
待
ぎ
ら
し

関

係

上

'

必

ず

し

も

こ

の

方

針

を

徹

底

せ

し

め

得

な

か

っ

た

こ

と

を

諒

と

せ

ら

れ

た

い

･

五
　
関
係
官
公
魔
等
か
ら
回
示
ほ
接
し
た
諸
調
査
資
料
ま
ね
は
特
に
添
附
せ
ら
れ
た
参
考
図
面
記

銘
証
は
研
究
報
告
の
附
属
諸
表
等
托
し
て
盛
憾
乍
ら
省
略
叉
は
要
約
の
除
儀
な
き
に
至
っ
た
も

の
も
相
皆
あ
る
が
ご
れ
は
本
書
の
鰹
系
組
織
上
巳
む
を
待
ざ
る
結
果
で
東
係
者
各
位
は
盛
意
に

も
諒
承
を
請
ふ
次
弟
で
あ
そ
〇

六
　
本
書
は
盲
講
の
参
考
資
料
と
し
て
合
議
参
加
者
に
配
布
す
る
を
主
旨
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
,

揖
立
の
文
厭
と
し
て
取
扱
っ
て
.
も
二
股
都
市
問
題
研
究
上
好
笛
の
参
考
資
料
と
為
し
得
た
こ
と

は
壷
-
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
府
野
市
そ
の
他
行
政
塵
昏
局
各
位
の
賜
は
他
な
ら
ぬ
｡
乃
ち
こ

の
磯
に
､
そ
れ
等
の
諸
賢
に
寧
き
敬
意
と
威
謝
と
を
捧
ぐ
る
次
第
で
あ
る
｡

因

に

本

書

の

基

礎

と

な

れ

る

各

種

の

材

料

は

'

爵

7

第

に

随

す

る

も

の

は

本

骨

研

究

員

書

山

員

埠

及

び

同

曲

卦

川

浩

､

第

二

活

に

関

す

る

も

の

は

向

経

木

敬

､

第

三

第

に

関

す

る

も

の

は

同

岡

野

丈

之

助

及

び

小

田

忠

夫

､

第

四

篇

に

戯

す

る

も

の

に

同

猪

閉

院

一

を

し

て

整

理

ぜ

し

均

､

そ

の

編

韓

は

本

昏

司

書

菅

厩

忠

治

郎

を

し

て

雷

ら

し

め

た

が

､

そ

の

材

料

の

淑

拾

鼓

排

等

に

関

す

る

責

任

は

　

1

切

､

理

事

池

田

宏

の

靖

嘗

す

る

所

で

あ

る

こ

と

を

附

記

し

て

置

く

O

昭

和

五

年

九

月

紬
姻
東
京
市
政
調
査
骨

-
l
･
･
-
碁
･
J
H
　
=
　
W

ヽ

y

一

.

-

1

1
円
.
u

･

･

(

ト

　

1

　

1

　

-

　

-

　

■

払

｢

.

L

.

･

-

-

　

-

　

!

　

　

1

.

1

-

-

∫

.

l

l

弟
二
回
全
図
都
市
問
題
合
議
参
考
資
料

甲

　

編

　

　

目

　

攻

第
7
g
属
　
都
市
郊
外
地
統
制
参
考
資
料

第
7
　
郊
外
地
都
市
化
の
過
程
鉦
に
賓
情
に
関
す
る
諸
調

(
甲
)
　
既
往
は
於
け
る
都
市
蓉
蓮
の
過
程
‥
･

(
乙
)
　
郊
外
地
都
市
化
の
概
況
-

1
　
郊
外
町
村
費
達
の
過
程
は
関
す
る
調
査
･
･
･

接
近
町
村
別
郊
外
地
襲
達
の
貿
惜
(
ニ
)

二
　
都
市
産
業
の
馨
達
は
関
す
る
討
査
-

各
都
市
に
於
け
る
主
要
産
業
(
7
二
)
　
-
　
都
市
接
近
町
村
の
主
要
産
菓
(
完
)

三
　
信
仰
奉
拝
史
跡
名
勝
地
等
の
存
在
に
困
る
都
市
費
達
は
牌
す
る
調
査

会
閲
信
仰
寒
邦
場
所
及
史
跡
名
勝
地
の
存
在
に
因
る
来
遊
叉
t
i
茎
挿
人
員
(
二
大
)

云



四
　
都
市
及
郊
外
所
在
教
育
諸
機
閲
は
関
す
る
調
査
･
･
･

二

二舌

市
溌
畢
校
の
町
村
仕
民
に
琴
品
用
(
三
〇
)
I
町
村
所
木
学
校
の
市
住
民
に
依
る
使
用
(
三
｡

五

　

都

市

及

郊

外

の

交

通

概

況

に

関

す

る

調

査

･

･

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

孟

郊
外
町
村
よ
品
内
に
雷
言
古
串
莞
貞
岩
月
交
通
嘩
-
四
)
-
郊
外
簡
裁
及
碧
-
雷
停
車
要
は
市
接
緯
芸
空

日
平
均
薬
陣
人
員
(
三
七
)

六
都
市
計
婁
事
業
其
他
公
共
諸
事
業
の
計
毒
及
賓
施
現
状
は
関
す
る
調
査
-
　
　
　
　
-
望

都
市
蒜
外
町
村
に
封
す
る
府
警
施
設
計
霊
草
業
是
認
-
)
!
雷
の
郊
外
町
村
に
掌
る
施
設
計
慧
審
葺
施
現
耽
-
)

～
雷
村
に
亙
芸
施
苦
る
品
賢
警
讐
墓
芸
宴
I
(
E
<
-
雷
柑
呈
る
裏
芸
企
業
等
o
)

七

　

公

共

組

豊

ハ

他

公

私

諸

国

闇

の

統

轄

区

域

は

関

す

る

訴

査

･

･

･

　

　

　

　

　

　

･

-

空

市
町
村
組
合
八
雲
)
-
公
私
諸
国
鰻
の
活
動
地
域
(
雪
)

八

　

市

域

外

営

造

物

の

管

理

状

態

政

市

の

公

務

所

に

関

す

る

調

査

･

･

･

　

　

　

　

　

　

　

･

･

･

莞

郊
外
町
村
辞
書
昏
造
物
(
完
)
-
郊
外
町
村
所
木
市
公
務
讐
八
一
)
-
市
域
外
認
定
市
道
路
線
血
筋
町
村
蓋
ハ
管
道
警
ハ
巴

九

　

市

域

外

市

有

地

迎

其

利

用

状

況

等

に

関

す

る

調

査

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

六

郊
外
町
村
所
木
市
有
不
胡
産
の
田
椅
嘱
望
此
利
用
の
現
状
(
六
六
)

1

0

都

市

及

接

近

町

村

財

政

に

関

す

る

調

査

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

･

･

七

7

市
及
接
近
町
村
歳
的
累
年
此
絞
(
七
L
)
-
市
及
接
近
町
村
歳
入
晃
年
比
較
(
七
九
)
-
市
町
村
税
政
耽
課
車
(
八
二
)

帝

=

市

部

は

輪

r

<

さ

れ

た

る

元

町

村

理

事

者

側

の

新

市

政

観

･

-

　

　

　

　

　

　

　

　

･

･

･

八

九

-

-

･

I

 

E

　

　

.

.

　

-

　

.

-

･

･

-

A

-

i

-

-

-

I

I

-

 

-

‖

曹

■

n

川

.

し

一
J

ら

7
　
併
合
後
の
市
政
現
準
-

〓
　
併
合
後
の
市
民
生
晴
の
現
状
･
-

三
　
併
合
昔
時
の
状
況
　
…

四
　
併
合
前
の
町
村
故
大
要
　
…

五
　
其
他
併
合
措
置
は
園
し
今
後
は
於
て
注
意
を
要
す
べ
き
事
項
･
･
･

…

　

空

-

　

突

･
-
7
0
7

-
　
二
二

ご
頭

第
二
篇
　
待
路
交
通
統
制
参
考
資
料

讐
　
街
路
交
通
事
傭
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡

ィ
'
室
蘭
雪
こ
こ
-
p
t
盛
岡
市
…
T
)
～
ハ
･
仙
毒
市
(
≡
l
上
-
,
郡
山
市
…
二
)
-
ホ
･
水
戸
市
(
=
盲
)
-
へ
,
足
利
市
(
T
t
1
W
)

･

1

ト

'

高

崎

雪

二

大

)

-

チ

'

東

京

市

(

≡

)

-

-

'

凍

茄

賀

市

(

t

l

書

I

h

･

富

山

市

…

ニ

ー

ル

,

高

閲

市

…

…

I

チ

,

名

古

屋

市

…

ニ

)

-

y

､

大

津

市

(

=

…

-

カ

,

大

阪

市

(

=

喜

-

冒

,

西

宮

市

(

r

E

"

)

1

%

･

丸

亀

市

(

t

冨

)

I

V

,

高

知

市

(

l

望

)

-

y

･

佐
賀
市
(
T
E
五
｢
タ
'
平
壌
府
(
T
E
五
)
-
ネ
,
京
城
府
(
T
望
)

第

二

　

街

路

交

通

事

故

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

衰

ィ
'
交
通
事
故
果
年
比
讐
宍
)
I
P
､
交
通
事
故
件
数
旦
別
(
T
票
)
-
ハ
･
交
通
事
故
時
間
別
(
-
)
-
二
･
交
通
事
故
件
数
路
面
放
儲
及

び
照
明
状
態
別
(
=
ハ
こ
-
ホ
'
秀
瓶
事
故
件
数
天
候
敗
軍
別
(
-
)
-
へ
,
交
通
事
故
件
数
発
生
筒
魔
別
(
=
ハ
五
)
-
･
L
･
交
通
事
故
件
数
草
輔

穐
瓶
別
…
七
)
-
チ
'
自
動
車
事
故
件
数
憤
国
別
三
〇
)
-
-
,
交
通
事
故
死
傷
者
数
年
齢
別
…
ニ
)

第
三
　
交
通
警
察

･
-
石
五



四

イ
'
交
通
警
察
の
組
純
捲
隈
(
言
五
)
　
-
　
F
t
越
査
の
敦
(
一
芸
)
　
-
　
ハ
､
改
貴
に
関
す
る
抱
案
(
言
入
)

第

四

　

街

路

統

計

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

一

責

.
1
'
延
長
､
両
騎
'
勾
配
'
府
血
牛
程
及
び
街
燈
教
(
一
完
)
-
　
ロ
'
蘇
生
の
種
類
別
延
長
'
両
横
及
び
耐
久
力
(
(
八
〇
)

第
五
　
交
通
安
全
施
設
-

第
六
　
交
通
安
全
運
動
三

第
七
.
道
路
占
用
規
程
比
較
･
･
･

第
八
　
街
路
は
関
す
る
工
事
及
び
推
持
‥
･

第
九
　
街
路
交
通
取
締
は
関
す
る
地
方
塵
令
比
較
･
･
･

三

　

文

墜

三

　

岳

担

-

　

示

七

･
･
･
五
〇

･
･
･
一
九
四

ィ
.
車
馬
預
綻
着
の
信
嬰
一
九
日
)
-
　
P
t
併
列
進
行
'
避
講
(
l
九
E
E
)
1
ハ
'
右
折
'
左
折
'
樽
禦
完
空
　
-
ニ
'
交
叉
交
通
二
王
)
　
-
　
ホ
'
賓
店

通
行
道
路
幅
員
制
限
(
完
五
)
-
　
へ
'
横
断
辞
造
通
行
(
l
九
大
)
-
･
L
.
電
車
停
封
場
傍
通
過
(
T
空
ハ
ー
ノ
ー
　
チ
､
軌
道
敷
内
通
行
(
完
六
)
-
　
p
t
革

馬
連
頓
進
行
時
保
持
間
隔
(
完
六
)
-
　
ミ
速
匿
制
限
(
完
七
)
-
　
ル
､
停
車
(
一
九
八
)
-
　
チ
､
駐
車
(
完
八
)
I
ダ
'
革
輔
構
造
(
7
九
<
)
-
　
カ
'
車

馬
操
縦
牽
l
e
九
)
-
　
ヨ
'
車
嘆
二
〇
〇
)
-
　
タ
'
庶
告
'
宜
倖
(
二
〇
〇
ノ
ー
　
V
t
道
路
占
用
7
般
(
二
〇
T
)
-
　
y
t
放
任
､
日
除
､
看
板
の
期
の
突
出
制

醍
(
二
〇
(
)
　
-
　
ツ
'
露
店
(
ニ
0
7
)
　
-
　
ネ
'
道
路
に
於
け
る
工
事
並
に
道
路
の
維
持
(
二
o
二
)

第
三
篇
　
受
益
者
翼
捨
金
制
参
考
資
料

第

一

受

益

者

負

椿

洗

濯

比

較

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

ニ

O

T

T

l

▲二
等
二l

l

都
市
計
書
事
業
受
益
者
負
捨
規
程
此
政
-

道
路
法
は
依
る
道
路
受
益
者
負
糖
幾
程
此
奴

受
益
者
負
措
制
の
茸
僻
は
関
す
る
語
調
　
-

土
地
負
槍
の
現
況
と
其
負
輝
カ
-

-

　

云

三

…

二

五

･
･
･
二
a
)

･
･
･
二
g
)

ィ
'
東
京
市
(
二
E
:
r
)
-
　
P
t
大
阪
市
(
二
塁
リ
ー
　
ハ
'
京
都
唄
〓
買
)
-
　
こ
､
名
古
屋
市
(
t
T
E
L
4
･
)

二≡四五六七A九
一
〇二

現
行
受
益
者
負
塘
金
の
種
別
荘
敢
牧
草
績
･
･
･
･
･
･

各
種
負
捨
金
徴
収
横
隊
の
構
成
及
負
拾
　
-

負
積
金
の
分
納
を
な
す
場
合
買
却
其
他
に
伴
ふ
擢
利
の
移
動
を
生
じ
た

る
時
に
は
何
人
を
以
て
負
擦
義
務
者
た
ら
し
む
る
や
に
つ
い
て
の
虎
置

詣
触
鮎
詣
雛
朋
完
眺
鰍
即
蒜
謁
柑
鎧
兜
-

負
積
金
課
徴
を
な
し
て
施
行
L
L
i
る
事
業
に
よ
り
受
益
せ
ず
に
受
損

L
た
る
も
の
あ
り
や
'
有
り
-
ぜ
げ
其
に
封
す
る
虎
定
盤
そ
の
原
因
…

詣
諸
触
紬
蒜
謂
棚
塁
謂
･
-

負
轄
金
が
真
昼
し
て
課
さ
れ
L
i
場
合
に
於
げ
ろ
土
地
負
櫓
の
最
.
.
.

高
限
度
を
如
何
に
決
定
し
且
つ
‥
れ
が
補
償
に
関
す
る
虞
置

公
用
制
限
あ
る
土
地
(
例
へ
げ
市
餌
地
建
築
物
法
第
三
偉
都
市
計
豊
法
第
…

十
7
燦
の
如
き
)
に
封
し
て
負
揖
金
の
説
教
に
つ
い
て
如
何
に
塵
理
す
る
や

負
捨
金
賦
課
標
準
決
定
の
賓
況
-

現
行
賦
課
奉
決
定
方
法
　
-

-

二

男

･
･
･
ニ
也
九

-
　
二
言

-

二

重

-

ニ

空

-
こ
き

-

二

塁

-

ニ

孟

･
∴
卜
吊
蘭

-

ニ

真
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道
路
受
益
者
負
婚
金
紋
課
金
新
芽
定
法
(
二
票
)

三

　

共

　

他

　

-

ィ
.
東
京
市
(
二
完
)
-
　
ロ
'
大
阪
市
≡
ハ
臼
ノ
ー
　
ハ
'
京
都
市
(
=
三
ノ
　
ー
ニ
'
名
古
屋
市
(
I
l
宣
)

第
四
篇
　
都
市
膨
脹
の
趨
勢
一
斑

第
1
　
各
市
市
域
の
漬
張

1
　
市
域
の
按
張
1
1
贋
　
-

(
巻
末
よ
り
)■

碍
二
　
各
市
戸
数
及
人
口

一
各
市
戸
数
及
人
口
(
六
大
都
市
､
明
治
二
十
二
年
以
凍
累
年
)

二
　
各
市
月
数
及
人
口
〓
ハ
大
都
市
以
外
'
明
治
二
十
1
年
以
降
)

三
　
大
都
市
の
匠
の
人
口
-

四
　
人
口
三
寓
以
上
の
町
村
の
人
口
‥
･

■三言孟

五
　
植
民
地
都
市
人
口
(
大
正
十
四
年
)
-
I

第
-
篇
　
都
市
郊
外
地
統
制
参
考
資
料
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例

一
本
君
に
韓
錬
L
i
i
町
村
は
､
都
市
計
霊
区
域
内
町
村
又
は
郊

外

都

市

化

の

貸

態

を

有

了

と

認

め

ら

る

1

町

村

に

し

て

､

其

中

○

印

を

附

し

た

る

町

村

は

市

域

摂

取

確

定

町

村

X

は

供

補

町

村

若

は

交

渉

中

に

屠

す

る

町

村

と

し

て

各

市

よ

り

回

示

を

符

i
i
 
r
o
も
の
で
あ
る
｡

二
　
本
篇
中
､
両
横
､
人
口
密
度
等
に
於
け
る
計
数
の
単
位
は
紋
是

耗

7

を

放

い

て

居

r

o

が

'

勿

卒

の

際

各

市

の

回

元

を

換

算

整

甥

す

r

O

の

畷

な

く

之

を

そ

の

儀

掲

出

L

L

i

も

の

で

あ

る

.
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1
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1

も
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第
l
　
郊
外
地
都
市
化
の
過
程
故
に
賓
情
に
牌
す
る
語
調

(
甲
)
　
既
往
に
於
け
る
都
市
替
達
の
過
程

本
項
の
内
容
を
成
す
べ
き
(
こ
市
域
境
張
の
沿
革
'
(
≡
都
市
戸
口
噂
加
の
趨
勢
は
関
す
る
参
考
統
計
は
本
台
に
*
,
で
凝
行

す
る
｢
日
本
都
市
年
鑑
｣
に
依
-
'
詳
細
塵
積
を
乞
ふ
べ
き
汲
定
の
朗
で
あ
っ
た
が
'
合
議
昔
日
迄
に
貴
行
を
見
る
こ
と
能
は

ざ
る
虞
が
あ
っ
た
の
で
'
之
が
必
要
部
分
は
便
宜
第
四
若
は
輯
錬
し
て
置
い
た
｡

(
乙
)
　
郊
外
地
都
市
化
の
概
況

本
末
以
下
の
語
調
は
郊
外
地
蟹
達
の
概
況
を
知
る
の
促
は
供
せ
ひ
が
蔑
め
'
諸
般
の
見
地
よ
-
之
が
検
討
の
資
料
を
求
め
た

る
も
の
で
'
以
下
数
項
を
以
て
各
都
市
郡
市
は
亙
る
地
域
馨
達
の
動
向
其
他
の
剖
検
に
資
せ
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

一
郊
外
町
村
蟹
連
の
過
程
に
関
す
る
調
査

本
表
は
先
づ
郊
外
地
尋
蓮
の
状
況
を
宅
地
面
積
封
農
地
面
積
若
は
人
口
戸
数
の
曙
減
又
は
住
民
職
業
形
態
の
舜
化
等
ほ
付
'

専
ら
都
市
接
近
郊
外
町
村
方
面
よ
-
之
が
舜
藩
の
過
程
を
観
た
る
も
の
で
あ
る
.
何
次
表
中
大
工
場
と
在
る
は
工
業
地
域
内
は

瀞
一
意
　
都
市
郊
外
地
溌
御
参
考
資
料
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併
合
が
市
民
の
公
共
生
活
に
及
ぼ
L
i
L
る
影
響
放
任
有
利
等
の
程
度

併
合
が
市
民
の
各
種
経
済
的
生
活
閲
係
_
こ
及
ぼ
し
た
る
影
響
亜
利
害
の
程
度

併
合
が
各
種
公
共
組
合
'
国
髄
等
の
存
立
'
財
政
､
事
業
其
他
に
及
ぼ
し
i
1
る
影
響
及
利
害
の
桂
皮

其
他
併
合
が
7
切
の
市
民
生
活
_
ニ
及
ぼ
し
t
る
影
響
政
利
貰
快
否
の
箕
相
'
程
度

併
合
常
時
の
耽
紀

併
合
の
動
横
原
由

イ
　
併
合
の
原
因
は
市
町
村
の
何
れ
に
在
り
し
や

ロ
　
町
村
自
身
か
自
働
的
に
併
合
の
機
運
を
作
p
i
l
ろ
か

ハ
　
市
よ
り
併
合
勧
説
を
受
け
た
る
か

こ
　
府
麟
知
事
其
他
よ
り
併
合
物
語
を
受
け
i
i
る
か

ヽ

~

ノこ
　
併
合
確
定
の
経
緯

イ
　
町
村
民
は
何
を
日
櫨
と
し
併
合
に
賛
意
わ
,
表
せ
し
か

ロ
　
町
村
民
は
常
時
何
を
不
服
と
L
併
合
に
反
対
ぜ
し
か

ハ
　
町
村
骨
の
冨
向
は
何
れ
に
在
り
し
や

こ
　
町
村
理
事
者
の
意
向
は
何
れ
に
在
り
し
や

ホ
　
市
民
'
市
骨
.
市
理
事
者
の
意
向
に
何
れ
に
未
p
L
や

へ
　
監
督
官
臆
叉
は
上
級
行
政
艦
の
意
向
奴
各
種
俵
件
等
裁
量
の
要
旨

~

ノ三
　
併
合
錬
件
其
他
の
綱
要

【
u
■
u

.
T
　
主
な
る
併
合
棟
件
に
如
何
な
る
鮎
に
衣
り
し
や

｡
　
役
i
l
る
併
合
催
件
は
如
何
な
る
も
の
な
り
L
や

'
1
　
其
他
に
合
意
契
約
等
あ
申
し
と
せ
け
其
重
瓢

三
　
親
任
件
併
合
の
事
由

併
合
前
の
町
村
政
大
要

異
曲
併
合
措
置
に
的
L
今
後
に
於
て
任
意
を
宴
す
べ
き
事
攻

J
　
併
合
後
の
市
政
現
状

故
併
合
町
村
民
は
現
在
の
市
政
に
満
足
し
っ
～
あ
-
や
'
若
し
不
満
の
廉
あ
-
と
せ
ば
異
の
具
鰻
的
事
賓
の
要
旨

大
髄
に
於
て
満
足
せ
り
.
(
元
大
阪
噺
鷺
洲
町
長
)

併
合
後
の
常
町
民
は
現
衣
の
市
政
方
針
に
は
大
観
満
足
し
得
る
J
t
或
る
1
部
に
於
て
に
不
満
の
琴
有
り
O
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

商
業
大
都
市
と
純
農
村
と
は
施
政
上
火
な
る
間
隔
あ
る
は
固
よ
り
諭
な
し
､
一
に
膨
大
な
る
地
域
な
る
を
以
て
専
ら
法
治
に
揺
る
の
外
な
-
7
1
‡
狭
少
な

る
範
同
に
於
て
多
年
徳
治
J
p
主
と
L
究
れ
る
の
結
果
な
･
甲
と
す
0
両
し
て
市
政
に
不
満
の
割
あ
る
も
沿
海
の
7
粟
何
等
省
間
さ
る
J
l
所
な
-
畢
寛
不
白
銀
な

る
併
合
の
蒔
趨
と
し
て
諦
親
の
外
な
か
る
可
し
｡
(
元
大
阪
府
伐
雄
相
島
)

別
段
不
備
の
馨
を
聞
か
ず
'
欽
…
れ
ど
も
一
部
に
於
て
お
冠
の
布
設
行
届
か
ざ
る
肝
は
市
に
封
し
弧
要
せ
る
も
の
あ
り
｡
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

小
区
域
な
り
し
町
村
自
軍
が
大
自
治
た
る
市
制
に
髪
化
せ
る
が
故
､
7
船
町
村
民
の
気
風
市
制
に
対
し
て
珍
ら
し
与
ふ
意
気
も
有
り
何
等
支
障
束
L
J
す
べ

き
嘱
な
し
.
(
元
大
阪
噺
者
達
町
長
)

被
併
合
町
村
民
の
全
般
に
就
て
知
る
を
得
ざ
れ
共
現
水
の
市
政
に
浦
足
せ
る
-
の
ゝ
如
し
｡
(
元
愛
知
願
東
山
村
長
)

葛
六
倍
町
村
中
五
億
町
村
は
浦
足
し
居
る
な
り
､
喝
り
江
尻
町
7
部
(
全
戸
数
の
四
分
の
T
j
不
満
足
に
て
現
今
に
於
て
も
市
税
+
i
.
滞
納
し
居
れ
り
.
市

名
を
清
水
市
と
命
名
し
i
i
ろ
が
不
満
な
り
'
区
名
に
関
し
て
に
沓
各
町
村
共
避
雷
の
名
稀
を
附
す
る
事
を
巌
知
事
に
7
任
し
i
1
る
も
の
な
れ
ば
t
･
/
何
れ
の
名
構

第
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九
二

を
附
す
る
も
後
日
に
異
議
あ
る
審
な
き
-
の
と
了
.
(
元
静
岡
撃
二
保
村
長
)

未
だ
猫
足
す
る
の
辞
度
に
至
ら
ず
.
併
合
後
日
韓
古
銭
め
な
る
'
(
し
.
C
元
富
山
願
拭
田
村
長
)

被
併
合
町
村
民
-
ェ
現
未
の
市
政
に
満
足
し
っ
1
あ
り
(
併
合
せ
ら
れ
ざ
る
近
接
町
村
も
竺
=
を
執
…
望
し
,
或
る
遍
路
の
如
き
は
市
に
向
て
併
合
皇
粥
威

し
市
は
之
に
封
し
雪
月
を
挙
げ
て
調
査
中
な
り
)
　
(
元
宮
城
腰
長
町
長
)

市
の
施
設
は
漁
期
の
如
-
充
分
は
啓
町
村
区
域
は
普
遍
し
っ
1
あ
-
や
･
各
施
設
毎
は
之
が
過
不
及
の
程
度

充
分
-
は
云
ひ
得
ざ
る
･
1
酋
町
村
其
健
存
続
す
る
に
比
し
､
行
政
低
域
轍
撃
a
L
岱
め
1
芸
道
･
道
路
等
自
由
に
施
行
せ
ら
れ
ん
と
し
利
便
多
し
と

云
ふ
を
得
べ
し
｡
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

現
衣
に
於
て
は
雷
施
設
は
現
期
笠
に
は
未
だ
普
及
致
し
舘
S
=
居
る
も
･
土
木
事
業
の
如
き
も
蓬
z
E
 
1
新
要
田
に
普
及
し
,
現
に
下
水
工
事
も
行
は
れ

財
政
の
許
す
範
囲
内
に
於
て
各
般
に
於
て
普
及
し
っ
1
あ
p
o
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

市
の
施
設
は
嘗
初
畢
明
ぜ
し
如
-
撃
慧
ら
れ
で
是
亦
闘
志
域
の
殴
り
に
膨
大
に
失
言
飴
異
な
る
べ
し
.
(
元
大
阪
府
俵
疑
村
長
)

道
路
及
下
歪
の
改
良
嘉
道
の
延
長
等
徐
々
施
設
し
っ
1
あ
る
も
､
市
財
政
等
の
関
係
嘉
だ
期
待
ぜ
し
程
度
に
至
ら
雪
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

施
設
は
充
分
な
ら
ざ
る
も
撃
週
し
っ
去
る
や
に
思
考
ぜ
ら
る
O
(
元
愛
知
駿
東
山
村
晶
)

自
給
の
国
法
を
固
る
蕊
め
過
不
及
な
-
公
平
に
馬
し
っ
1
あ
る
も
の
1
如
し
｡
〔
元
静
岡
願
三
保
村
長
)

市
の
施
設
ら
し
さ
も
の
未
だ
行
は
れ
L
p
J
の
な
し
.
(
元
富
山
願
碩
田
村
き

市
の
施
設
は
未
完
分
な
り
と
望
品
は
ず
と
雄
も
,
大
鎧
に
於
て
蓬
霊
還
し
っ
1
あ
り
と
詔
や
b
る
,
そ
の
要
項
夷
の
如
L
O

ヽ

r

ノり
土
木
道
路
梼
薬
尊
小
破
迄
江
意
行
屑
き
大
に
安
し
｡

凹
警
〔
小
学
校
)
霊
豊
琵
雲
に
不
充
分
な
れ
共
,
併
合
に
関
係
な
去
全
般
に
亙
る
畠
に
し
て
､
財
政
の
評
さ
…
質
れ
げ
巳
を
得

ず
嘉
む
o
経
常
費
中
質
.
附
鷲
､
慰
穿
金
等
ほ
破
伴
食
刑
よ
り
支
出
割
合
減
額
し
折
々
雪
雲
一
｡
.
(
但
し
之
畠
時
雷
横
雲
舷
に
し
て

新
巻
の
拓
別
あ
る
に
非
ず
〕
高
等
科
の
授
業
料
は
却
っ
て
増
額
せ
り
.
(
併
合
別
は
7
人
三
十
践
'
役
は
七
十
歳
)

川
衛
生
施
苧
し
て
は
大
差
な
け
れ
ど
鳥
立
病
院
(
芸
診
療
)
に
入
院
し
得
る
の
警
得
昔
o

朝
　
敵
菜
,
社
食
事
業
等
共
に
不
可
な
し
｡
(
元
宮
城
願
長
町
長
)

′

.

.

1

ヽ

併
合
傾
件
劫
は
昔
時
合
意
'
契
約
の
諸
事
項
は
絶
て
新
市
に
於
て
憤
件
の
通
-
履
行
さ
れ
つ
J
あ
-
C
,
や
其
の
賓
現
の
状

況

大
憶
腹
行
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
.
但
し
交
通
嘩
細
の
統
1
的
施
設
は
都
市
計
霊
等
の
盛
め
未
だ
不
行
届
の
箇
所
多
し
｡
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

併
合
健
件
の
各
般
に
捗
り
て
は
未
だ
履
行
さ
れ
ざ
る
も
､
財
政
の
許
す
範
閲
に
従
て
逐
次
臨
行
さ
れ
つ
1
あ
る
J
J
り
1
如
し
.
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

依
犀
村
に
張
制
編
入
さ
れ
た
る
に
依
り
契
約
な
し
'
嘗
初
相
富
編
入
保
件
を
定
め
i
l
る
町
村
と
雄
も
之
を
箕
行
写
り
れ
i
i
る
向
甚
だ
少
な
J
F
,
や
に
聞
-
'

(
元
大
阪
府
俵
蘇
村
長
)

大
硯
宜
行
さ
れ
i
i
り
.
就
中
町
村
吏
員
及
給
仕
使
丁
に
至
る
蓬
市
へ
引
脱
ぎ
L
l
る
が
'
致
十
年
肝
の
懸
案
た
り
し
畢
制
統
7
に
筒
難
を
耕
し
箕
行
さ
れ
i
L

り
｡
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

編
入
地
に
封
す
る
施
設
は
啓
市
と
の
間
不
競
1
な
る
箇
所
多
く
'
艇
費
の
国
保
上
漸
次
事
輩
の
遊
行
せ
ら
れ
つ
1
あ
る
も
首
都
の
計
翼
に
付
て
ー
ェ
付
遼

遠
な
り
'
近
時
上
下
永
道
の
設
備
及
道
路
の
改
惨
に
対
し
て
の
事
業
警
手
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
も
充
分
な
ら
す
.
(
元
大
阪
府
等
連
村
長
)

不
詳
(
元
愛
知
収
束
山
村
長
)

潮
次
履
行
さ
れ
つ
ゝ
あ
り
.
(
元
締
同
腹
三
保
村
長
〕

ヽ

.

ノ

市
に
併
合
の
促
件
(
後
出
三
　
2
参
帽
)
及
其
履
行
状
況
左
の
如
し
O
(
元
富
山
腰
横
田
村
長
〕

′

.

.

ヽ

市
税
の
家
屋
税
は
市
の
最
低
等
教
卒
(
十
五
等
)
に
依
り
'
十
倍
年
間
成
諜
さ
る
べ
き
協
定
た
り
し
に
､
昭
利
五
年
度
よ
り
本
税
i
l
る
魅
税
の
家
屋
税

ほ
'
徒
束
の
構
造
及
地
位
等
級
卒
倒
庇
を
改
め
家
屋
の
賃
貸
璃
柊
に
頗
課
す
る
=
と
に
な
り
し
浅
め
､
自
然
之
が
附
加
税
i
L
る
市
税
の
家
岸
栓
は
編
入
地

の
全
般
に
捗
り
'
前
年
L
J
の
家
屋
税
L
･
･
り
も
7
倍
牛
乃
至
五
倍
の
替
徴
を
見
る
に
至
り
併
合
さ
れ
i
1
る
市
民
は
､
7
大
帝
威
を
感
じ
日
下
之
が
封
紫
方
法

と
し
て
市
に
封
L
t
嘗
初
膝
件
の
趣
旨
を
尊
重
し
､
昭
和
四
年
度
1
1
於
て
賦
課
を
受
け
i
i
る
嗣
入
地
市
民
の
市
税
の
家
屋
税
親
額
を
基
準
と
し
て
'
不
均

弟

7
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都

市

郊

外
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●

九
四

.
｢
L
.
｢
〓

7
課
率
を
以
て
腐
課
す
る
様
探
惜
し
居
る
も
'
新
市
に
於
て
は
法
令
の
改
正
を
押
由
r
･
u
L
て
容
易
に
之
を
肯
諾
す
る
按
様
な
も
何
分
被
併
合
村
は
保
件

I
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_
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_

A

 

A

 

I

 

I

_

,

_

_

を
主
濃
す
べ
き
主
硯
肺
滅
L
i
1
る
が
盟
め
菊
者
の
地
位
に
立
ち
其
の
不
利
な
る
二
と
勿
論
L
J
り
.

_

　

_
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_
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I

 

P
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P

 

I

 

I
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O
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P

 

P
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_

履
行
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
も
将
来
に
於
て
何
か
の
口
貿
み
れ
ば
瞭
棄
せ
ら
れ
む
と
す
る
の
昭
島
あ
り
｡

P

 

I

 

J

.

　

P

 

I

 

I

 

I

 

I

 

F
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J
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_

　

_
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P
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I

 

P
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l

 

I

初
年
皮
に
於
て
は
履
行
さ
れ
L
J
l
次
年
度
よ
り
直
ち
に
噌
課
せ
E
>
0

履
行
さ
れ
i
1
り
O

I

_

_

P

_

J

･

_

'

_

_

_

'

'

_

_

I

.

_

_

A

.

_

_

_

従
来
機
併
合
村
に
於
て
村
費
よ
り
負
接
せ
し
街
撃
h
,
併
合
後
市
費
負
桧
の
保
件
を
無
税
し
て
牛
数
以
内
に
城
燈
し
L
l
り
O

直
ち
に
改
科
す
.
へ
与
)
｡
約
(
併
合
前
村
に
於
て
部
落
名
の
改
正
を
行
ほ
ん
と
ぜ
L
J
J
市
.
T
l
他
に
改
梢
す
べ
き
部
落
町
あ
る
を
以
て
併
合
直
後
に
手
芸
ハ

に
行
ふ
故
'
見
合
せ
方
襲
求
を
容
れ
し
も
の
U
な
り
L
に
拘
ら
ず
今
に
箕
現
せ
ず
.

履
行
さ
れ
i
L
p
O
 
M
　
履
行
ぜ
E
l
.

ガ
ツ
p
y
榔
筒
の
購
入
に
未
だ
賓
現
せ
ざ
る
も
空
ハ
十
名
の
消
防
組
員
を
六
十
四
名
に
減
員
し
て
新
i
=
に
於
け
る
哲
貝
と
同
等
の
符
速
を
輿
へ
i
i
p
け

栄
だ
箕
現
せ
L
も
の
た
き
も
漸
次
履
行
ぜ
ら
る
ゝ
も
の
と
認
む
o

近
-
貿
現
せ
ら
る
⊥
な
む
ら
か
0
　
1
2
　
寅
現
せ
り
0
　
1
3
　
貿
現
せ
ず
.
1
4
　
貿
現
せ
ず
o

A

I

J

I

I

J

L

J

-

1

､

1

.

.

J

J

､

.

-

J

･

～

J

.

J

J

.

-

-

＼

ノ

道
路
に
関
す
る
各
値
件
に
7
つ
と
し
て
蟹
現
せ
L
も
の
な
し
｡
1
6
　
貸
現
の
見
込
な
し
｡
1
7
　
箕
現
の
見
込
L
i
L
.
1
8
　
貸
現
さ
れ
ず
o

′

･

t

 

J

J

貸
現
さ
れ
す
｡

併
合
俵
件
出
に
常
時
の
合
意
契
約
等
は
概
ね
履
行
せ
ず
.

但
し
主
要
保
件
i
i
｡
し
市
役
所
出
寂
伊
の
設
胃
は
'
希
望
-
し
て
に
蒜
事
務
の
取
扱
ふ
区
役
所
様
の
-
･
の
な
｡
し
も
法
律
が
之
を
許
さ
ず
と
て
革
に
戸

籍
事
務
の
取
次
所
i
1
ろ
に
過
ぎ
ざ
る
L
l
め
不
便
を
感
ず
る
‥
-
少
か
ら
す
｡
(
元
宮
城
殿
長
町
島
)

市
税
其
他
負
靖
の
増
減
傾
向
劫
は
之
が
滑
減
の
程
度

家
屋
税
を
除
-
他
の
税
額
は
大
な
ろ
差
違
な
与
-
も
家
尾
稗
1
ェ
等
級
別
及
畢
制
空
の
結
果
昨
年
度
迄
は
駕
町
時
代
に
比
L
中
空
へ
割
位
に
軽
減
せ
ら
れ
L
i

p
.
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

以
前
よ
り
も
軽
減
y
u
/
n
i
1
る
も
の
と
し
て
に
家
屋
税
あ
る
の
み
｡
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
〕

市
稔
其
他
の
負
蜂
は
税
種
に
依
り
轡
減
あ
る
も
綜
合
し
て
現
衣
に
於
て
少
額
の
噂
加
を
量
L
t
脚
死
年
と
北
ハ
に
噂
加
す
べ
し
.
(
元
大
阪
府
俵
蔽
村
長
)

蔑
分
軽
減
し
小
い
る
感
あ
り
｡
就
中
異
常
し
き
も
の
は
家
屋
稔
附
加
槍
に
於
て
約
十
分
の
7
不
動
産
収
得
税
の
約
十
分
の
二
等
の
減
額
を
見
L
J
る
に
衣
p
O

(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
〕

嘗
市
に
於
て
に
道
路
及
市
電
済
求
に
依
る
人
家
立
退
き
に
因
る
人
口
の
渉
少
せ
る
に
反
し
て
'
新
編
入
地
に
年
々
人
口
の
噂
加
を
衆
t
す
に
坤
り
す
其
の

国
の
経
費
､
諦
事
業
費
､
琵
算
充
分
な
ら
ず
'
町
村
税
及
負
接
に
於
て
は
軽
減
の
程
度
祐
筆
す
べ
4
J
事
項
な
し
O
編
入
計
富
の
諸
事
業
が
背
市
よ
り
外
に
向

ふ
て
若
手
せ
ら
れ
つ
ゝ
有
る
ほ
編
入
地
域
発
展
に
大
な
る
支
障
を
招
-
o
都
市
計
宝
事
業
連
行
上
及
新
市
街
地
社
設
上
外
廓
i
i
る
新
市
方
面
よ
り
充
分
な
る

規
定
線
の
明
示
急
務
な
り
O
(
元
大
阪
壁
且
口
達
村
長
)

市
税
其
他
負
措
量
暮
ニ
於
て
格
別
廻
り
な
し
.
(
元
愛
知
願
乾
山
村
長
)

輿
分
智
加
L
i
1
.
乍
併
瑞
宜
し
居
り
て
J
J
年
々
紐
金
の
増
加
は
免
れ
難
さ
も
の
と
7
0
(
元
静
岡
腰
三
保
村
長
)

併
合
前
後
の
課
卒
去
の
如
し
｡
(
元
富
山
爆
横
田
村
長
)

市

　

稔

　

の

　

種

　

類

一
､
地
租
附
加
規

宅
地
租
本
牧
7
園
に
付

其
の
他
の
土
地
本
稔
一
国
に
付

牲
別
地
税
地
璃
7
剤
に
付

7
.
脊
梁
収
益
税
附
加
税

本
税
1
晩
に
伸

一
'
所
得
鎗
附
加
稔

併
合
前
横
田
材
課
率

(
昭
和
二
年
度
)

拾
凹
純

歩
拾
歩
践

首
分
の
三
十
七
の
百
分
四
十
'
一
鑓

四
厘
七
二

活
人
　
　
六
拾
鐙

其
地
　
　
五
十
盛

併
合
後
高
岡
市
の
課
率

(
昭
和
四
年
度
)

奮
市
　
田
拾
五
鐙
歩
度
六
毛

新
市
　
武
拾
八
盛

新
嘗
市
井
六
十
六
頒

百
分
の
三
十
七
の
百
分
の
八
十

新
香
市
英
二
盛
九
度
六
毛

背
市
　
九
十
七
銃

新
市
　
六
十
月

夢
1
第
　
都
市
郊
外
地
統
制
参
考
資
料



本
税
一
回
に
付

一

､

家

　

屋

　

鎗

本
稔
一
国
に
付

1
.
願
稔
昏
菜
税
附
加
稜

本
税
7
園
に
付

1
'
願
槍
雑
種
疎
附
加
校

本
粉
一
問
に
付

●

第
1
種
　
七
鏡

第
三
種
四
成

六
問
{
詔
組
署
警
百
分
の
五

五
十
鑓

仲
居
税
'
遊
興
税
　
三
十
娼

其

の

他

‥

･

.

.

.

五

十

/

r

j

:

九
六

蕉
市
　
十
1
繰
三
厘
四
毛

新
市
　
七
銭

市
稔
組
珠
算
額
の
百
分
の
六
〇
･
〇
七

五
阿
八
十
二
盛

萄
市
　
7
闘

新
市
　
五
十
盛

贋
浦
八
十
歳
　
新
市
三
十
鐘

啓
市
7
固
　
新
市
五
十
倍

被
併
合
市
民
は
租
税
其
他
の
負
増
に
於
て
約
三
割
の
減
額
を
見
た
り
0
(
元
宮
城
厳
島
町
長
)

各
種
議
員
選
塞
其
他
市
民
の
公
共
生
宿
は
於
て
新
嘗
市
民
の
関
係
は
付
何
等
か
特
記
す
べ
き
革
質
認
識
せ
ら
る
J
こ
と

な
き
や
'
あ
ら
ば
其
具
鰻
的
記
述

各
積
固
髄
及
其
他
の
方
面
共
絶
封
に
図
滴
な
り
｡
〔
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

各
稗
議
員
選
額
並
に
市
民
公
共
生
活
に
於
て
新
香
市
民
細
係
に
付
何
等
特
筆
す
べ
J
F
J
こ
と
な
L
O
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
'
同
歌
島
村
長
､
元
愛
知
脱
兎
山

村
長
'
元
静
岡
脱
三
保
村
長
)

新
市
選
出
の
議
員
数
は
少
数
な
る
の
み
な
ら
ず
'
中
に
に
自
己
の
利
害
の
悠
嘗
市
選
出
議
員
と
遵
街
し
新
市
の
利
害
を
等
閑
祝
し
て
現
在
世
相
の
窓
方
帝

を
暴
露
す
ろ
輩
少
T
t
T
･
.
か
ら
す
.
(
元
大
阪
麻
俵
捉
村
長
)

特
記
す
べ
r
4
,
番
な
L
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

議
員
遊
撃
其
他
市
民
の
公
共
生
活
に
於
て
新
蔑
市
民
の
関
係
に
付
特
記
す
べ
古
事
な
し
と
考
へ
ら
古
.
(
元
愛
知
願
文
山
村
長
)

ぐ
最
鵜

特
記
す
べ
r
o
事
実
な
し
｡
(
元
静
岡
願
三
保
村
長
)

市
.
1
併
合
ぜ
L
は
昭
和
三
年
六
月
1
日
に
し
て
其
翌
年
(
昭
和
四
年
)
十
月
十
日
市
昏
議
員
の
絶
改
選
行
は
れ
L
L
p
｡
其
の
議
員
数
は
三
十
名
に
し
て
併

合
後
-
錐
も
其
月
数
に
は
増
減
な
し
'
而
し
て
併
合
さ
れ
し
横
田
村
と
西
傑
村
に
有
括
者
教
に
比
L
選
出
7
4
(
与
,
議
員
数
は
四
名
乃
至
玉
名
の
割
合
と
な
る

を
以
て
両
村
打
て
7
丸
-
な
り
'
政
篤
政
沢
を
離
れ
て
玉
名
を
立
候
補
せ
し
め
た
る
に
悉
く
富
遺
し
i
i
p
｡
恭
れ
ど
も
杜
束
の
村
帝
に
於
け
る
選
馨
と
は
其

の
気
分
大
に
其
趣
を
異
に
L
t
何
分
市
部
の
出
㍍
雫
は
非
常
に
激
甚
を
極
め
'
其
の
弊
害
頗
る
大
な
る
J
l
の
あ
り
｡
之
が
箆
め
非
常
に
難
戦
苦
闘
の
地
に
立
ち

漸
-
所
期
の
目
的
を
蓮
せ
し
め
L
i
る
も
'
将
東
は
到
底
今
次
の
如
き
理
想
的
選
馨
の
好
成
按
を
翠
ぐ
る
見
込
み
覚
束
な
与
=
と
を
痛
感
せ
り
0
(
元
富
山
魅
横

田
村
長
)

ヽ

ヽ

ヽ

_

_

_

_

一

t

一

t

_

I

_

市
民
の
公
共
生
活
に
於
て
技
工
新
嘗
市
民
に
何
等
の
疎
隔
を
且
ざ
れ
共
各
種
議
員
の
避
馨
に
際
し
て
は
新
市
民
'
却
ち
被
併
合
町
民
は
港
町
村
椿
に
或
は
聯

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

合
し
て
1
国
と
な
る
の
戟
あ
s
h
.
(
元
宮
城
腰
基
町
長
)

市
骨
'
鑑
骨
'
町
内
食
等
の
内
部
は
於
て
新
嘗
市
民
の
間
に
於
け
る
利
害
は
苦
情
な
-
囲
浦
は
調
節
解
決
せ
ら
れ
つ
.
～

あ
C
や畢

制
統
1
の
結
果
橿
倉
は
消
滅
ぜ
L
J
御
尋
ね
の
廉
に
封
し
て
は
何
等
の
支
障
を
撃
た
す
｡
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

市
骨
'
宙
骨
､
町
内
骨
等
の
内
部
に
於
て
新
巻
市
民
の
問
に
於
け
る
利
害
は
別
に
苦
情
な
-
図
滴
に
解
決
さ
れ
つ
⊥
あ
り
0
完
大
阪
府
安
立
町
長
)

市
骨
は
輿
某
絶
封
大
数
な
れ
ば
理
事
者
の
提
案
何
事
も
通
過
ぜ
ざ
る
事
な
-
'
頗
る
圃
満
に
遊
行
丁
と
科
し
得
+
(
与
も
'
時
に
は
正
覇
の
主
菜
も
蹟
潤
せ

ら
る
ゝ
憾
な
し
と
せ
ず
｡
(
元
大
阪
挿
侯
爵
村
長
)

苦
情
の
聾
あ
る
を
開
か
ず
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

市
住
民
と
し
て
港
町
村
民
公
共
生
括
上
は
町
絶
代
を
設
け
堤
役
併
及
市
雷
局
と
の
連
絡
横
閲
と
慮
り
､
事
務
の
諮
問
樽
闘
･
･
,
J
鵠
り
,
侍
各
種
公
共
国
規

賀
各
町
村
の
衛
生
組
合
'
水
利
組
合
'
在
郷
軍
人
分
骨
'
青
年
団
､
教
育
合
等
の
幹
部
'
評
議
員
も
其
の
任
に
嘗
る
=
-
有
り
'
町
内
一
般
の
不
満
な
し
｡

右
は
啓
各
町
村
小
撃
校
通
草
低
域
に
於
て
設
け
ち
る
所
多
L
O
(
元
大
阪
府
者
達
村
長
)

第
一
第
　
都
市
郊
外
地
統
制
参
考
更
科



新
嘗
市
民
間
に
於
け
る
利
害
は
苦
情
な
き
も
の
ゝ
如
し
0
(
元
愛
知
願
東
山
村
長
)

解
決
せ
ら
れ
つ
1
あ
り
.
(
元
静
岡
鯨
こ
こ
保
村
長
)

只
今
迄
に
著
し
r
o
苦
情
を
聴
か
ず
.
(
元
富
山
願
横
田
村
長
)

市
骨
其
他
の
諸
骨
に
は
何
等
の
隔
意
を
認
め
ず
｡
(
元
宮
城
原
島
町
長
)

二
　
併
合
後
の
市
民
生
活
の
現
状

併
合
は
因
,
L
基
も
利
益
を
受
け
た
る
事
項
と
最
も
不
利
益
を
感
じ
た
る
事
項
は
如
何
な
る
瓢
な
り
や
_

_

J

_

)

_

J

_

J

_

_

J

_

_

撃
制
統
一
貨
施
は
将
来
に
於
け
る
大
利
益
に
し
て
不
利
益
は
世
相
の
典
ら
し
む
る
鮎
も
否
定
出
来
ざ
る
も
'
啓
町
村
時
代
の
如
-
愛
町
心
な
き
に
至
少
し

_

_

_

I

_

_

_

_

は
精
神
的
損
失
な
り
｡
(
元
大
阪
麻
鷺
洲
町
長
)

酷
昏
事
業
,
土
木
事
菜
'
防
疫
事
葉
の
完
備
に
依
り
市
民
に
少
か
ら
ざ
る
思
雷
を
受
く
O
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

併
合
後
利
益
を
受
け
i
L
る
は
物
的
則
ち
道
路
修
緒
の
行
届
与
去
る
と
水
道
の
敷
設
と
に
来
り
'
両
も
折
角
の
永
道
も
之
を
引
用
す
る
も
の
甚
だ
少
数
に
し

_

_

_

I

)

_

]

_

'

_

I

_

_

_

_

_

_

)

_

_

I

,

-

て
不
利
益
を
蒙
り
た
る
は
心
的
乃
ち
道
義
心
及
公
共
心
の
斎
鹿
及
納
税
義
務
心
の
凍
帝
に
な
り
i
1
る
事
七
㌔
(
元
大
阪
府
俵
羅
村
長
)

未
霊
屋
に
至
ら
ざ
る
も
上
下
水
道
の
布
設
小
撃
校
の
野
改
築
及
道
路
橋
梁
の
改
修
其
飽
各
種
の
衛
生
施
設
等
著
々
遊
民
し
っ
⊥
あ
る
を
以
て
利
益
は
受

居
る
も
不
利
益
の
感
之
れ
な
し
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
〕

小
撃
校
の
如
与
良
村
経
済
に
て
凶
難
な
p
L
も
市
鮭
皆
に
依
p
利
益
な
り
と
認
め
ら
る
'
最
も
不
利
益
を
感
じ
i
i
る
事
項
は
不
詳
｡
(
元
愛
知
願
文
山
村

長
)

著
し
き
利
害
な
し
O
　
〔
元
静
岡
隈
三
保
村
長
)

⊥

i

J

1

-

.

-

利
害
を
受
け
L
l
り
と
詔
む
る
も
の
な
し
｡
最
も
不
利
益
を
感
1
)
i
l
る
-
Ⅰ
小
撃
校
の
施
設
に
し
て
従
来
･
H
-
尋
常
小
畢
校
に
高
専
小
峯
夜
と
農
工
栢
習
撃
校
と

青
年
訓
耗
所
を
併
置
さ
れ
あ
り
ト
に
･
昭
和
五
年
度
に
至
り
架
空
河
等
小
撃
殺
と
農
工
紺
習
撃
校
を
駿
止
t
J
ら
れ
破
併
合
市
民
は
大
に
之
を
不
便
と
L
t
之
が

不
雷
を
唱
へ
て
存
輯
方
市
常
局
に
陳
情
ぜ
し
も
財
政
緊
縮
を
坤
由
と
し
て
之
を
容
認
す
る
色
な
-
蓮
に
之
を
廃
止
軒
行
L
九
㌔
今
7
っ
1
ェ
街
燈
問
題
に
し

て
併
合
前
に
在
り
て
は
村
負
猪
を
以
て
鮎
燈
せ
し
街
燈
を
併
合
直
後
に
於
て
俄
･
1
=
減
産
L
i
i
り
'
之
が
箆
ゆ
被
併
合
市
民
に
市
費
負
頂
の
株
件
を
無
我
ぜ
し

不
徳
を
新
市
常
局
に
責
む
る
も
財
政
難
を
理
由
と
し
て
之
を
斥
け
容
認
さ
れ
ず
'
速
に
被
併
合
市
民
は
止
む
な
-
各
国
部
落
民
の
色
櫓
と
し
て
衣
束
の
洩
り

街
燈
数
に
復
膏
維
持
し
つ
1
あ
り
.
(
元
宵
山
麻
横
田
村
長
)

併
合
後
年
末
だ
短
音
を
以
て
利
益
と
し
て
噂
に
著
-
現
れ
i
i
ろ
を
認
め
ざ
れ
共
大
仙
毒
市
民
と
し
て
の
各
自
気
分
の
緊
寂
と
都
市
計
葦
の
促
進
等
に
そ
の

大
な
る
も
の
な
る
べ
-
不
利
益
と
し
て
詔
む
･
,
O
も
の
な
し
.
(
元
宮
城
厳
島
町
長
)

蕃
町
村
民
と
市
民
と
の
間
は
諸
事
図
滴
は
協
和
し
っ
ゝ
あ
り
と
認
ひ
る
や

鋲
p
O
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
'
阿
安
立
町
長
'
同
歌
島
村
長
､
元
静
岡
撃
三
保
村
長
'
元
宮
城
願
長
町
長
)

新
茜
両
市
民
間
は
絶
て
没
交
渉
な
㌔
(
元
大
阪
府
俵
擢
村
長
)

萄
市
民
と
の
利
害
に
蒜
一
書
の
内
に
有
る
と
行
政
甚
域
は
主
と
し
て
新
市
即
ち
菅
各
町
村
合
併
の
上
尾
分
し
這
役
所
を
設
置
ぜ
し
故
正
接
何
等
風
涛

を
妖
-
べ
き
事
な
し
｡
(
元
大
阪
府
喜
連
村
長
〕

協
和
し
っ
1
あ
p
O
も
の
1
如
し
O
(
元
愛
知
願
東
山
村
長
)

表
面
に
於
て
脚
満
を
扶
き
し
=
と
を
聴
か
ず
｡
(
元
富
山
願
横
田
村
長
)

併
呑
が
市
民
の
公
共
生
活
は
及
ぼ
し
た
る
影
響
荘
便
否
利
害
の
程
度

平
均
せ
ば
利
便
多
し
｡
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

常
町
は
市
の
南
端
に
位
す
る
i
i
め
未
だ
商
工
費
の
登
展
も
著
し
か
ら
ず
'
従
っ
て
影
響
す
る
朗
な
し
d
C
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

前
掲
二
の
一
に
何
じ
｡

′

_
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]
0
0

培
筆
す
べ
き
も
の
な
し
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

併
合
に
依
り
従
凍
村
役
場
に
於
て
済
た
る
請
願
屈
辱
に
貰
役
所
迄
態
々
出
頭
を
要
す
る
不
便
ち
r
o
も
の
1
如
し
｡
(
元
愛
知
牒
東
山
村
長
)

絶
て
便
利
利
益
な
り
.
(
元
静
岡
晩
三
保
村
長
)

横
田
'
西
燥
'
南
村
の
併
合
に
ょ
り
負
轄
財
源
が
碑
大
さ
れ
i
1
る
盗
め
新
市
民
は
大
に
浦
足
し
居
る
も
の
･
･
T
如
し
O
(
元
富
山
腰
横
田
村
長
)

併
合
が
市
民
の
公
共
生
活
に
及
ぼ
し
i
i
る
影
響
と
し
て
特
に
認
む
る
も
の
な
け
れ
共
便
利
を
感
じ
っ
⊥
あ
る
は
事
箕
な
り
｡
(
元
宮
城
森
島
町
長
)

併
合
が
市
民
の
各
種
経
済
的
生
活
関
係
は
及
ぼ
し
た
る
影
響
誼
利
害
の
程
度

取
立
て
⊥
速
ぶ
る
程
の
問
題
な
し
｡
(
元
鷺
洲
町
長
)

1rH｣

前
掲
二
ノ
三
に
同
じ
｡
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

′

し

農
村
浮
良
質
漢
の
美
風
を
失
ひ
都
市
華
美
硫
馨
の
悪
風
浸
潤
L
凍
り
経
済
生
活
上
逐
次
疲
弊
に
晴
ら
ん
と
す
.
(
元
大
阪
府
俵
羅
村
長
)

新
嘗
其
共
通
的
施
設
に
伴
ひ
商
工
業
に
稗
発
展
向
上
し
役
て
経
済
的
生
活
上
好
饗
を
密
し
っ
⊥
あ
る
も
の
-
詔
む
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

影
替
盤
利
害
共
に
格
別
認
め
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
.
(
元
愛
知
麟
嵐
山
村
長
)

好
都
合
に
て
利
益
な
り
｡
(
元
静
岡
巌
T
三
保
村
長
)

被
併
合
市
民
の
直
接
負
接
は
勿
論
間
接
的
負
埼
J
大
に
散
骨
さ
れ
た
り
､
併
し
商
工
業
者
は
取
引
上
に
於
て
併
合
を
偵
と
し
浦
足
し
居
れ
り
0
(
元
富
山
嚇

横
田
村
長
)

各
種
経
済
的
生
活
踊
係
に
封
し
て
は
格
別
の
影
響
を
認
め
ず
｡
(
元
宮
城
藤
島
町
長
)

併
合
が
各
種
公
共
組
合
'
図
倍
等
の
存
立
'
財
政
.
事
業
其
他
は
及
ぼ
し
た
る
影
響
及
刺
客
の
程
度

巷
町
村
時
代
に
比
し
街
生
組
合
の
み
は
捕
助
多
-
な
り
i
i
る
J
J
他
の
諸
国
髄
は
少
願
文
は
皆
無
の
も
の
も
あ
り
'
軽
骨
困
難
の
琴
を
開
く
､
但
し
弼
入
記

念
と
し
て
相
笛
の
基
本
金
を
分
配
寄
贈
し
置
き
i
i
ろ
元
町
材
の
も
の
は
存
立
維
持
却
て
容
易
と
な
り
少
し
-
困
難
L
居
ら
ず
｡
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

各
種
囲
憶
は
多
年
内
容
の
充
箕
を
期
し
て
遊
放
し
爽
り
L
が
市
編
入
の
定
め
各
部
落
に
分
解
作
用
起
り
氷
り
て
現
時
は
只
形
骸
を
存
す
る
の
み
'
殊
に
忌

-
4
-
･
･
1
-
-
-
-
-
-
-
I

1

-

-

.

･

｣

丁

　

　

　

-

は
し
与
に
全
村
協
力
し
て
努
吟
苑
p
L
紳
靴
の
軽
骨
に
も
影
替
L
氷
り
て
其
進
展
を
挫
折
す
る
に
至
れ
F
a
｡
(
元
大
阪
府
俵
耗
村
長
)

各
種
公
共
囲
畦
組
合
等
に
依
然
存
立
L
t
厨
政
事
繋
等
も
好
影
響
の
故
意
と
認
む
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

好
都
合
に
て
利
益
な
り
｡
(
元
静
岡
髄
三
保
村
長
〕

差
L
L
i
る
影
響
を
認
め
や
.
(
元
富
山
願
韓
田
村
長
)

滑
防
組
が
合
併
し
て
部
制
度
と
な
り
た
る
外
各
種
公
共
組
合
叉
は
園
幾
等
は
従
来
の
鹿
に
し
て
声
吏
な
J
V
,
i
1
め
何
辱
影
響
な
き
J
の
▲
如
し
｡
(
元
宮
城
新

島
町
長
)

其
他
併
合
が
1
切
の
市
民
生
活
は
及
ぼ
し
た
る
影
響
泣
利
蕃
便
否
の
賓
相
'
程
度

ヽ

ノ

前
掲
二
ノ
四
に
同
じ
｡
〔
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

7
々
杖
車
L
雑
音
も
概
し
て
利
便
に
導
き
つ
ゝ
あ
る
も
の
と
詔
む
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

不
詳
o
(
元
愛
知
撮
東
山
村
長
)

別
に
葬
る
事
な
し
.
(
元
静
岡
廓
二
一
保
村
長
)

併
合
日
韓
主
義
め
影
響
使
否
を
認
め
ず
｡
(
元
宮
山
原
横
E
村
長
)

特
に
影
響
の
認
む
る
-
の
な
し
.
(
元
宮
城
願
長
町
長
)

1

三
　
併
合
雷
時
の
状
況

併
合
の
動
機
原
由

併
合
の
庶
因
は
市
町
村
の
何
れ
は
在
-
し
や

第
1
着
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雷
豊
と
し
て
所
貴
地
域
に
し
て
固
道
警
大
窪
に
雷
-
苛
讐
地
帯
･
1
し
て
奮
大
阪
市
と
は
蓮
接
せ
る
地
に
し
て
町
民
に
於
て
も
自
動
的
i

併
合
の
磯
蓮
_
こ
導
か
れ
i
L
z
a
o
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

本
村
に
後
記
琶
書
の
趣
旨
に
依
星
空
致
大
賢
に
聖
の
件
諮
関
に
対
し
之
を
拒
否
-
=
と
に
決
議
し
㌔
(
元
大
墜
肝
依
羅
村
長
)

_

_

_

_

_

市
部
接
近
町
村
に
於
け
る
人
呂
故
習
其
の
蓉
馨
し
-
-
り
と
雄
も
大
賢
と
の
行
政
誓
異
.
1
す
晶
竺
其
の
施
讐
完
か
ら
ざ
る
も

の
警
し
と
せ
ず
･
雷
衛
生
警
土
木
交
葦
芸
第
･
1
至
-
は
両
者
の
間
相
互
に
連
絡
あ
る
施
設
に
待
つ
に
要
れ
ば
到
莞
有
蓋
の
誓
写

る
こ
圭
得
ず
と
の
横
胃
腔
雪
る
も
の
な
り
-
｡
本
村
の
響
経
済
上
年
々
経
費
膨
脹
の
割
合
に
村
給
自
隠
維
持
困
難
を
凍
し
村
民
の
気
風
亦
大
都

市
･
1
接
慧
る
故
愛
郷
的
清
榊
に
疲
れ
,
小
村
と
し
て
市
警
接
近
-
不
可
能
な
り
と
し
,
柑
理
事
者
･
1
於
て
提
督
完
状
に
俵
品
人
に
封
し
て
に

何
等
隔
意
な
か
p
L
と
も
言
ふ
状
態
に
有
｡
L
O
(
元
大
阪
聖
者
連
村
長
)

要
因
は
市
に
在
り
し
も
の
⊥
如
し
｡
完
愛
知
駿
東
山
村
長
)

慧
港
芸
に
閑
し
覧
町
村
1
丸
と
-
て
是
が
襲
-
計
る
を
晶
と
し
･
江
尻
,
清
水
の
両
町
が
蓉
起
し
吉
な
㌔
完
静
間
警
備
村
長
)

町
村
自
身
が
日
掛
的
ほ
併
合
の
機
運
を
作
h
た
る
か

自
働
的
ー
こ
併
合
の
機
運
を
作
p
l
i
I
る
.
.
 
)
.
は
あ
ら
ず
と
考
へ
ら
古
｡
(
元
愛
知
駿
東
山
村
長
)

江
尻
･
清
水
両
町
の
勧
誘
あ
｡
て
夫
に
賛
成
L
i
1
る
J
J
の
な
㌔
(
元
静
岡
警
1
保
村
き

市
よ
-
併
合
勧
説
を
受
け
た
る
か

相
笛
以
前
よ
｡
町
村
の
1
部
に
は
併
合
希
望
あ
･
F
護
的
の
宗
法
さ
-
卜
皇
地
の
発
展
に
伴
是
々
施
聖
の
不
便
を
感
ず
ろ
に
至
り
､
温
々

豊
町
村
の
警
警
っ
1
あ
｡
ト
鹿
へ
市
に
烏
合
の
-
あ
孟
-
長
期
の
到
慧
る
も
の
と
思
料
L
中
川
知
事
の
要
雪
仲
介
･
1
動
か
昆

急
速
_
こ
遊
放
せ
㌔
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

市
よ
り
併
合
勧
誘
を
受
け
i
L
る
も
の
1
如
し
｡
完
愛
知
煉
束
山
村
長
〕

其
の
昔
時
市
存
立
し
居
り
i
l
る
に
非
ず
,
讐
て
勧
説
を
受
け
ち
る
に
あ
ら
ず
.
(
元
静
開
聖
夜
村
長
)

I
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-
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.
肝
癌
知
事
其
他
よ
･
｡
併
合
勘
託
を
受
け
た
る
か

芸
,
竃
,
佐
竺
代
翌
の
毒
力
に
依
晶
警
動
か
し
知
苦
揖
琵
･
1
芸
に
封
し
莞
せ
ら
れ
音
｡
完
大
阪
噺
鷺
洲
町
長
)

併
合
t
I
1
鮫
.
1
於
て
多
年
の
懸
讐
り
し
殊
に
都
市
計
至
其
必
警
濃
厚
に
な
し
つ
1
あ
｡
ト
折
柄
大
正
十
二
年
九
月
盲
に
於
け
晶
栗
東
火
災

の
突
讐
依
基
苗
の
生
警
奪
-
-
-
市
の
惨
状
に
慧
若
宮
-
於
て
大
阪
市
の
如
嘉
路
狭
覧
家
綱
密
-
土
地
柄
に
菅
て
法
定

を
期
し
警
嘉
切
に
感
じ
地
域
の
贋
裕
な
晶
等
御
髪
急
-
促
し
,
其
磯
翼
に
熟
し
-
を
警
翌
ず
し
て
被
T
B
g
<
町
村
例
(
反
対
号
も

の
表
音
し
の
み
)
と
表
す
ろ
に
至
れ
り
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

庶
魅
知
事
其
他
よ
｡
併
合
鞠
記
は
受
け
ざ
る
も
の
1
如
し
O
(
元
愛
知
腰
東
山
村
長
)

知
事
よ
S
a
も
相
思
の
助
誘
あ
㌔
(
元
静
岡
撃
三
保
村
長
)

併
合
の
竃
は
高
岡
市
多
年
の
熱
望
に
し
て
市
護
符
常
時
(
明
竺
十
二
年
-
)
は
雷
構
成
-
の
要
素
を
警
牽
其
の
人
に
乏
し
嘉
品

固
附
近
に
於
け
品
部
中
人
口
芸
の
部
警
警
禦
し
本
村
基
其
の
義
(
撃
戸
)
を
笥
編
入
克
て
潮
-
市
制
を
施
行
さ
れ
し
も
の
等
｡

管
に
習
三
十
三
年
昔
大
火
に
管
て
雷
大
牢
を
境
讐
其
差
讐
掌
る
に
管
尭
づ
市
の
票
を
志
し
讐
其
の
財
習
得
ん
と
L
t
更

に
E
I
国
の
村
部
を
抗
入
せ
ん
と
せ
し
畠
僻
村
ー
ェ
皆
其
の
負
讐
帝
大
去
れ
て
悉
-
之
に
反
対
し
爾
水
雷
の
東
雲
る
毎
に
市
及
嘩
よ
豊
を
芸
さ

れ
L
畠
国
に
反
警
持
慧
L
に
明
治
四
十
完
十
言
に
至
-
々
之
が
開
票
警
-
知
事
詰
寄
の
反
対
を
顧
慮
貰
'
警
寧
骨
の
名
を
以

て
諮
問
を
凄
せ
ら
れ
し
-
p
関
係
村
は
悉
-
之
に
反
対
し
て
達
に
之
を
阻
止
せ
り
｡

蓋
時
勢
の
蓋
と
共
に
市
村
翌
の
貰
す
る
に
伴
芙
正
八
年
八
品
開
署
及
佐
野
村
の
1
部
芙
正
十
四
年
十
月
下
賢
活
に
併
合
音
｡

之
菅
市
及
鋲
の
熱
心
な
る
併
合
勧
誘
に
基
き
L
i
る
も
の
な
り
｡

大
正
十
五
年
二
月
内
莞
臣
-
高
岡
市
に
都
市
計
警
な
す
に
官
本
材
量
の
内
に
包
擁
指
定
の
筈
塞
け
音
｡
愛
に
讐
苧
之
に
讐
本

村
の
戸
苦
年
と
共
に
膨
脹
卜
其
の
震
芸
の
-
以
て
準
サ
･
霊
望
芸
な
孟
市
計
苧
晶
立
言
れ
ば
永
遠
の
票
を
阻
写
る
も
の
と
認
め

満
竺
敦
を
以
て
都
市
計
笠
置
域
抗
八
に
異
議
な
喜
最
中
し
な
リ
O
之
即
ち
市
に
併
合
の
決
意
姦
し
吉
最
初
富
｡

昭
警
年
に
苛
高
岡
市
長
監
三
霊
宝
多
年
諦
警
れ
吉
岡
警
解
決
芸
と
L
村
の
讐
箕
現
方
警
慾
臆
切
な
る
あ
あ
㌔
書
望

竺

篇
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(=)

一
〇
四

を
横
と
し
て
仝
村
有
ら
ゆ
る
嘩
閑
を
通
し
て
民
意
を
叡
L
i
i
る
に
全
村
民
悉
-
之
に
費
L
i
l
る
を
以
て
'
昭
和
三
年
7
月
九
日
市
に
併
合
ケ
具
惜
化
せ
し
め

た
り
｡
(
元
富
山
駿
横
切
村
長
)

奮
仙
墓
市
-
被
併
合
町
村
之
は
行
政
上
に
=
考
隈
劃
は
わ
れ
経
済
関
係
'
交
際
関
係
等
に
姶
ど
7
困
た
る
の
感
あ
り
O
特
に
都
市
計
重
電
域
内
に
入
り
i
1

る
L
l
め
早
暁
併
合
す
べ
き
嘩
蓮
に
際
合
し
た
る
の
時
願
知
事
よ
り
の
勧
説
を
受
け
た
s
l
｡
(
元
宮
城
厳
島
町
長
)

併
合
確
定
の
経
緯

1
.
町
村
民
は
何
を
目
標
と
し
併
各
は
賛
意
を
表
せ
し
か

雷
町
に
大
阪
市
に
隣
接
せ
る
小
町
に
し
て
町
財
と
し
て
別
に
撃
ぐ
.
へ
さ
も
の
な
し
'
伺
立
し
て
町
政
を
括
る
よ
り
-
寧
ろ
大
大
阪
市
民
と
し
て
大
舞
茎
に

括
躍
す
.
(
r
O
を
希
望
し
蓮
に
併
合
に
賛
意
を
表
す
る
に
至
れ
る
な
り
｡
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

大
都
市
と
し
て
の
利
便
を
得
ん
が
氏
め
な
り
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

賠
水
港
の
登
展
に
伴
ひ
道
路
開
整
教
育
上
の
施
設
衛
生
設
備
通
信
輝
閲
の
完
成
地
方
財
政
の
確
立
｡
(
元
静
岡
鮫
こ
こ
保
村
長
)

前
項
の
理
由
に
依
り
市
に
於
て
ほ
数
十
年
来
の
問
題
を
7
拳
に
解
放
せ
む
-
す
る
希
望
あ
り
し
悠
め
村
の
捷
出
し
た
ろ
保
件
は
恰
L
と
之
を
容
れ
L
i
p
｡

村
の
市
に
併
合
ぜ
L
目
顔
は
都
市
計
豊
の
箕
施
に
し
て
衣
は
西
高
岡
騨
新
設
の
実
現
に
あ
り
r
O
.
監
督
官
磨
た
る
願
も
多
年
の
懸
案
を
解
決
ぜ
む
が
箆
め

市
村
双
方
の
間
に
立
ち
併
合
の
貿
現
に
努
力
し
た
り
O
(
元
宮
山
願
横
田
村
長
)

7
部
町
民
は
仙
亮
市
と
云
ふ
肩
書
を
要
望
せ
り
｡

1
部
町
民
は
減
税
を
箆
想
せ
り
｡

7
部
の
少
数
町
民
は
束
北
の
大
都
市
と
し
て
の
仙
姦
市
を
完
成
せ
ん
に
は
雷
魚
併
合
す
べ
き
も
の
と
力
説
せ
り
0
(
元
宮
城
厳
島
町
長
)

2
.
町
村
民
は
常
時
何
を
不
服
と
L
併
合
は
反
封
せ
し
か

な
し
O
(
元
大
阪
府
安
ま
町
長
)

1
村
の
み
反
封
L
i
l
s
a
.
其
の
理
由
は
匿
莞
た
る
農
村
に
し
て
殊
に
住
民
は
i
都
督
の
風
習
に
慣
れ
ざ
る
が
故
時
横
倍
卑
し
と
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

な
さ
も
の
⊥
如
し
｡
(
元
愛
知
麻
東
山
村
長
)

⊥　　　　　十

.

.

;

-

H

T

.

　

　

Y

江
尻
町
1
部
は
市
名
に
裁
て
反
封
せ
り
｡
(
元
静
岡
巌
三
保
村
長
)

商
工
地
i
l
る
仙
喜
市
と
準
農
村
L
L
る
町
村
と
は
利
害
相
7
致
せ
す
｡

市
役
所
は
北
端
に
備
束
す
る
た
め
不
快
な
り
｡

併
合
後
特
殊
政
ひ
を
受
-
る
に
非
ざ
る
か
'
菰
茶
市
場
(
長
町
に
は
東
北
1
と
稀
す
る
蘇
菜
市
場
あ
り
)
を
中
央
部
に
移
樽
ぜ
ら
る
⊥
に
非
ざ
る
か
,
日

を
迫
っ
て
蓉
肢
し
っ
1
あ
る
の
に
'
永
さ
歴
史
を
棄
て
ゝ
他
に
併
合
ぜ
ら
る
ゝ
要
な
し
｡
(
元
宮
城
願
長
町
長
)

3
.
町
村
骨
の
意
幣
は
何
れ
は
在
･
C
,
し
や

町
骨
議
員
は
撃
っ
て
併
合
に
賛
意
を
表
せ
p
O
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

等
L
-
併
合
を
希
望
し
居
れ
り
｡
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

各
町
村
耗
7
的
偉
件
と
し
て
ほ
各
町
村
1
致
せ
る
も
の
ゝ
如
し
｡
(
元
大
阪
僻
事
連
村
長
)

町
村
共
併
合
の
上
市
制
施
行
を
希
望
せ
り
.
(
元
静
岡
巌
三
保
村
長
)

町
骨
の
意
樽
は
大
隠
併
合
に
賛
成
'
但
し
商
工
地
道
出
議
員
の
多
-
ほ
急
逝
農
業
地
選
出
議
員
は
漸
進
託
を
主
菜
ぜ
リ
0
(
元
宮
城
勝
島
町
長
)

4
.
町
村
理
事
者
の
意
幣
は
何
れ
は
在
-
L
や

町
骨
議
長
は
奉
っ
て
併
合
に
賛
意
を
表
せ
り
｡
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

等
し
く
供
合
を
希
望
し
居
れ
F
l
｡
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
〕

町
村
現
尊
者
の
意
饗
に
併
合
に
あ
り
L
も
の
ゝ
如
し
0
(
元
愛
知
展
観
山
村
長
)

町
村
共
併
合
の
上
市
制
施
行
を
希
望
せ
り
｡
(
元
静
岡
麻
三
保
村
長
)

町
村
用
事
者
の
意
幣
は
併
合
に
あ
り
.
(
元
宮
城
願
長
町
長
)

5
.
市
民
'
市
骨
'
市
理
事
者
の
意
幣
は
何
れ
は
在
･
D
L
や

大
阪
市
を
袋
の
中
に
入
れ
周
園
部
に
区
々
㍗
る
小
行
政
区
あ
り
'
広
め
に
上
下
水
道
の
設
備
'
交
通
網
の
整
理
､
防
疫
専
其
他
諸
般
の
施
設
上
よ
り
見
て
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轟

一
〇
六

彼
鵠
共
に
不
利
不
便
多
き
事
を
自
覚
し
'
之
を
併
合
し
て
同
一
行
政
院
と
L
大
阪
を
建
設
す
る
の
利
益
を
計
E
l
市
民
の
癌
利
を
噂
遊
せ
し
め
ん
が
i
i
め
の
目

的
に
外
な
ら
モ
併
合
ぜ
し
四
十
凹
歯
町
村
の
内
只
1
村
は
反
封
ぜ
し
も
感
情
問
題
に
し
て
何
等
合
現
的
理
由
七
か
り
L
盛
め
速
に
添
認
写
り
る
ゝ
に
苧
り

す
し
て
終
り
た
り
.
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
∪

町
合
議
且
は
撃
っ
て
併
合
に
賛
意
を
表
せ
り
｡
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
〕

等
し
く
併
合
を
希
望
し
居
れ
り
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

不
明
｡
(
元
愛
知
藤
東
山
村
長
)

町
村
共
併
合
の
上
市
制
施
行
を
希
望
せ
り
｡
(
元
静
岡
麻
三
保
村
長
)

市
民
及
市
理
事
者
の
意
鞘
も
亦
併
合
に
あ
り
t
'
(
元
宮
城
廓
長
町
長
)

6
.
監
督
官
鹿
又
は
上
級
行
政
魔
の
意
簡
放
各
種
憤
件
等
裁
量
の
要
旨

其
意
鱒
は
5
と
同
T
に
し
て
憶
件
の
裁
量
に
付
て
も
合
法
的
の
も
の
に
封
し
て
相
雷
速
力
y
･
b
れ
た
り
0
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

編
入
町
村
の
各
種
俵
件
粒
に
希
望
事
項
は
大
曙
認
容
せ
り
｡
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

遠
雷
と
認
め
ら
れ
L
L
p
｡
(
元
番
岡
麟
三
保
村
長
)

殊
は
大
に
併
合
の
勧
誘
に
力
め
'
屡
々
被
合
併
町
村
長
を
招
致
し
或
は
併
合
委
員
骨
を
開
き
そ
の
茸
現
の
促
進
に
努
め
被
合
併
町
村
の
希
望
僕
件
等
は
始

ど
全
部
を
容
認
し
て
こ
れ
が
達
成
に
助
力
ぜ
㌔
〔
市
に
於
て
は
強
健
件
)
〔
元
宮
城
県
晶
町
長
)

(
≡
)
　
併
合
傾
件
其
他
の
綱
要

L
　
重
な
る
併
合
傾
件
は
如
何
な
る
瓢
は
在
-
し
や

7
.
新
編
入
直
域
を
以
て
五
匹
を
編
制
す
る
こ
と

二
'
市
骨
議
員
の
定
数
は
九
十
二
名
と
し
内
新
市
域
に
二
十
六
名
を
配
嘗
す
る
=
と
.
借
新
市
域
各
区
の
配
常
は
大
正
十
二
年
末
の
人
口
を
壊
準
と
す
る

こ

L

J

O

三
㌧
畢
制
の
緒
T
は
是
非
共
此
の
際
断
行
す
る
こ
と
寓
7
曲
の
際
直
に
貸
行
不
可
能
な
り
と
し
行
政
同
を
以
て
l
畢
匠
と
残
す
易
合
に
は
学
制
の
境
7
実
現
~

に
至
る
迄
新
市
に
屈
す
る
撃
校
設
備
費
に
市
の
1
般
髄
蹄
よ
り
文
辞
す
る
二
㌔
若
し
此
の
両
親
容
れ
ら
れ
ざ
る
に
於
て
は
軒
鶴
7
町
村
の
区
域
を
以
て

一
撃
b
j
l
を
設
-
る
=
と
.

四
'
町
費
を
以
て
補
助
し
来
れ
る
各
種
公
益
困
硯
の
離
拝
の
達
を
講
す
る
‥
-
.
即
ち
市
は
年
々
之
に
市
費
を
以
て
栢
助
を
残
す
=
と
.

五
'
町
吏
員
及
町
の
使
用
人
(
給
仕
'
使
丁
'
職
工
'
人
夫
等
)
は
本
人
の
志
望
に
依
り
市
に
引
憶
ぎ
採
用
す
る
は
勿
論
従
束
町
に
於
け
r
O
待
遇
を
な
す
こ

-
'
絶
っ
て
左
記
各
項
を
断
行
す
る
=
と
0

m
　
市
吏
員
退
隠
料
燥
例
'
遣
族
扶
助
料
偉
例
は
之
を
改
正
し
て
給
輿
額
の
増
加
を
残
す
=
と
O

拘
　
市
史
貝
退
職
並
に
死
亡
給
輿
金
は
市
制
の
定
む
る
伊
に
基
き
之
を
陳
例
と
賭
し
同
時
に
拾
輿
餌
を
増
加
す
る
こ
-
.

聞
　
破
局
入
町
村
に
勘
繰
叉
は
在
職
年
月
敦
托
市
吏
員
の
勤
緯
叉
は
在
職
年
数
に
通
算
す
る
=
と
0

叶
　
定
員
裁
程
を
改
め
羊
託
甜
'
雇
(
臨
時
雇
を
除
-
)
を
有
給
吏
員
と
す
る
こ
と
0

弼
　
町
に
於
て
己
に
輿
へ
i
1
ろ
過
陰
料
及
遺
族
扶
助
料
は
其
金
祝
に
封
L
負
靖
の
義
務
を
市
に
於
て
挺
承
す
る
こ
と
｡

澗
　
家
屋
税
既
訳
に
関
す
る
地
位
等
級
は
最
末
等
に
編
入
す
る
は
勿
論
土
地
の
貸
借
に
依
り
'
夏
に
等
外
の
制
を
設
け
負
括
の
衡
平
を
期
す
る
こ
-
｡

∽
　
編
入
に
図
す
る
告
示
後
市
曾
議
員
改
選
に
至
る
迄
の
問
に
於
て
新
市
域
に
関
係
あ
る
重
要
事
件
を
市
骨
に
附
議
せ
ん
と
す
る
と
J
F
J
は
委
棄
前
関
係
町

村
長
(
町
村
長
駿
職
後
に
於
て
-
同
一
人
)
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
0

囲
　
執
l
E
未
済
の
事
業
に
し
て
財
源
的
確
な
る
も
の
は
市
に
於
て
櫨
瞭
執
行
し
設
計
'
計
量
等
襲
史
の
場
合
は
.
関
係
町
村
長
(
町
村
長
横
磯
後
に
於
て
･
J

阿
7
人
)
の
意
見
を
抱
す
る
こ
と
O
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

7
.
市
電
乗
人
の
こ
と

ニ
'
敢
昏
事
業
出
に
土
木
事
業
の
完
備
.
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
U

T
r
市
骨
議
員
配
置
は
新
区
奮
固
と
に
諭
t
･
.
-
市
制
の
原
則
に
基
与
人
口
を
壊
準
と
す
る
‥
と
O

二
'
畢
制
続
一
は
是
非
此
際
断
行
す
ろ
=
と
｡
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一
〇
八

三
.
町
村
費
を
以
て
'
椛
助
し
来
れ
る
各
種
公
益
固
隠
甜
助
を
隠
し
維
持
の
畠
を
講
す
る
=
-
O

四
'
柄
入
町
村
貰
員
始
め
給
仕
使
丁
人
夫
啓
は
市
へ
引
担
ぎ
採
用
し
啓
に
下
ら
ざ
る
待
遇
を
箆
す
こ
と
〇

五
'
編
入
町
村
に
勘
短
L
i
l
p
o
年
月
は
市
有
員
数
蹄
年
月
敬
に
通
簸
す
る
‥
と
0

大
'
町
村
に
於
て
既
に
輿
へ
あ
る
恩
給
出
に
退
障
科
及
遺
族
扶
助
料
は
般
揖
支
給
す
る
こ
と
〇

七
'
家
屋
絶
賦
課
等
親
は
最
末
年
に
嗣
八
倍
土
地
の
箕
状
に
依
り
等
外
制
を
設
け
負
櫓
の
衡
平
を
期
す
る
こ
と
〇

八
'
義
務
教
育
の
施
設
を
完
備
し
こ
却
教
育
の
如
き
は
経
封
に
之
を
避
け
ら
れ
㍗
L
O

九
'
現
在
の
町
村
道
好
悪
-
市
道
に
認
定
共
修
坪
を
完
全
に
し
団
府
道
の
開
整
舗
装
工
事
等
既
に
府
に
於
て
樹
立
せ
る
も
の
は
裾
野
繰
延
を
な
さ
･
.
.
ら
:

〇

と

十
'
新
柄
入
地
域
に
封
L
市
電
の
延
長
を
速
に
す
る
こ
と
及
市
昏
電
燈
電
力
を
蹟
東
供
給
す
る
･
.
と
｡

十
7
'
上
水
道
及
下
水
道
施
設
の
急
を
要
す
る
･
も
の
捗
な
か
ら
す
速
に
箕
状
を
調
査
し
鷹
急
の
鹿
定
を
探
る
こ
と
.

十
二
'
町
村
吏
員
に
し
て
五
箇
年
以
上
勤
続
者
は
重
大
な
る
過
失
な
き
限
り
退
隠
料
支
給
年
限
に
達
す
る
蓮
根
首
ぜ
ざ
る
‥
-
.
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

二
転
政
固
割
の
敷
瓦
匠
と
し
て
は
地
域
爵
大
な
る
も
安
逸
不
便
な
る
院
に
は
相
雷
の
出
張
所
を
設
-
る
事
.

二
'
市
骨
議
員
数
は
菅
市
に
対
し
新
輸
入
国
の
人
口
将
加
に
依
る
骨
員
を
語
や
逐
年
考
等
を
保
つ
.
(
き
=
-
.

三
､
町
村
吏
員
は
之
を
市
に
引
地
ぎ
其
既
得
樺
は
尊
重
す
る
‥
と
〇

四
'
町
村
費
を
以
て
補
助
し
爽
L
l
れ
る
各
種
公
益
固
健
一
り
維
持
の
達
を
講
す
る
=
･
と
C
'

五
'
編
入
地
域
は
未
だ
相
常
の
農
業
地
L
る
故
を
以
て
市
腰
骨
を
設
く
る
事
.

其
の
他
潟
路
の
携
東
上
下
水
道
の
完
備
市
電
の
延
長
安
逸
の
整
備
拳
固
の
耗
1
負
樵
の
均
等
各
町
村
各
個
に
催
件
も
有
り
し
も
考
慮
了
と
の
合
意
俸
件
と

慮
る
O
町
村
有
財
産
及
負
債
は
仝
都
市
に
引
栂
ぎ
倍
町
村
既
定
計
翌
事
業
及
未
完
成
事
業
に
市
に
於
て
成
し
速
ぐ
べ
そ
,
～
讐
(
元
大
阪
府
革
連
村
長
)

棟
件
な
L
o
(
元
静
岡
騒
三
保
村
長
)

都
市
計
富
幹
線
道
路
は
願
に
於
て
作
製
さ
れ
L
l
る
計
署
線
路
を
貿
現
せ
し
む
る
に
在
R
.
(
之
は
市
長
と
別
的
す
)
叉
西
高
岡
塀
の
新
設
は
古
土
芯
ふ
六
七

る
翰
廓
の
力
を
以
て
努
力
す
れ
ば
其
の
箕
現
を
早
急
な
ら
し
む
る
便
あ
り
と
認
め
L
に
依
る
.
(
元
富
山
巌
横
田
村
長
U

l
t
電
車
の
開
通
す
る
よ
で
市
役
所
の
出
来
所
を
元
町
村
役
場
に
置
く
こ
と
｡

二
'
電
車
'
上
水
道
'
下
水
道
の
開
通
を
促
逝
す
る
=
と
｡

三
'
併
合
に
･
･
苗
て
増
員
す
r
b
市
骨
議
員
(
三
十
五
名
が
四
十
名
と
な
る
)
は
被
併
合
町
村
区
域
に
於
て
選
挙
す
る
こ
と
〇

四
'
債
分
小
蓉
校
の
授
菜
料
を
噂
萌
せ
ざ
る
=
と
及
農
業
補
習
学
校
を
存
置
す
る
=
と
O

五
'
町
村
役
場
吏
員
を
全
部
市
吏
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
｡

六
'
長
町
に
あ
る
青
物
市
場
は
永
く
其
の
場
所
に
あ
ら
し
め
市
は
之
が
進
展
を
助
成
す
る
こ
と
｡
(
元
宮
城
廃
品
町
長
)

2
.
従
た
る
併
合
傾
件
は
如
何
な
る
も
の
な
-
千

1
.
区
役
所
療
合
の
完
備
は
題
に
之
を
軒
行
ぜ
ら
る
べ
-
其
位
鐙
は
鷺
洲
町
に
定
め
ら
れ
i
i
L
t
此
場
合
に
於
て
は
市
の
都
合
に
ょ
り
設
備
費
の
幾
部
を
苫

町
よ
り
寄
附
で
ろ
も
可
な
り
｡

二
'
義
務
教
育
の
施
設
を
完
備
し
こ
部
教
授
制
の
如
き
は
絶
対
に
之
を
避
け
ら
れ
た
し
.

三
'
現
在
の
町
村
道
は
悉
く
市
道
に
認
定
L
t
其
倦
理
の
完
全
を
期
す
る
は
勿
論
姐
併
願
道
の
閲
覧
'
舗
装
工
事
等
既
に
席
が
計
豊
を
樹
立
せ
る
も
の
は
絶

対
に
繰
延
を
浅
さ
･
^
る
様
せ
ら
れ
i
i
L
O
.

四
'
新
編
八
区
域
に
暫
し
市
電
の
開
通
を
速
か
な
ら
し
め
る
●
(
r
4
,
は
勿
論
7
時
鷹
急
の
措
置
と
し
て
臨
設
骨
社
規
に
対
し
市
電
乗
車
券
共
通
の
速
を
講
ぜ
ら

れ
L
i
L
｡
倍
阪
神
北
大
阪
線
は
編
入
後
速
に
市
に
月
収
せ
ら
れ
i
i
古
事
.

五
'
滑
防
暑
の
設
備
を
速
に
完
成
せ
ら
れ
た
L
o
倍
共
闘
現
在
の
旧
防
施
設
を
襲
用
櫛
頚
を
以
て
魔
耕
せ
ら
れ
た
し
｡

六
､
上
下
水
道
施
設
の
急
を
要
す
る
も
の
抄
か
ら
ず
速
に
其
箕
状
を
査
察
し
着
手
せ
ら
れ
た
L
O

七
'
編
入
地
域
の
用
意
水
路
､
樋
管
'
橋
果
'
其
他
土
木
に
関
す
る
]
切
の
事
項
は
市
費
を
以
て
虚
置
し
其
取
扱
に
付
て
は
鴛
曙
を
替
玉
す
る
二
と
O

八
'
市
昏
電
燈
及
電
力
事
業
の
償
域
を
新
編
入
地
域
全
般
に
横
取
練
T
L
市
民
平
等
の
箕
を
拳
け
ら
れ
た
し
｡

九
'
町
村
組
合
の
経
哲
に
係
る
博
染
病
院
は
市
に
招
来
市
立
桃
山
病
院
の
分
院
と
し
て
挺
管
の
:
と
っ
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二
〇

十
､
農
業
地
域
床
机
な
る
も
の
あ
り
'
抗
八
と
同
時
に
市
鹿
骨
を
設
け
且
つ
通
常
の
地
区
に
分
骨
を
も
設
置
し
て
農
業
政
策
を
逝
め
ら
乙
べ
し
｡

十
T
P
町
村
委
員
に
し
て
被
編
入
町
村
に
五
年
以
上
勤
緯
者
は
重
大
な
る
過
失
な
き
限
り
退
宿
料
支
給
年
限
に
達
す
る
迄
本
人
の
希
望
に
伐
る
の
外
港
礁
せ

し
め
ざ
る
こ
と
倍
八
年
以
上
勤
続
の
者
に
封
し
て
は
本
人
の
志
望
に
飴
ひ
休
職
の
制
に
伐
り
退
隠
料
支
給
の
蓮
を
講
ぜ
ら
れ
i
i
L
O

十
二
､
常
町
上
水
道
設
備
と
之
に
封
す
る
負
債
現
在
額
と
約
十
二
歳
五
千
園
の
差
異
あ
る
を
以
て
町
は
本
金
額
を
教
育
費
に
関
す
る
負
債
償
還
財
源
に
充
常

す
る
i
i
め
大
阪
市
よ
･
;
誹
償
せ
ら
れ
i
l
与
-
)
-
｡

十
三
-
.
新
設
国
の
区
名
政
に
固
域
を
決
定
す
る
以
前
嘗
町
の
意
見
を
諮
問
し
之
を
尊
重
す
る
こ
と
.

十
四
､
編
入
後
鷺
洲
町
に
土
木
'
産
業
'
衛
生
'
学
事
等
事
務
取
扱
の
淀
め
便
宜
遠
雷
に
人
員
を
配
置
し
､
香
員
及
常
務
委
員
を
置
か
れ
L
L
.

十
五
'
常
町
昏
公
設
市
場
を
現
在
の
場
所
に
存
置
し
群
皆
と
し
て
髄
乗
せ
ら
れ
た
与
…
と
｡

以
上
の
外
市
財
政
の
許
す
限
り
諸
般
の
施
設
を
蓮
行
し
速
か
に
苦
節
と
同
等
の
程
度
に
到
達
せ
し
め
ら
れ
た
し
.

〔
参
　
考
〕

編
入
棟
件
の
内
1
二
は
撃
制
統
一
の
底
め
全
市
1
撃
b
j
l
と
な
り
五
の
内
(
こ
の
改
正
な
さ
も
の
と
(
四
)
は
町
村
時
代
の
分
は
認
め
'
編
入
後
は
認
め
ざ
る
の

外
全
部
貿
申
し
i
i
る
も
の
叉
は
箕
行
し
っ
1
あ
る
現
状
な
り
叉
裾
た
る
希
望
使
件
の
内
田
'
八
'
十
二
'
十
四
'
の
み
不
履
行
な
る
も
他
の
各
頚
に
全
部
宜

行
せ
り
.
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

主
た
る
希
望
健
件
に
於
て
略
蓋
し
あ
る
故
格
別
の
要
望
な
か
り
き
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

1
､
家
屋
稔
の
等
級
に
昭
和
三
年
度
以
後
十
ケ
年
間
高
岡
市
の
最
低
等
級
率
(
現
行
十
五
等
)
を
横
田
材
全
村
に
捗
り
適
用
し
若
し
右
期
間
内
に
於
て
等
級

に
噂
滅
襲
吏
あ
る
場
合
と
鮮
J
市
の
最
任
等
統
率
に
操
る
=
と
'
但
し
工
場
地
は
別
に
之
を
協
定
T
o

二
､
国
税
及
好
投
に
附
加
す
る
市
税
の
各
課
率
は
昭
聖
二
年
度
よ
り
向
ふ
十
ケ
年
間
圃
税
に
封
し
て
は
法
定
の
制
限
率
を
牒
栓
昏
菓
栓
'
同
報
種
税
(
自
特

車
､
人
力
車
'
荷
車
'
自
動
車
'
荷
鋳
､
牛
馬
車
の
各
稔
を
除
-
)
に
封
し
て
は
本
税
1
国
に
付
各
十
鏑
を
超
過
せ
ざ
る
こ
と
.

≡
,
市
雷
の
墓
誌
品
完
行
課
卒
(
紬
話
手
五
朗
)
晶
過
せ
L
-
る
･
.
-
O

四
､
横
田
村
有
給
吏
員
に
市
に
合
併
前
日
蓮
の
待
遇
に
依
且
昂
同
市
之
を
任
用
L
t
横
田
村
に
於
け
る
勤
穎
年
月
数
(
中
断
あ
る
も
の
は
通
算
の
こ
と
)
を

通
算
L
U
高
岡
市
と
同
1
の
待
遇
を
輿
ふ
る
こ
と
.

五
､
構
田
村
支
所
に
属
す
る
各
国
の
街
匠
は
其
の
伍
市
の
負
接
と
す
る
こ
と
O

六
'
町
名
の
改
満
は
各
区
の
意
見
を
採
用
す
る
‥
と
O

七
･
構
田
村
塵
芥
の
取
集
め
は
高
岡
市
と
国
境
に
取
扱
ふ
こ
と
'
但
し
括
田
村
汚
物
掃
除
夫
に
引
頼
主
同
同
市
に
於
て
之
を
使
用
す
る
こ
と
O

八
'
在
郷
軍
人
分
骨
､
青
年
国
'
好
女
骨
は
市
と
国
1
の
待
遇
を
な
す
こ
と
.

九
,
滑
防
組
は
横
田
村
の
第
7
#
･
撃
壷
の
組
織
を
其
の
俵
市
に
於
て
引
受
け
第
壷
に
｢
ガ
ヅ
P
y
｣
榔
筒
萱
蔓
を
隣
人
設
備
す
る
､
言
'
但
し
滑
防

器
具
の
置
島
は
現
在
の
個
所
を
成
る
可
く
廼
吏
ぜ
ざ
る
=
と
何
滑
防
組
員
の
待
遇
に
関
し
て
は
市
に
於
て
相
常
の
考
慮
を
ゆ
ふ
=
-
.

1
0
､
合
併
区
域
内
に
於
け
る
排
水
下
水
は
速
か
に
普
及
完
備
を
期
す
る
こ
と
.

〓
'
内
免
用
水
の
耕
水
設
備
を
完
全
に
施
設
す
る
こ
と
O

l
二
､
砲
手
輪
'
木
津
棒
の
架
帝
を
促
進
す
る
=
と
.

二
二
･
市
は
西
高
岡
躍
新
設
に
闘
し
最
善
の
努
力
を
以
て
法
成
を
期
す
る
こ
と
･
但
し
敷
地
面
撃
亭
坪
を
超
過
す
る
場
合
は
其
の
超
過
面
積
は
市
.
1
於
て

岩
牧
提
供
す
る
こ
と
｡

盲
･
西
高
岡
騨
新
設
亨
b
れ
た
る
碁
合
は
河
野
よ
り
団
法
線
(
整
骨
人
前
)
に
至
る
-
の
及
同
騨
よ
甘
国
道
由
を
横
断
(
宮
脇
完
表
)
L
西
棟
村
北
島

早
川
問
に
達
す
る
道
路
(
晦
二
間
)
を
設
-
る
二
と
.

7
五
､
道
路
に
関
す
る
も
の
｡

イ
･
百
姓
町
津
田
市
三
郎
横
よ
り
同
町
六
丁
目
能
登
駒
次
郎
前
麻
道
に
達
す
る
間
を
隔
二
間
に
括
釆
す
る
こ
と
O

ロ
,
横
田
今
町
樋
口
由
次
郎
の
納
屋
及
甜
谷
駒
告
を
坂
政
か
し
め
'
梼
田
村
公
昏
堂
南
側
道
路
に
連
す
る
E
]
南
道
路
を
新
設
す
る
こ
と
0

♪
･
市
道
揖
田
町
宮
の
腰
よ
り
｢
プ
P
y
エ
工
場
西
側
を
経
て
地
子
稀
に
至
る
偏
二
間
道
路
を
設
-
る
･
'
と
0

二
,
金
屋
町
今
井
粂
太
郎
'
藤
E
璽
二
郎
の
二
戸
を
立
退
か
L
埼
新
に
隔
九
尺
道
路
を
新
設
す
る
:
と
O

水
,
南
町
£
豊
岡
岡
､
戸
出
間
藤
道
に
達
す
る
排
水
線
西
側
に
胎
ふ
道
路
を
二
間
編
に
携
敢
す
る
こ
と
0

第
1
篇
　
都
市
郊
外
地
紋
制
参
考
糞
料

.
L
.
J
 
1



h

h iT

へ
'
放
鰻
町
大
島
角
よ
り
伏
脇
ラ
ム
ネ
饗
造
所
前
を
経
て
千
保
川
に
達
す
r
o
道
路
を
幅
二
間
に
擁
敢
す
る
こ
と
.

F
･
'
千
保
丸
こ
友
躍
工
場
前
よ
り
千
保
川
を
梼
切
り
て
(
元
1
問
)
幅
三
間
道
路
と
し
内
苑
紳
敵
の
後
に
至
る
道
路
を
撰
鼓
し
橋
を
設
-
a
:
と
.

千
.
地
子
町
裏
運
動
場
L
･
6
リ
千
保
川
を
横
断
し
西
田
屋
に
至
る
問
(
元
一
間
)
を
幅
三
間
に
携
蛍
し
て
棒
を
設
く
る
=
-
O

p
t
南
町
よ
り
国
道
綾
羽
蹟
宮
田
外
次
郎
前
に
達
す
る
退
路
に
新
設
す
る
=
と
.

ヌ
'
粂
町
打
綿
骨
敵
前
エ
リ
堺
五
郎
平
前
に
達
す
る
都
市
弗
道
路
を
幅
二
間
に
摸
索
す
る
こ
-
｡

7
六
'
市
の
塵
芥
焼
却
場
に
他
に
移
韓
す
る
=
と
O

l
七
'
市
の
火
葬
場
は
他
に
移
特
方
考
慮
了
る
‥
と
O

l
<
･
開
脚
両
村
に
層
-
約
枚
品
質
昌
用
讐
販
荒
用
組
合
を
し
て
取
雷
し
む
る
･
,
-
0

7
九
'
鹿
骨
技
術
員
1
名
を
構
田
産
業
組
合
に
駐
老
ぜ
L
む
r
o
様
考
慮
す
る
‥
と
O
(
元
富
山
牌
横
田
村
長
)

被
併
合
町
村
の
基
本
財
産
は
任
意
に
之
を
虞
分
L
現
金
と
し
て
市
に
引
地
ぐ
も
の
に
は
膝
件
を
附
す
ろ
こ
と
.
(
長
町
の
主
な
る
-
の
は
小
畢
校
講
堂
の
建

設
'
堰
埠
の
建
造
)
に
あ
･
T
｡
(
元
宮
城
麟
長
町
晶
)

3
.
其
他
の
合
意
'
契
約
等
に
付
て
ほ
重
鮎
な
し
.
(
元
大
阪
府
安
立
町
長
)

町
村
の
負
債
に
封
す
る
薄
務
継
承
が
重
鮎
な
p
L
O
(
元
大
阪
府
歌
島
村
長
)

四
　
併
合
前
の
町
村
政
大
要

概
し
て
財
政
男
富
に
し
て
7
通
り
の
施
設
を
な
す
に
何
等
の
苦
痛
あ
ら
ざ
p
L
も
上
下
水
道
'
交
通
樺
関
の
達
成
に
付
て
ほ
彼
我
各
財
政
を
異
に
す
る
わ

め
事
毎
に
連
絡
を
放
き
困
難
を
重
ね
つ
ゝ
あ
り
L
は
事
箕
な
り
.
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

編
入
町
村
の
中
大
阪
市
を
固
擁
せ
る
も
の
は
絶
て
町
制
の
も
の
に
し
て
市
と
密
接
に
交
通
な
し
つ
⊥
あ
る
が
故
に
白
銀
の
登
達
を
焦
し
絶
っ
て
財
政
も
給

費
富
な
る
を
以
て
諸
般
の
施
設
は
略
ぽ
萎
び
あ
p
L
も
'
其
外
部
を
護
蔽
す
る
村
落
に
至
て
は
不
純
な
る
農
村
に
し
て
概
ね
財
政
窮
乏
の
状
態
な
り
し
故
に

撃
校
'
衛
生
'
社
食
'
道
路
､
橋
梁
'
上
下
水
道
等
の
施
設
姶
ん
ど
之
れ
な
-
'
甚
だ
困
倍
の
状
態
に
あ
り
且
つ
村
政
を
行
ふ
上
に
も
倍
賞
瞳
頼
種
々
弊
害

あ
り
で
人
智
の
向
上
土
地
の
窪
展
の
捧
め
て
遅
々
i
1
p
L
｡
(
元
大
阪
府
歌
島
村
き

村
長
'
助
投
'
収
入
役
各
一
名
'
書
記
五
名
に
て
町
村
制
に
依
り
絶
て
を
虎
理
せ
り
｡
特
に
記
載
す
べ
与
壷
な
し
.
(
元
愛
知
煉
東
山
村
長
)

平
野
榔
町
に
隣
れ
る
耗
農
村
に
し
て
生
産
物
に
主
と
し
て
平
野
郷
町
に
造
り
'
日
用
品
に
亦
此
¢
地
･
･
J
p
供
給
せ
ら
れ
居
り
此
の
地
と
は
昔
日
よ
り
絶
て

の
関
係
最
も
密
接
に
し
て
大
阪
市
と
の
飼
係
は
稗
間
接
的
な
り
し
も
最
近
平
野
郷
町
南
端
に
南
海
電
車
の
終
鮎
現
出
し
鋸
域
内
に
無
線
電
信
局
の
設
置
ぜ
ら

る
ゝ
に
笛
甲
南
工
大
都
市
の
中
心
i
i
る
大
阪
市
と
の
関
係
日
々
濃
厚
と
な
り
編
入
の
横
道
を
助
成
せ
り
｡

戸
数
'
四
官
二
十
.
人
口
t
 
T
一
千
鋲
.
年
度
預
算
'
重
商
五
千
国
鉄
｡

昔
日
上
り
大
な
る
発
展
な
-
純
農
村
-
し
て
存
立
せ
り
.
(
元
大
阪
府
香
連
村
長
)

併
合
確
定
の
経
緯
の
7
と
同
断
な
り
0
(
元
静
岡
願
三
保
村
長
)

併
合
前
の
横
田
村
は
明
治
二
十
二
年
四
月
其
の
7
部
を
高
岡
市
に
現
別
掲
入
ぜ
L
授
飴
の
耗
農
村
戸
数
武
官
五
拾
飴
戸
(
五
部
落
)
を
区
域
-
し
て
編
制

し
一
方
西
偉
材
⊆
宮
戸
五
部
落
)
と
聯
合
し
て
組
合
役
堤
を
組
織
L
協
力
同
心
自
治
に
的
す
る
諸
般
の
事
糞
を
経
暫
し
自
治
糞
力
の
渦
巻
に
金
力
を
傾
注

せ
り
同
二
十
九
年
五
月
に
至
り
四
偉
材
と
の
組
合
を
解
き
小
畢
校
は
微
前
の
如
く
組
合
の
経
皆
と
な
し
各
役
場
を
掲
立
せ
し
め
た
り
O

曲
る
に
明
治
二
十
九
年
七
月
に
至
り
未
曾
有
の
大
水
炎
に
遭
親
し
北
陸
七
大
川
中
の
言
る
庄
川
堤
防
破
壊
し
全
川
の
水
流
柄
盗
し
て
千
保
川
に
落
込
み

延
長
前
里
飴
に
捗
り
て
田
圃
7
両
川
床
と
な
り
其
の
哲
梓
町
村
に
全
部
損
害
皇
苛
殊
に
本
村
に
其
の
流
末
に
位
せ
る
が
銭
め
全
村
浸
放
し
放
物
の
流
失
ぜ

し
も
の
首
参
拾
飴
粗
跡
地
の
流
璽
ハ
十
飴
町
渉
に
達
し
其
他
の
鼠
苗
を
合
算
せ
け
質
_
二
歩
拾
四
璽
ハ
千
四
官
僚
園
に
及
び
金
村
瞭
ん
ど
破
滅
の
悲
運
に
脆
る

愛
に
於
て
村
長
は
膏
銀
牌
起
以
て
之
が
災
害
後
善
に
精
励
努
力
し
､
同
三
十
一
年
に
至
り
漸
-
埼
防
道
路
橋
薬
等
の
復
啓
改
築
惨
理
皇
冗
成
し
,
爾
来
擢
災

ぜ
し
荒
麿
地
に
忽
ち
開
拓
せ
ら
れ
て
肥
沃
蟹
座
の
排
出
と
化
し
千
保
川
の
沿
岸
に
間
工
業
者
競
っ
て
家
屋
を
連
築
し
,
附
近
の
敵
艦
を
見
る
に
至
れ
り
･
其

の
後
選
年
<
口
の
敵
将
に
件
ひ
五
部
落
を
i
･
区
に
改
正
相
加
L
t
明
治
三
十
四
年
三
月
殿
下
に
卒
兜
し
て
耕
地
丑
球
を
空
起
し
,
大
正
八
年
に
至
り
全
村
悉
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●

1

一

四

.

-
整
理
を
完
成
せ
り
0

明
治
四
十
1
年
四
月
会
柑
区
域
の
産
業
組
合
を
組
織
せ
し
め
昭
和
二
年
に
於
て
西
経
村
の
二
産
菓
組
合
を
併
合
し
亦
之
に
三
昧
武
官
坪
の
農
業
倉
庫
を
建

設
し
て
乾
燥
機
精
米
機
肥
料
粉
砕
機
藁
打
磯
等
を
設
備
し
て
組
合
員
の
利
用
に
便
な
ら
し
む
大
正
七
年
十
1
月
理
想
的
な
る
停
染
病
隔
離
病
合
を
雑
談
し
'

同
十
7
年
十
二
月
滑
防
組
を
組
織
し
て
完
全
な
る
墳
械
を
設
備
せ
り
O
大
正
十
五
年
十
7
月
円
高
剛
を
投
じ
て
.
公
昏
堂
を
怒
設
L
t
昭
和
二
年
九
月
之
を
完

成
せ
り
階
下
は
役
場
を
始
め
産
業
組
合
其
他
有
ら
ゆ
る
公
益
国
盟
の
事
務
所
を
牧
容
L
t
階
上
に
村
民
の
鎖
骨
に
之
を
使
用
せ
し
め
自
治
磯
節
の
陣
容
を
新

に
せ
り
'
亦
昭
和
二
年
度
に
於
て
村
内
各
区
に
捗
り
各
幹
線
道
路
敬
十
本
の
新
設
改
修
を
な
し
て
交
通
の
快
を
拓
き
L
i
り
O

本
村
は
明
治
e
I
十
四
年
十
7
月
三
日
内
番
大
臣
よ
り
優
良
村
と
し
て
金
八
百
図
を
賞
賜
表
彰
せ
ら
れ
L
i
㌔
(
元
富
山
焼
拭
田
村
長
〕

昭
和
二
年
度
長
町
の
決
算
左
の
如
し

歳

　

　

　

入

7
金
拾
五
黄
皇
千
参
百
九
拾
七
闘
犬
拾
七
鐘

歳

　

　

　

出

1
金
七
第
六
千
武
官
拾
固
九
拾
大
鏡

7
金
武
寓
四
千
九
官
大
給
九
図
五
拾
七
歳

計1
金
拾
寓
意
千
首
八
拾
図
五
捨
象
鏡

差
引
損
金
五
蔦
武
官
拾
七
圃
拾
四
歳

経
常
部
精
算
高

塩
時
部
楕
算
高

市
へ
引
地

附
o
長
町
原
町
は
人
口
'
戸
数
'
経
済
其
他
に
於
て
近
似
す
る
も
の
多
-
絶
て
合
併
偉
件
も
姶
ど
共
通
な
り
L
が
南
小
泉
は
無
味
件
合
併
を
箆
せ
り

(
元
宮
城
厳
島
町
長
)

五
　
其
他
併
合
措
置
に
閲
し
今
後
に
於
て
注
意
を
要
す
べ
き
事
項

元
町
村
吏
員
i
i
リ
L
現
市
低
役
所
吏
員
及
小
草
校
職
員
等
-
‡
大
蒜
中
の
盲
と
な
り
i
i
嘉
め
堅
剛
の
如
-
待
遇
其
地
梼
紳
的
に
嘉
よ
れ
ず
'
皆
異
口

同
著
に
昔
を
忍
び
居
る
状
態
な
s
a
.
之
れ
啓
は
市
は
市
長
以
下
骨
有
給
委
員
な
る
関
係
1
人
情
と
し
て
勢
ひ
自
己
本
位
と
な
り
.
音
名
替
職
町
村
長
助
役
に

仕
表
に
親
子
或
は
親
分
子
分
的
の
雪
,
艶
情
に
守
る
髄
は
ざ
る
に
至
-
結
果
に
し
て
此
鮎
誠
に
同
情
に
竺
ざ
る
･
･
p
E
e
そ
官
公
吏
に
し
て
自
己
を
捨

て
1
部
下
を
救
ふ
が
如
与
壷
の
少
な
-
な
｡
ト
世
相
に
指
し
甫
止
む
を
待
ざ
る
も
の
と
し
て
目
を
つ
ぶ
り
耳
を
お
1
-
の
外
な
し
.
助
り
と
碓
･
J
心
に
不
満

と
淋
し
さ
を
感
ず
る
の
飴
｡
吏
員
等
の
市
民
に
封
す
る
魔
境
振
｡
に
温
情
を
放
き
事
務
能
率
も
紀
て
任
下
の
傾
向
あ
る
は
憂
ふ
べ
与
壷
柄
t
･
q
S
h
O

佃
併
合
傑
件
啓
も
普
通
貸
借
随
伴
の
如
-
擢
利
の
設
定
を
な
し
置
-
謀
に
も
参
ら
ず
'
中
に
不
履
行
の
俵
件
あ
り
と
す
る
J
財
政
状
態
詳
言
.
.
･
れ
1
で
そ
れ

迄
.
1
て
要
は
柑
嘗
期
間
の
時
日
を
待
つ
の
外
な
,
J
と
思
料
す
.
(
元
大
阪
府
鷺
洲
町
長
)

町
村
併
合
は
既
に
市
に
同
化
し
若
く
1
1
近
与
轟
束
に
於
て
同
化
し
得
べ
4
,
見
込
あ
る
町
村
に
限
る
可
さ
も
の
に
し
て
理
事
者
が
表
の
虞
発
心
若
-
ほ
郡

域
等
ー
=
拘
泥
し
,
産
業
･
生
活
,
思
想
･
感
情
等
全
銀
背
馳
せ
る
農
村
を
併
合
↑
る
1
ユ
自
他
の
不
利
な
る
の
み
な
ら
ず
国
家
的
高
所
よ
｡
す
る
･
J
慎
重
考
慮

す
可
き
案
件
な
る
を
信
ず
｡
(
元
大
阪
府
依
諦
村
長
)

今
後
･
1
於
け
る
注
意
事
頑
と
し
て
は
編
入
後
十
箇
年
を
期
し
蓄
市
に
大
差
な
J
r
,
程
度
に
到
達
ぜ
し
ゃ
b
れ
た
し
と
の
希
望
俵
件
に
暫
し
任
意
を
要
す
｡
(
元

大
阪
府
歌
島
村
長
)

市
骨
及
市
理
事
者
監
督
官
腰
上
扱
行
政
艦
の
編
入
聖
霊
意
向
の
嘗
初
の
計
葺
に
反
せ
ざ
る
凍
留
意
せ
ら
れ
以
て
新
香
の
隔
て
無
手
市
政
を
施
し
大
都
市

の
建
設
に
向
つ
て
遇
遊
す
べ
き
を
厩
ふ
の
み
o
(
元
大
阪
府
等
連
村
長
)

不
明
o
(
元
愛
知
願
東
山
村
長
)

自
己
町
村
民
に
併
合
の
利
害
を
徹
底
ぜ
し
む
る
こ
と
肝
要
な
り
故
に
其
方
法
と
し
て
は
相
常
数
の
許
究
員
を
選
馨
し
利
等
得
失
を
調
査
し
て
其
結
果
を
周

知
せ
し
め
併
合
後
に
至
り
遺
憾
な
き
を
期
せ
し
め
i
i
L
o
(
元
静
岡
撃
1
1
保
村
長
)

各
種
燥
件
の
主
要
事
項
に
し
て
校
も
す
れ
ば
市
が
事
毎
に
之
を
回
避
す
る
傾
き
な
さ
に
あ
ら
ざ
る
や
を
疑
ほ
し
む
｡
(
元
富
山
妹
横
田
村
長
)
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一
二
ハ

参

　

　

考

　

　

附

　

　

録

大
阪
府
東
成
郡
俵
屋
村
の
併
合
反
封
｢
理
由
｣

7
　
本
村
は
行
政
地
区
上
東
成
郡
に
屈
す
-
雄
地
に
郡
の
束
南
隅
に
偏
来
し
'
南
は
大
和
川
に
枕
し
北
は
同
郡
長
居
村
田
に
同
郡
墨
江
村
に
揺
す
る
･
J
含
耽
近
部
落
間

の
距
離
に
執
れ
も
十
町
飴
を
'
郡
中
相
都
市
化
L
L
l
る
仕
岩
村
へ
は
T
a
:
飴
を
存
す
る
に
反
し
､
申
河
内
郡
矢
内
村
と
は
姶
ん
ど
軒
端
相
連
な
｡
'
産
業
上
の
刺
青

t
l
i
自
瓢
各
町
村
と
は
何
等
の
交
渉
な
-
却
て
隣
郡
と
共
通
の
批
ー
=
あ
る
に
､
畢
克
飽
和
の
挙
り
し
む
る
所
に
し
て
本
村
り
都
市
化
ぜ
ざ
る
一
滴
誇
な
り
,
河
も
本
村

は
開
化
帝
の
皇
孫
伐
羅
氏
を
祖
宗
と
し
て
'
一
千
七
百
年
来
7
系
の
俸
紀
を
奉
じ
惇
朴
撃
賀
来
だ
曾
て
申
b
ざ
る
触
農
村
な
り
.

顧
ふ
に
俵
控
氏
の
酋
邑
は
徳
川
階
敵
中
大
和
川
の
改
修
に
由
り
邑
域
を
三
分
せ
ら
れ
'
範
の
一
角
は
今
の
中
河
内
郡
天
美
村
に
錯
し
南
に
泉
北
耶
五
筒
井
村
に
造

り
残
存
し
て
鳶
邑
を
保
て
る
も
の
即
ち
我
依
在
村
な
り
'
陣
て
明
治
1
-
i
+
二
年
町
村
制
を
施
行
ぜ
ら
る
ゝ
冨
蒜
の
5
.
覇
者
は
地
院
の
分
合
を
舎
J
現
空
ハ
郷
の
外

堀
'
前
期
､
寺
岡
'
の
三
紬
を
本
村
に
併
合
し
丸
林
を
7
村
と
し
た
r
O
も
'
全
然
立
村
の
信
念
を
異
に
し
風
俗
民
情
に
も
多
少
の
打
格
あ
り
し
関
り
'
超
へ
て
同
二

十
六
年
上
記
三
郷
は
再
び
分
離
し
て
1
村
を
成
せ
る
も
の
隣
村
長
居
村
長
な
り
0
蓋
し
分
合
を
濫
り
に
し
て
其
弊
を
尊
め
た
る
も
の
掲
り
本
村
の
み
な
ら
ず
,
中
河

内
郡
三
木
本
村
は
大
正
五
年
申
南
河
内
郡
太
B
:
村
を
併
合
し
村
名
を
大
正
村
と
改
め
し
も
'
村
内
競
1
を
放
き
給
紙
の
拳
ら
ざ
る
こ
と
人
の
周
知
す
る
即
の
如
し
'

東
に
例
を
市
町
村
の
大
併
合
に
見
ん
か
'
大
正
十
年
八
月
貸
地
せ
ら
れ
i
1
る
名
古
屋
市
の
無
謀
な
る
大
膨
脹
は
'
菅
に
農
村
の
自
治
を
破
壊
し
た
る
の
み
な
ら
ず
大

名
古
屋
市
の
市
政
に
常
に
新
嘗
二
派
の
究
め
に
混
乱
L
t
甚
L
与
は
市
倉
議
場
に
血
を
見
る
の
惨
を
供
出
す
る
に
至
れ
り
'
萄
合
流
離
和
事
者
一
朝
の
功
を
急
ぎ
民

庶
永
-
其
飴
寿
を
昔
む
､
是
れ
杓
に
塞
心
す
べ
き
7
事
例
L
i
る
を
信
せ
ん
と
す
o

殿
鑑
欧
に
新
の
如
し
'
放
る
を
今
妄
り
に
本
村
の
如
き
碗
農
相
を
大
阪
市
に
編
入
す
る
は
'
徒
ら
に
其
包
容
の
大
を
誇
る
外
何
等
山
都
市
を
形
成
す
る
共
通
的
素

質
を
有
せ
ざ
る
の
み
か
､
同
1
自
治
鰹
と
し
て
の
生
活
上
'
風
俗
'
産
業
'
教
育
'
衛
生
専
管
其
軌
を
異
に
せ
る
を
以
L
J
之
れ
が
併
合
に
'
恰
も
妄
f
<
に
粉
黛
を

施
き
し
め
白
人
の
群
中
に
舞
踏
を
張
ひ
ん
と
す
ろ
に
等
し
か
る
'
(
-
黒
人
の
迷
惑
想
寮
に
借
ひ
せ
ず
や
'
渡
英
紛
岱
盲
好
愛
す
ろ
黒
人
の
去
就
に
其
自
由
な
り
と

鮮
'
本
村
は
由
来
無
要
の
粉
黛
を
欲
せ
ざ
ろ
紙
藷
な
る
黒
人
な
り
0
我
等
御
民
に
永
′
､
光
条
あ
る
黒
人
i
i
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
｡

r

W

一

1

き

.

.

警
奏
す
る
に
､
本
村
は
還
僅
か
に
妄
讐
芸
に
し
て
芸
璽
ハ
首
五
十
飴
,
人
望
千
7
蒜
に
過
ぎ
ざ
る
J
,
多
年
峯
村
表
諸
般
の
施
空
と
し

て
向
上
芸
る
な
く
徽
爽
地
方
長
官
'
税
務
官
等
よ
り
他
の
模
範
音
と
し
て
推
賞
せ
ら
れ
i
L
る
=
と
数
次
に
し
て
,
貴
行
表
彰
者
に
農
事
受
賞
者
等
の
多
き
は

本
村
の
誇
り
主
雲
を
妨
げ
で
蓋
し
村
民
相
琴
等
肇
貨
を
旨
と
ト
自
転
を
寧
b
と
-
に
因
る
･
今
切
か
村
治
の
梅
山
を
鼓
し
地
理
民
情
共
に
狩
か
に
都
市
化

L
得
べ
き
素
質
を
有
せ
ざ
る
所
以
を
明
か
に
せ
ん
-
す
｡

(
T
U
本
村
自
治
の
機
関
吉
村
長
,
助
役
,
村
禽
議
員
,
各
種
委
員
,
等
は
皆
十
年
以
上
二
十
年
の
芸
者
に
し
て
,
莞
藁
は
衆
望
に
伐
り
曾
て
崇
節
の
行

は
れ
i
I
る
=
と
な
も
靭
酬
ほ
村
長
'
助
役
は
年
甑
五
回
･
議
員
'
委
員
に
摘
七
脚
に
し
て
･
其
拾
輿
金
は
勃
れ
も
全
部
村
費
以
外
の
村
里
蒜
費
に
充
雷

L
t
専
ら
村
費
負
桧
の
軽
減
に
努
め
つ
去
り
'
併
詮
に
名
皆
様
掬
･
･
1
る
箕
を
明
か
に
し
共
存
共
集
の
意
茸
を
徹
底
的
に
窮
行
せ
ん
去
る
の
み
･
是
れ
硯

滑
の
名
み
る
所
以
に
し
て
村
治
の
全
般
尭
づ
此
7
事
に
嶺
足
す
｡

(
二
)
本
村
稔
は
明
治
四
十
三
年
以
降
'
物
情
-
ェ
比
年
目
還
せ
る
に
拘
ら
ず
法
令
又
は
訓
示
に
回
る
教
職
員
,
雀
員
の
給
輿
噂
餌
の
外
略
同
左
苧
品
て
虚
耕

し
'
村
民
の
茸
負
櫓
は
郡
内
稀
に
見
る
低
位
に
あ
り
t
'

(
≡
)
　
同
年
撃
校
数
地
境
張
以
凍
庵
年
村
泊
上
請
多
の
新
建
設
を
な
ぜ
る
も
･
其
財
源
は
連
年
の
剥
飴
金
を
積
立
て
所
要
を
充
L
得
る
に
枚
び
て
始
め
て
著
手

L
t
以
て
起
債
に
依
る
を
避
け
L
i
り
'
故
に
本
村
は
曾
て
村
俵
を
有
L
L
i
る
･
,
-
な
く
年
々
村
有
財
産
を
噂
加
し
っ
ゝ
あ
り
O

(
四
)
　
本
村
は
綾
の
所
謂
｢
無
象
太
平
壕
有
象
盲
村
是
･
･
u
L
t
蒜
を
興
さ
ん
よ
り
は
ェ
三
日
を
除
-
に
努
め
,
専
ら
風
紀
の
改
善
と
産
葉
の
獲
連
-
を
企
固
L
凍

り
し
が
其
成
果
の
柳
か
錬
す
べ
き
に
'
嚢
年
来
騒
動
常
時
本
村
は
急
に
臆
す
+
(
手
付
等
の
施
設
を
J
な
さ
ず
し
て
･
村
内
l
人
の
不
平
の
徒
を
出
て
､
-
な

く
終
始
静
粛
を
保
ち
得
音
'
事
慧
昌
の
示
達
に
従
ひ
村
吏
員
及
畢
校
職
員
に
臨
時
手
首
俸
給
朝
十
分
の
五
を
支
給
せ
ん
と
し
た
る
に
全
員
之
を
辞
退
し

て
受
け
ず
'
蓮
に
互
譲
の
結
果
潮
-
十
分
の
三
を
給
輿
す
る
を
得
た
る
が
如
与
良
以
て
村
風
竺
班
を
例
語
す
る
に
足
る
0

(
五
)
太
村
今
日
迄
の
納
槍
状
態
は
極
て
佳
良
に
し
て
府
槍
替
業
者
は
時
に
納
期
に
茂
る
1
=
と
絶
無
に
あ
ら
ざ
る
も
図
枚
t
ェ
常
に
完
納
せ
ら
れ
府
村
税
も
曾

て
滞
納
鹿
分
着
を
･
E
L
i
1
る
こ
と
な
し
｡

(
六
)
本
村
鬼
童
の
就
撃
空
臼
は
首
に
達
し
'
蒜
十
畢
級
に
対
し
本
件
正
教
員
七
'
尋
常
科
正
教
員
四
に
し
て
,
二
部
教
授
を
髄
L
L
I
る
=
と
は
虹
に
廿
鎗
年

前
な
り
'
其
外
材
円
に
私
空
中
畢
'
7
賛
辞
女
撃
校
を
有
L
t
各
郷
青
年
分
国
骨
場
に
は
教
員
住
宅
を
附
置
し
夜
間
青
年
教
育
に
努
め
つ
⊥
み
る
ー
‡
峯
村

都

市

郊
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一

八

教
育
に
肝
心
せ
る
1
片
影
_
こ
外
な
ら
す
o

(
七
)
　
耽
大
阪
府
下
に
於
て
困
窮
助
成
法
に
擦
り
開
田
事
業
を
施
行
せ
る
も
の
は
中
河
内
郡
玉
州
外
1
村
'
草
髄
郡
釈
板
荘
柑
'
三
島
郡
大
冠
村
の
外
試
供
擢
村

あ
る
の
み
'
新
て
本
事
業
の
悠
吟
蹄
地
整
理
組
合
法
を
併
用
し
て
大
正
十
一
'
十
二
年
度
間
に
於
て
金
八
寓
故
国
を
投
じ
'
虹
に
完
成
せ
る
開
田
五
町
八
反

歩
飴
に
及
び
'
本
年
度
も
金
三
富
飴
脚
を
以
て
其
事
業
を
携
行
L
t
地
方
改
善
事
業
に
於
て
も
亦
本
年
度
預
算
金
五
寓
八
千
故
国
を
穿
し
虹
に
功
程
の
大
中

を
了
せ
り
｡

(
八
)
　
本
村
信
用
壊
買
組
合
は
累
年
其
成
折
頗
る
佳
良
に
し
て
'
大
正
八
年
之
を
創
始
し
て
よ
り
年
六
分
の
配
雷
を
な
し
つ
1
'
前
年
度
末
積
立
金
累
計
は
出
費

軒
の
八
割
に
相
質
し
'
本
年
度
の
菓
於
は
更
に
良
好
の
皮
を
加
へ
つ
･
^
あ
り
'
斯
の
如
き
は
他
に
多
-
和
例
を
見
ざ
る
所
に
し
て
立
法
の
素
焼
を
満
足
ぜ
し

む
る
も
の
･
u
T
亨
か
七
過
言
に
あ
ら
.
ざ
る
べ
し
､
其
低
貯
蓄
組
合
(
据
置
貯
金
叉
は
郵
便
貯
金
)
,
簡
易
保
険
組
合
,
望
見
貯
金
,
奇
骨
他
に
比
類
多
か
ら
ざ
る

程
度
に
資
迂
せ
り
｡

(
九
)
　
他
面
に
於
て
は
本
村
内
公
共
固
塩
の
遊
渉
著
し
-
'
熟
れ
も
大
敵
大
農
維
大
紺
を
中
心
と
し
て
耐
先
崇
和
の
気
高
-
'
凝
て
尊
皇
報
国
の
至
誠
と
成

り
'
自
琵
骨
'
青
年
国
'
教
育
骨
'
軍
人
骨
'
小
峯
校
'
紳
敢
'
偶
数
圏
等
骨
相
雷
の
基
本
財
産
を
有
し
奉
公
の
校
芹
唯
後
れ
ざ
ら
ん
,
,
-
を
庚
る
1
の

み
(
)

〔
十
)
　
東
に
本
村
農
事
の
進
渉
は
今
夏
大
草
筈
の
時
に
際
L
t
四
周
枯
宿
の
差
差
i
1
る
に
反
し
本
村
の
み
其
害
の
癖
め
て
僅
少
な
p
L
は
'
大
正
八
年
中
既
往
十

数
年
来
大
和
川
沿
岸
に
装
置
L
i
i
る
揚
水
磯
に
E
費
を
投
じ
て
電
力
利
用
を
開
始
し
t
る
と
'
井
戸
用
モ
ー
タ
上
l
十
九
茎
､
石
油
堅
固
嘩
三
十
九
藁
'
揚

水
榔
侍
十
丁
個
等
を
備
付
た
る
こ
と
其
一
因
な
る
と
共
に
'
峯
村
萎
夜
の
努
力
渦
に
驚
嘆
す
べ
き
も
の
あ
り
し
に
由
る
'
其
他
共
同
浴
場
の
設
備
､
青
年
国

の
酷
動
員
等
'
敢
骨
的
共
同
宿
利
の
錯
め
に
壷
挿
せ
る
併
撃
て
牧
ふ
.
(
か
ら
す
'
是
れ
本
村
の
特
長
と
云
ふ
を
嘩
b
ず
｡

之
を
要
す
r
o
に
本
村
は
開
化
帝
以
爽
7
系
の
停
練
を
東
け
t
 
T
千
七
官
年
の
関
大
使
果
神
社
を
中
心
-
し
て
車
村
困
給
L
t
専
ら
開
法
を
奉
じ
て
唯
農
を
酌
み
'
部

門
の
外
二
男
飴
に
し
て
惇
朴
の
村
民
自
ら
別
天
地
を
成
せ
る
を
'
今
粋
か
に
行
政
地
区
上
東
成
郡
に
層
せ
り
と
の
故
を
以
て
､
仝
-
立
脚
を
異
に
せ
る
大
阪
市
に
編

入
せ
ら
れ
ん
=
と
に
'
本
村
の
苦
痛
之
よ
り
大
な
る
な
し
O

こ
　
私
か
_
こ
思
ふ
に
凡
そ
市
民
と
し
て
都
市
を
形
成
せ
ん
と
す
る
も
の
は
少
-
も
其
産
業
に
於
て
肝
+
i
日
常
生
活
に
於
て
既
_
こ
都
市
化
L
若
く
は
近
さ
将
来
に
都
市
化

も

r
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-

-

･

･
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L
得
べ
き
も
の
な
ら
ざ
る
ベ
か
ら
す
､
ぬ
る
に
本
村
の
如
き
毒
も
市
民
た
る
素
質
を
有
せ
ざ
る
も
の
有
都
市
的
浮
撃
を
放
題
す
る
も
の
に
し
て
､
暇
に
名
の
み
大
阪

市
民
た
ら
ん
か
自
他
共
に
生
活
上
寸
毒
も
稗
益
す
る
伊
な
-
し
て
謂
れ
な
さ
盛
名
に
囚
ほ
れ
各
招
致
育
上
の
施
設
は
勿
諭
産
桑
'
蘇
生
'
其
他
各
般
の
編
制
は
'
更

に
噂
遊
す
る
こ
と
な
く
し
て
先
づ
現
状
の
美
風
を
取
壊
せ
ち
る
べ
き
は
火
を
見
る
よ
り
柄
ら
か
な
り
'
両
も
大
阪
市
が
新
し
過
て
本
村
を
編
入
せ
ん
か
'
艇
て
畢

区
,
農
骨
､
避
病
舎
､
水
道
､
安
逸
'
就
中
戸
籍
'
納
税
等
'
日
常
最
も
淑
繁
に
し
て
手
綬
上
住
民
の
便
否
に
至
大
の
関
係
を
有
す
る
各
施
設
に
於
て
'
市
は
殴
り

に
過
重
な
る
負
鴇
を
甘
受
す
る
の
覚
悟
を
要
す
べ
き
な
り
'
飴
る
を
大
阪
市
が
其
覚
悟
を
有
せ
ず
し
て
薩
鋲
大
大
阪
の
建
設
を
企
割
す
る
も
の
と
ぜ
げ
'
徒
ら
に
新

嘗
市
民
の
負
指
を
激
槍
す
る
の
み
に
し
て
紛
糾
7
日
も
紹
ゆ
る
の
時
な
か
る
べ
く
'
超
時
代
的
な
る
民
政
者
の
大
変
心
の
民
を
賦
L
た
る
=
と
古
今
其
例
に
乏
し
か

ら
ず
､
蓋
し
町
村
を
都
市
に
編
入
せ
ん
=
と
は
其
生
活
費
菓
'
社
食
組
織
等
の
椅
都
市
化
し
た
る
地
区
を
併
合
し
'
伐
て
共
同
栢
利
の
増
進
を
目
的
と
す
る
場
合
ド

於
て
の
み
之
を
行
ふ
.
(
-
､
終
ら
ず
し
て
何
等
の
同
化
な
く
将
来
に
於
て
も
亦
容
易
に
同
化
L
待
さ
る
こ
と
の
著
明
な
る
町
村
を
編
入
L
t
以
て
相
互
の
銅
板
を
胎

了
は
断
じ
て
本
村
の
輿
み
す
る
龍
は
ざ
る
所
な
り
'
或
云
｢
其
村
を
市
_
=
編
入
L
i
i
る
上
は
市
は
都
市
化
す
べ
与
品
質
施
設
を
な
し
近
さ
滞
衆
に
両
日
を
1
新
ぜ
し

む
べ
し
｣
と
'
其
抱
負
の
大
や
敬
取
す
べ
き
も
新
の
如
き
に
轟
に
本
村
の
同
意
を
表
し
た
る
都
市
計
富
の
完
成
し
た
る
後
何
且
蔑
歳
月
を
鰹
i
i
る
暁
に
待
i
i
ざ
る
べ

か
ら
す
､
謂
ふ
厨
の
都
市
計
豊
す
ら
未
だ
見
る
.
(
与
･
J
の
な
-
し
て
今
X
卒
缶
四
周
町
村
の
7
大
包
珠
を
企
つ
る
に
'
三
治
の
大
本
i
l
る
.
｢
先
づ
同
化
'
し
て
後
ち
包

容
了
｣
と
の
大
義
に
障
り
'
唯
地
図
上
の
職
廓
を
大
に
す
る
の
み
に
し
て
到
底
自
治
の
蓉
箆
に
忠
な
る
も
の
と
は
信
ず
る
髄
に
す
'
所
論
不
遜
に
失
し
恐
慨
に
勝
へ

す
と
錐
'
要
は
上
鼓
桃
源
の
1
村
を
提
げ
自
治
上
の
二
重
人
格
著
わ
る
べ
き
大
阪
市
に
嬉
し
'
徒
ら
に
其
紛
糾
渦
中
に
投
ず
る
は
和
義
共
に
容
さ
.
'
^
る
併
i
i
る
を
確

信
す
,
若
し
有
れ
東
西
繭
成
郡
全
部
の
町
村
が
嗣
人
を
可
と
L
本
村
の
み
授
存
す
べ
く
ん
げ
'
本
村
は
中
河
内
郡
に
編
入
せ
ら
れ
ん
こ
-
を
庶
幾
ふ
｡

三
　
人
或
は
東
西
術
成
耶
全
部
を
大
阪
市
に
輸
入
す
る
=
と
に
依
て
行
政
地
区
の
飼
成
上
最
も
簡
易
至
便
な
り
と
な
す
も
の
あ
ら
ん
も
'
国
家
の
最
小
単
位
i
i
る
一
町

村
は
法
制
上
掲
立
せ
る
1
公
法
人
な
る
を
以
て
'
公
益
上
絶
対
に
避
け
難
さ
聴
種
の
場
合
を
除
-
の
外
､
布
く
も
其
意
に
反
し
て
其
存
立
を
奪
は
る
べ
r
o
も
の
に
あ

ら
ず
'
若
し
放
ら
ず
し
て
政
蔦
勢
力
の
滑
長
者
は
区
々
行
政
上
の
都
合
に
依
り
'
其
生
殺
を
渡
り
に
す
る
が
如
き
奨
態
に
し
て
随
所
に
行
は
る
.
(
-
ん
ば
'
帝
観
の

町
村
自
治
は
其
根
脚
を
失
ひ
何
人
も
自
治
の
箆
め
に
献
身
す
る
も
の
ヤ
与
に
至
る
べ
L
t
本
村
は
固
よ
旦
看
ふ
に
足
ら
ざ
る
一
小
自
治
増
に
過
ぎ
ざ
る
も
　
7
思
鼓

に
到
れ
ば
帝
国
自
給
の
登
珪
上
流
-
憂
快
を
禁
ず
る
能
は
ざ
る
な
s
a
｡

以
上
の
控
由
に
依
り
本
案
諮
問
に
封
L
拒
否
の
決
議
を
な
す
'
若
し
不
幸
に
し
て
規
制
虚
分
を
受
-
る
こ
-
あ
ら
l
r
本
村
は
自
給
の
琵
め
別
に
相
雷
の
手
段
を
講
す
る

の
外
な
与
を
悲
し
む
｡

都
市
郊
外
地
統
制
参
考
棄
料

】一九
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肘
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荷 日 車 間 最一 時等 
ヽ Ecg 
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一七三 hfr 
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五lf 

九 

四TI 

EJ-JJ 

凡

　

　

　

例

1

　

本

蔦

は

左

記

の

J

の

を

故

纏

め

i

i

る

も

の

で

あ

る

｡

(

ィ

)

　

第

二

議

題

に

掬

す

る

諦

報

告

者

の

報

告

中

'

特

に

重

単

.

1

し

て

詩

都

市

間

の

此

駿

を

な

す

を

通

常

と

認

め

i

i

る

部

分

の

要

鮎

(

血

の

分

に

の

み
　
7
　
々
報
告
者
名
を
附
託
L
 
i
i
)
l
)

(

ロ

)

　

本

議

題

の

研

究

上

特

に

必

要

と

認

め

て

本

骨

よ

り

各

地

方

鹿

及

び

市
役
所
に
宛
て
視
骨
調
査
し
て
得
i
i
る
資
料
の
要
瓢
(
庇
の
分
に
は
煩

雑

す

る

を

避

け

て

拘

答

著

名

を

附

託

ぜ

n

=

と

に

L

L

l

が

､

交

通

事

故

其
の
他
曹
察
関
係
の
事
項
は
各
地
方
艇
t
X
交
通
事
情
及
び
街
路
統
計

尊

に

関

し

て

は

各

描

役

所

よ

り

ゆ

回

答

に

ょ

る

も

の

で

あ

る

)

.

二

　

本

参

考

資

料

に

於

け

る

地

名

排

列

の

順

は

､

主

要

項

目

毎

に

兎

北

部

エ

S

a

西

南

部

に

至

る

如

-

す

る

を

原

則

と

し

た

｡

第
一
街
路
交
通
事
情

(

イ

)

　

室

　

蘭

　

市

室
空
車
場
よ
品
方
約
四
〇
〇
周
の
位
置
に
共
同
荷
揚
響
公
雷
場
･
蓋
魚
岩
場
･
芸
市
場
等
あ
り
て
朝
六
時
-
九
時
迄
は
相
墓
劇
を
極
め
･

其
の
他
は
特
記
す
べ
き
も
の
が
無
い
.

昭
和
三
年
十
月
二
十
吉
日
午
前
六
時
至
中
空
時
望
室
霊
前
〔
莞
幅
見
開
,
方
向
南
北
〕
に
於
け
墓
通
宝
品
漂
左
の
如
-
で
あ
っ
㌔

(

ロ

)

　

盛

　

岡

　

市

第
二
幕
　
街
路
交
通
株
制
参
考
重
科
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二九八 

六九一 

自 動 辛 荷 車 等 

六一六 

四三三九 

四八四 

九一 

良 

樽 
ヽヽヽ 九七五 ��

五六一 〇六五 倆B�ﾍ��

局 

四三三七 ��

態　耽　通　交　の　市　喜　仙

(車載白　は下･着荷歩は上)

昭
和
五
年
三
月
二
十
日
自
午
前
六
時
至
午
後
六
時
調
査
輯
路
交
通
量

I

(

ハ

)

　

仙

　

喜

　

市

大
要
四
年
九
月
十
雷
〔
午
前
7
%
-
嘉
五
時
警
除
く
〕
翌
に
か
-
差
霊
富
掌
の
安
室
は
票
す
る
如
-
で
あ
る
O
市
西
毒
八
幡

町
富
に
於
て
若
者
安
登
の
大
な
る
は
雷
賢
大
晦
八
幡
杜
の
例
祭
に
-
も
の
で
同
時
に
荷
車
荷
票
等
の
安
登
は
減
少
の
耽
誓
示
し
i
1
.
何
,
同

日
牛
後
六
時
十
二
分
-
同
六
時
五
十
芸
-
の
問
に
於
て
相
-
-
宿
-
依
て
其
の
後
に
於
け
る
交
通
の
状
態
は
蒜
交
雷
管
晶
少
子
の
品

く
で
あ
る
｡

(

〓

)

　

郡

　

山

　

市

左
の
蓑
は
昭
和
e
I
年
七
月
二
十
言
(
天
俵
晴
〕
午
翌
時
-
辛
-
時
に
至
晶
雷
れ
L
i
p
o
同
雷
0
箇
所
に
於
け
基
温
翌
の
賢
に
警
慧
晦
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負
最
大
の
侍
所
二
鮎
(
厩
調
査
表
夢
二
及
び
第
1
三
栄
U
t
辞
行
者
紙
数
の
最
多
な
る
地
鮎
(
同
第
六
携
U
t
及
び
道
路
幅
員
7
間
常
盤
行
者
教
最
多
な
る
地
鮎
(
同

】
二
鍍
)
の
交
通
量
を
示
す
も
の
で
あ
る
(
郡
山
市
島
和
田
潤
提
出
の
賓
料
に
よ
る
)
0

備
考
　
荷
車
等
-
は
牛
馬
軍
事
曳
革
を
云
ひ
'
自
特
車
等
と
は
自
縛
車
'
自
動
自
縛
畢
'
サ
イ
ド
カ
-
附
阿
'
倍
等
を
含
む
o

歩
行
者
交
通
量
の
時
間
的
襲
動
を
示
さ
け
左
の
如
-
で
あ
る
(
調
査
地
鮎
と
し
て
前
表
に
掲
げ
た
る
外
に
東
西
叉
は
南
北
の
両
方
向
の
蚕
組
長
の
差
異
少
き
二
地

鮎
第
七
距
及
び
第
二
四
班
の
分
を
も
併
託
)
｡

第
二
点
　
街
路
交
通
統
制
参
考
資
料
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(
ホ
)
　
水
　
　
声
　
　
市

1
　
水
戸
市
は
城
下
町
と
し
て
漸
次
地
形
に
麿
じ
て
登
藷
し
た
る
も
の
で
'
他
都
市
に
比
し
商
工
業
今
日
に
至
る
迄
飴
り
隆
盛
な
ら
ず
､
商
業
地
及
び
住
宅
地
は
自

鋲
に
国
別
せ
ら
れ
'
工
場
は
鮎
衣
し
て
周
る
o

ニ
春
季
取
梅
日
に
は
各
虎
よ
｡
琵
春
雷
雷
幹
雪
路
は
経
基
望
見
多
-
,
芸
年
九
月
二
十
-
の
有
賀
神
社
の
渡
御
の
日
及
び
警
ハ
月
二
十
盲
夜

尊
の
妹
日
の
如
き
は
夜
間
の
参
拝
者
附
近
の
村
落
よ
り
蛸
集
し
市
内
祁
沓
甚
だ
し
-
蒜
車
馬
の
通
行
不
可
能
と
な
る
｡

三
　
商
業
隆
盛
な
ら
ざ
る
む
め
夜
間
の
1
堅
実
通
-
 
l
少
い
o
C
以
上
水
戸
市
役
所
報
告
に
ょ
る
)

水
戸
市
内
六
路
線
に
於
け
る
昭
聖
毒
十
盲
二
十
五
'
二
十
六
､
二
十
七
日
三
日
間
の
平
均
交
通
量
完
戸
市
長
鈴
木
丈
次
郎
報
告
)

(

へ

)

　

足

　

利

　

市

昭
和
三
年
十
月
二
十
二
豊
前
六
時
-
午
後
六
時
に
重
量
制
都
市
計
蔓
路
安
望
晶
査
の
結
果
に
-
,
両
毛
線
撃
退
に
.
i
.
'
1
警
街
路
上
の
地
鮎
雷

所
に
つ
き
交
通
皇
室
ボ
さ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
o

撃
1
第
　
街
路
交
通
統
御
参
考
資
料



(
ト
)
　
高

昭
和
三
-
月
軸
竹
讐
鵬
調
査

踏
切
速
跡
交
通
量
左
の
如
-
で
あ
る
.

備
考
　
-
　
本
義
に
速
断
回
数
及
び
速
跡
時
間
の
最
多
及
び
最
少
の
も
の
1
身
に
つ
き
て
示
し
た
｡

(

チ

)

　

東

　

京

　

市

(

東

京

市

土

木

局

最

　

近

　

新

　

三

　

郎

　

報

告

)

T
　
街
路
交
通
の
現
状

]
　
大
正
十
四
年
六
月
丁
言
璽
足
首
交
通
調
査
-
市
内
交
通
の
要
路
二
百
九
十
]
箇
所
に
於
て
行
ふ

1
　
昭
和
三
年
十
月
二
十
五
日
上
里
一
十
七
日
に
至
る
三
日
間
市
内
主
璽
父
親
碑
十
二
箇
所
に
於
け
る
自
動
璽
父
適
量
調
査

右
貿
続
に
つ
き
て
見
る
に
午
前
六
時
よ
り
牛
後
六
時
迄
の
十
二
時
間
の
自
動
車
の
交
通
量
は
左
表
の
如
-
で
あ
る

永
柴
町
省
線
ガ
ー
ド
下

上
野
贋
小
路
鈴
木
キ
ネ
マ
前

銀
座
三
丁
目

室

　

　

　

町

両
国
橋
東
語

四
谷
見
附

有

　

柴

　

町

本
郷
≡
丁
目

船
河
原
橋

水
天
宮
前

韓
草
床
小
路

夢
二
篇
　
碑
路
変
温
統
制
参
考
賓
料

1
五
二
　
7
九
輔

八
､
六
四
二

八
二
七
四

八
'
〇
〇
二

七
二
七
八

六
'
六
三
六

六
'
六
三
三

五
'
九
四
四

五
､
六
八
六

五
'
四
二
五

四
'
九
二
九

一
時
間
平
均
　
　
一
､
二
六
〇
輔

七
二
〇

六
八
7

六
六
七

五
九
八

五
五
三

五
五
三

四
九
五

四
七
四

四
五
二

四

一

一



轟

一
二
八

曲

揮

町

江

東

市

場

前

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

八

五

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

】

五

四

右
の
内
永
果
町
に
於
け
る
交
通
量
の
隔
絶
し
て
大
な
る
に
誤
簡
伊
の
交
通
系
統
の
集
合
す
る
地
鮎
な
る
を
以
て
な
る
べ
-
'
津
茸
鰐
小
路
の
意
想
外
に
交
通
量
少

な
か
り
し
ほ
箇
所
の
環
境
が
市
内
唯
7
の
民
衆
娯
染
地
な
る
た
め
夜
間
及
び
一
般
的
休
日
に
於
て
ほ
交
通
繁
劇
な
る
に
反
し
平
日
審
問
.
1
於
て
左
毅
多
か
ら
ざ
る

を
示
す
も
の
で
あ
る
.
江
東
轟
躍
町
の
甚
だ
し
-
砂
な
か
り
L
ほ
該
地
方
が
概
ね
工
業
地
域
-
し
て
生
民
の
過
去
を
有
L
商
業
地
域
乃
至
住
居
地
域
と
し
て
の
結

構
味
乏
し
き
i
1
め
で
あ
ら
-
｡
常
箇
所
に
於
け
る
自
動
革
交
通
真
申
貨
物
自
動
車
の
割
合
噂
に
大
な
る
は
右
の
事
情
を
明
に
す
る
J
J
の
な
り
-
思
は
れ
る
0
攻
に

十
二
調
査
箇
所
の
自
動
帯
の
類
別
交
通
量
に
つ
与
モ
見
る
に
絶
数
交
通
宜
に
封
し
て

乗
用
自
動
車
六
二
二
二
二
%
(
盈
車
≡
1
･
六
九
%
'
坐
革
二
九
･
六
三
%
)

内
諾
(
普
通
車
7
七
二
(
%
'
昏
業
革
八
二
･
四
%
)

乗
合
自
動
車
7
二
･
七
八
%

貨
物
自
動
車
二
四
･
三
二
%
　
　
(
盈
革
1
五
二
1
四
%
'
　
　
空
車
九
･
〇
八
%
)

特
殊
自
動
車
　
〇
･
五
八
%

を
占
め
'
漬
頚
の
乗
用
車
艶
は
組
数
の
七
五
･
一
〇
%
即
ち
四
分
の
三
の
移
多
に
上
る
｡
X
市
内
枢
要
街
路
を
粁
横
に
疾
馳
す
る
図
タ
グ
の
｢
流
し
｣
に
箕
に
自

動
車
絶
交
通
量
の
約
四
分
の
】
を
占
む
る
こ
と
を
知
る
｡

次
に
自
動
車
の
交
通
量
を
各
時
間
別
に
観
察
す
る
に
'
午
前
六
時
L
･
i
リ
午
後
五
時
迄
の
十
二
時
間
に
於
て
十
二
詞
杢
箇
所
の
平
均
に
午
後
四
時
乃
至
五
時
迄
の

間
に
最
も
多
く
陶
五
時
乃
至
六
時
及
び
三
時
丹
至
四
時
之
に
次
ぎ
､
以
下
午
後
二
･
I
三
時
､
t
-
二
時
'
午
前
7
0
-
二
時
'
〓
I
t
二
時
､
牛
後
C
)
-
1

時
'
午
前
九
-
7
0
時
'
八
-
九
時
'
七
-
八
時
の
暇
に
し
て
午
前
六
時
乃
至
七
時
に
於
て
最
も
少
い
｡

〓
　
街
路
交
通
の
形
態
を
支
配
す
る
各
種
の
懐
件

(
イ
)
　
地
域
的
随
伴
の
布
石

昭
和
三
年
六
月
十
三
日
璽
点
市
電
全
線
交
通
来
客
調
査
に
ょ
れ
げ
7
日
の
絶
来
客
数
百
十
八
寓
人
に
し
て
仝
晩
に
つ
き
て
見
る
に
七
時
よ
り
八
時
蓬
が
最
高
九

高
七
千
人
(
仝
塩
の
八
･
五
七
%
)
九
時
以
後
は
略
五
第
人
前
後
(
五
%
)
牛
後
四
時
よ
り
七
時
迄
に
再
び
増
加
し
て
約
九
茂
人
毎
時
会
規
の
七
･
八
%
を
算
L

其
れ
よ
p
徐
々
に
低
減
し
て
終
電
に
及
ぶ
.

併
し
是
を
各
路
線
別
に
此
政
す
る
時
は
其
問
に
地
域
的
の
聴
性
を
敢
聖
-
る
串
が
出
来
る
O
即
ち
例
へ
げ
三
田
出
寂
所
々
同
竺
二
線
に
於
て
稗
ん
ど
朝
の
.
硯
軸

時
な
-
三
線
の
合
計
七
時
よ
り
八
時
ま
で
約
四
千
人
(
四
･
六
五
%
U
t
八
時
･
･
J
F
a
九
時
迄
四
千
六
百
人
(
亨
三
七
%
)
と
な
る
に
過
ぎ
誓
午
後
四
時
迄
急
概

な
る
褒
化
な
く
四
時
よ
り
五
時
迄
の
ラ
ブ
y
ユ
ア
y
I
に
於
て
八
千
九
百
人
二
〇
･
三
%
)
の
重
昂
を
示
し
五
時
-
六
時
に
八
千
四
有
人
(
九
･
八
%
)
･
以
下

漸
減
す
る
｡

之
れ
に
反
し
'
新
宿
出
家
節
々
渇
望
l
表
に
於
て
托
朝
の
ラ
グ
y
ユ
ア
リ
-
特
に
張
も
三
線
の
合
計
七
時
よ
り
八
時
迄
の
約
一
撃
二
千
人
(
九
二
五
%
)
･
八

時
よ
り
九
時
迄
の
E
高
三
千
六
百
人
(
九
･
七
ニ
%
)
を
最
高
と
L
t
其
れ
よ
り
七
千
人
前
後
を
持
続
し
て
牛
後
に
及
び
'
韓
に
覗
く
夕
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
を

現
出
す
る
等
な
-
毎
時
九
千
人
前
後
を
愉
遺
し
て
七
時
に
及
び
其
れ
･
･
蒜
急
減
し
て
終
電
に
至
る
｡
蓋
し
三
田
所
属
軸
は
主
と
し
て
小
安
商
店
多
さ
商
業
地
域

を
通
過
す
る
虎
ゆ
午
前
の
通
勤
交
通
割
合
に
少
な
く
地
方
的
商
業
的
交
通
が
主
曙
を
な
す
に
反
し
'
新
宿
所
局
線
は
放
射
線
街
路
の
主
要
な
る
系
統
に
属
し
通

過
交
通
の
特
に
多
き
事
空
ポ
す
も
の
で
あ
る
｡

倍
大
正
十
g
r
年
六
月
三
日
聖
月
市
内
交
通
の
要
路
T
盲
九
十
7
倍
軒
に
て
行
ひ
i
i
る
交
通
調
査
の
貸
錆
に
つ
い
て
見
れ
ば
歩
行
者
組
数
七
百
三
十
二
寓
三
千
六

首
十
四
人
毎
時
平
均
六
十
一
撃
二
宮
人
､
1
箇
所
平
撃
嘉
五
千
百
六
十
七
人
'
其
の
最
多
箇
所
は
堅
兄
堅
剛
の
十
六
寓
七
千
九
百
七
十
人
(
会
規
竺
丁
二
一

形
)
を
始
串
と
し
て
以
下
須
田
町
'
穫
草
仲
店
前
､
溢
谷
堅
剛
'
道
玄
坂
下
､
新
宿
璽
別
'
銀
座
四
丁
旦
父
文
部
'
上
野
堅
剛
'
≡
準
則
'
白
木
屋
前
'
駿
河

董
下
の
順
序
と
な
る
0
請
車
は
其
の
通
過
絶
量
四
百
三
+
八
寓
1
千
九
百
十
7
寡
'
毎
時
卒
讐
二
十
六
寓
五
千
百
五
十
九
毒
､
1
倍
所
平
均
〓
掲
五
千
五
十
八

蓋
に
し
て
､
最
多
箇
所
は
節
田
町
の
大
高
7
千
二
璽
畳
を
始
め
と
し
て
以
下
白
木
屋
前
'
京
橋
交
叉
鮎
､
本
石
町
､
銀
純
一
丁
目
'
日
比
谷
､
室
町
'
津
革
碑

南
詰
'
銀
座
凹
丁
日
'
小
川
町
の
旧
序
と
な
る
｡
又
諸
革
の
交
通
量
中
二
首
三
十
八
寓
壁
虫
の
抱
量
の
五
四
%
に
相
常
す
る
自
尊
革
を
最
多
と
し
て
以
下
各
組

量
一
〇
%
張
の
手
荷
革
'
電
車
'
薬
用
自
動
車
の
侶
と
な
る
O

昭
和
四
年
十
二
月
在
日
現
在
帝
都
中
心
地
蓋
同
人
口
調
査
に
ょ
れ
げ
丸
の
内
'
叙
座
G
.
日
本
橋
通
肘
近
7
背
を
含
み
鞄
町
'
日
本
蹄
､
京
橋
'
芝
の
四
囲
に

亙
る
首
三
高
四
千
坪
の
両
横
の
中
に
嘉
聞
人
口
十
六
詫
九
千
二
百
六
十
二
人
を
算
L
t
其
の
内
通
勤
通
学
者
は
其
の
数
十
こ
高
三
千
七
官
一
人
を
占
め
組
数
に

封
L
t
七
三
･
〇
八
%
に
雷
る
｡
麹
飴
の
四
寓
五
千
五
首
六
十
一
人
は
市
内
兼
任
者
に
し
て
借
に
組
数
の
二
六
･
九
二
%
を
示
す
に
過
ぎ
q
o
薪
の
如
4
,
は
蚤
も

夢

二

篇

　

街

路

交

通

統

制

参

考

資

料
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二
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轟

一
三
〇

中
心
地
に
於
け
る
蓋
問
人
口
の
集
中
と
是
に
件
ふ
交
通
量
の
著
し
豊
岡
潮
時
の
現
象
を
示
す
も
の
と
謂
ふ
べ
く
'
是
等
の
人
口
を
収
容
て
る
集
国
的
事
務
断
建

築
粒
所
謂
ビ
ル
デ
イ
y
㌢
の
数
に
是
又
著
し
い
｡
其
の
収
容
人
員
五
十
人
以
上
の
ビ
ル
デ
イ
y
打
数
百
七
十
九
を
昇
L
t
是
を
更
'
･
 
J
･
人
員
の
姦
寡
に
.
･
盲
て
鑑

別
す
る
に
二
千
人
以
上
を
収
容
す
る
も
の
八
(
組
数
の
四
･
二
八
%
に
蔑
ろ
U
t
一
千
人
以
上
を
収
容
す
る
も
の
十
八
(
九
二
三
%
)
.
五
首
人
以
上
を
収
容
す
る

も
竺
1
+
五
(
三
二
二
七
%
U
･
三
百
人
以
上
の
も
の
二
十
七
(
7
E
r
･
四
E
l
q
%
)
五
十
人
以
上
の
も
の
四
十
七
(
二
五
二
三
%
)
で
'
是
等
の
大
牛
は
丸
の
内

附
近
に
分
布
す
る
｡

次
に
右
通
勤
組
聾
者
取
の
内
市
外
に
居
住
す
る
も
の
七
寓
三
千
八
首
人
を
算
し
､
内
荏
原
郡
的
l
義
四
千
人
'
嬰
多
摩
郡
約
二
寓
一
千
人
'
北
壁
島
部
的
一
茂

八
千
人
等
南
郊
よ
り
丙
邦
に
漸
次
に
城
少
し
北
郊
東
郊
に
及
べ
ば
激
減
L
t
J
南
足
立
郡
の
約
山
千
人
南
葛
飾
郡
の
約
三
千
人
北
多
摩
郡
の
約
七
盲
人
を
算
す
｡

離
れ
た
る
土
地
に
て
ほ
醐
奈
川
解
約
四
千
四
百
人
埼
玉
麻
約
1
千
人
千
葉
麻
約
七
百
人
等
で
あ
る
o

(
ロ
)
　
時
間
的
影
響
の
有
無

前
途
大
正
十
四
聖
ハ
月
三
日
の
交
通
調
査
に
つ
い
て
其
の
時
間
的
堅
化
の
割
合
を
見
る
に
'
宮
口
の
渉
行
者
至
父
組
糞
に
封
す
る
歩
行
者
の
交
通
真
の
襲
化
は

午
前
七
時
よ
り
八
時
迄
の
鋸
鶴
崎
l
〇
･
七
%
の
後
は
毎
時
大
鱈
七
%
前
後
を
持
し
牛
後
二
時
よ
り
四
時
迄
毎
時
約
九
%
四
時
よ
り
再
び
況
稚
時
に
入
り
四
時

よ
り
五
時
迄
二
･
五
八
%
､
五
時
よ
ヱ
ハ
時
造
l
二
･
五
二
%
と
な
り
て
雪
同
潮
に
津
す
る
｡
諸
事
の
絶
計
に
午
前
九
時
よ
り
十
時
迄
と
午
後
凹
時
よ
り
五
時

迄
の
高
潮
時
を
有
し
,
何
れ
も
九
%
を
準
え
,
其
の
間
正
午
前
後
に
八
空
別
段
に
減
少
し
､
更
に
午
後
五
時
以
後
逓
減
を
示
す
｡
東
に
是
等
諸
事
竺
父
頑
丑
の
転

化
を
見
る
に
韓
に
其
の
高
潮
時
は
各
々
韓
異
の
形
儲
盲
示
し
電
車
は
渉
行
者
L
･
'
り
一
時
間
後
れ
て
朝
八
時
-
九
時
の
間
に
高
潮
時
を
有
す
れ
典
'
乗
合
自
動

車
は
寛
.
1
後
れ
て
九
時
I
7
0
時
二
〇
時
-
　
二
時
の
問
に
高
潮
時
を
有
す
0
日
特
車
も
略
是
れ
と
同
原
で
あ
る
.
更
に
貨
物
自
動
車
'
牛
馬
革
'
人
力

革
の
如
き
に
1
0
時
-
　
二
時
の
問
に
高
潮
時
を
示
し
人
力
車
は
略
是
と
同
様
な
れ
共
7
0
時
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宮
三
　
交
通
相
散
と
許
容
最
大
交
通
量
と
の
比
　
-
　
)
貫
せ
る
路
線
に
つ
皇
父
通
隔
韓
の
暇
位
に
て

抑
讐
父
竺

各
H
U
･
■

線
(
北
演
ニ
ー
富
美
須
町
)

;

･

!

.

い

　

　

.

.

い

二
一
北
潰
天
満
棒
線

(
淀
屋
橋
-
天
満
橋
)

以
上
鵜
げ
i
i
ろ
討
泰
の
結
果
よ
り
見
て
市
域
中
根
部
に
於
て
1
7
殻
に
交
通
輯
韓
の
程
堅
佑
-
交
通
車
椀
種
類
大
略
十
種
の
内
自
動
車
交
琴
が
そ
の
首
位
を
占

め
'
噂
に
7
般
乗
客
輸
畠
に
粒
ふ
乗
用
及
び
乗
合
自
動
草
が
数
量
に
於
て
最
も
多
.
a
 
0

自
動
自
特
車
は
割
合
に
少
数
で
交
通
支
障
の
程
度
-
低
い
0

日
特
車
は
そ
の
交
通
敬
真
に
於
て
各
調
杢
箇
所
の
種
別
的
交
通
費
の
第
7
位
に
こ
あ
る
も
の
が
多
い
が
交
通
支
障
の
程
度
は
自
動
車
又
に
電
車
の
下
位
を
占
む
る
の

が
通
例
で
あ
る
｡

荷
車
及
牛
馬
軍
は
'
市
域
中
枢
部
に
於
て
は
特
種
の
箇
所
を
除
く
外
1
1
校
に
交
通
量
少
く
､
総
て
交
通
支
障
の
程
度
も
割
合
に
小
で
あ
る
｡
二
者
の
内
'
交
通

車
輪
数
で
は
荷
軍
の
方
が
上
位
に
あ
る
が
交
通
支
障
桂
皮
で
は
術
著
略
同
株
の
現
象
を
差
し
て
ゐ
る
｡
此
の
如
与
J
瑛
速
運
輸
畢
輔
は
市
の
周
囲
部
叉
は
墳
種
の
街
節

に
於
て
多
-
川
ひ
ら
れ
中
程
部
に
て
t
i
路
線
的
に
韓
定
の
時
間
交
通
禁
止
を
励
行
す
る
=
と
に
i
リ
交
通
漸
減
の
傾
向
が
あ
る
｡

人
力
車
に
至
り
て
ほ
そ
の
教
非
常
に
僅
少
'
何
か
も
坤
を
起
っ
て
減
少
の
傾
向
あ
り
'
日
付
･
<
ら
ず
し
て
鯨
輯
街
頭
よ
り
そ
の
参
を
滑
し
去
る
i
の
に
非
ら
ざ
る
か
｡

歩
行
者
は
種
々
の
錬
件
に
支
配
さ
れ
て
そ
の
替
滅
著
し
,
o
も
の
な
れ
と
も
春
秋
の
俵
に
多
-
'
叉
一
日
中
に
て
は
朝
夕
に
多
子
丁
殻
的
状
態
と
同
じ
う
し
て
居

る
O
(
大
阪
市
長
闘
7
報
告
)

夢
E
E
　
昭
和
四
年
六
月
二
十
日
堺
筋
線
に
於
け
る
三
避
'
白
木
屋
'
高
島
屋
'
稔
坂
尾
の
四
百
貨
店
前
に
於
て
街
路
歩
行
者
数
を
調
査
せ
る
に
左
の
如
く
で
あ
っ
i
l
o

三
越
前
堺
筋
歩
行
蹄
断
者
調
査

蔚
二
着
　
鋳
路
交
通
抹
御
参
考
資
料
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大
阪
市
内
に
於
げ
ろ
省
線
及
郊
外
電
車
停
滞
望
此
停
留
場
の
薬
降
人
員
絶
計
数

昭
和
四
年
十
7
月
五
日
午
前
七
時
-
午
後
七
時
(
数
量
暇
に
列
託
す
)

1
　
時
間
平
均

桑

　

　

降

　

　

数

最
大
交
通
時
7
時
間
乗
降
敦

f

.

･

-

-

-

-

-

-

-

ト

1

1
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攻

梅

　

　

　

机
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六

天

　

満

　

橋

梅

　

　

　

田

梅

　

　

　

田

恵
美
節
町

七
八
､
二
天

空
､
至
二

男
､
七
実

四
〇
､
八
霊

新

京

阪

　

天

　

　

　

六

阪

　

抑

　

野

　

　

　

田

大

　

株

　

阿

　

部

　

野

団

　

銭

　

天

　

王

　

寺

阪

　

神

　

国

道

野

田

阪

　

和

　

天

　

王

　

寺

国

　

鉄

　

片

　

　

　

町

閲

　

蹴

　

湊

　

　

　

町

阪

　

堺

　

芦

　

原

　

橋

阪

　

柵

　

千

　

息

　

橋

南

　

海

　

汐

　

見

　

揺

阪

　

紳

　

出

　

入

　

橋

京

　

阪

　

野

　

凹

　

培

計

完
､
完
五

一
九
｣
宍

完
､
O
L
r
R

1
大
､
苦
六

九
'
内
実

(

ヨ

)

　

西

　

宮

　

市

l
　
糞
婆
-
昭
和
毒
三
月
朝
+
+
詣
中
空
蒜
量
,
国
道
聖
霊
〔
阪
榔
珂
雷
神
柴
町
〔
雷
西
部
宝
)
に
於
け
ろ
翌

第
二
篇
　
街
路
交
洩
統
制
参
考
資
料



〓
　
腰
政
西
宮
紳
祉
例
祭

(
l
月
九
日
よ
り
三
日
間
)
及
び
香
綻
威
海
水
浴
場
(
七
月
よ
り
八
月
ま
で
)

に
よ
る
交
通
相
棒
著
し
い
.

三
　
市
内
主
婁
餌
路
た
る
阪
神
国
道
に
自
動
車
の
遅
行
に
過
し
夜
間
は
査
問
よ
り
巡
行
快
宜
な
る
L
L
め
終
夜
之
を
利
用
す
る
自
動
串
が
多
い
｡

(
タ
)
　
丸
　
　
亀
.
　
市

大
正
十
五
年
七
月
十
五
日
自
午
前
六
時
至
午
後
六
時
'
丸
亀
躍
束
南
方
十
字
街
に
放
け
る
交
通
量
調

(

レ

)

　

高

　

知

　

市

l
　
警
棒
-
警
棒
に
重
量
西
の
電
車
慧
び
高
知
罵
戸
警
籍
ぷ
南
北
の
署
警
路
藩
に
交
漂
警
し
て
1
殊
に
汽
雷
雲
時
に
於
け
晶

戸
車
線
は
自
動
車
の
交
滴
載
積
を
趣
む
o

=
毎
農
芸
内
翌
の
場
併
苦
慮
-
び
て
空
曹
開
催
し
っ
よ
り
･
其
の
滑
這
括
れ
基
雷
撃
ろ
も
,
特
に
晶
雷
雷
中
央
に
任
し
速

く
郊
外
各
町
村
よ
品
荷
す
る
も
の
基
も
平
時
は
勿
霊
に
霊
好
時
節
或
昼
歪
に
於
て
は
特
に
附
近
壷
に
晋
殴
竃
杏
を
警
O

L
1
1
神
霊
院
買
時
悪
者
に
比
較
的
少
警
-
,
霊
の
票
の
大
管
及
筈
院
の
春
季
花
祭
及
び
還
八
十
八
票
萱
の
時
季
に
於
け
る
若
君

非
常
に
多
-
交
通
軸
沓
を
槌
む
る
肝
あ
り
O

(
佐
賀
市
長
　
野
　
田
　
能
　
毅
　
環
蛸
の
報
告
に
･
.
J
る
)

(

リ

)

　

佐

　

賀

　

市

l
　
地
形
平
坦
な
る
も
河
川
虫
に
掃
薬
暗
.
#
移
し
く
道
路
の
用
沌
多
し
｡

〓
　
辞
車
道
の
富
別
な
し
.
道
路
狭
院
に
し
て
不
適
｡

(

ツ

)

　

平

　

壌

　

府

警
)
篇
　
街
路
交
通
粧
剖
参
考
茸
料

7
四
五



四

年

千

宿

級

四三六一七=三二=･
.･･一二二二JZ:ヨヨ王.-一′ヽ四⊂⊃ -三′ヽ

=三五三.=二.=ニ-.一二二二二
五フk′~し⊂⊃プて･.･･- ′ヽ 【こら一一

円′~し･=ユ-I-一七i三六EE耳･七∋

二三匹ヨーヒ二二九七7㌧′ヽlこヨ

T

実l _呈_

1
四
六

年
境
地
方
は
冬
季
結
永
す
る
的
係
上
大
規
十
7
月
乃
至
三
月
の
五
倍
月
間
交
通
稀
薄
な
る
も
'
府
の
内
外
に
亙
り
名
節
蕃
跡
多
-
四
月
よ
り
九
月
頃
迄
特
に
四
.

五
の
二
箇
月
は
粁
永
別
け
と
外
来
速
度
者
の
箆
出
入
嘱
望
を
睦
め
交
通
相
常
嬬
韓
す
る
0
倍
夏
季
中
の
笛
地
方
の
特
色
-
し
て
日
中
の
炎
暑
に
比
し
夜
間
気
組
倍
下

甚
し
き
i
1
め
初
夜
の
外
川
者
特
に
多
-
商
業
地
域
の
密
通
編
棒
す
る
｡

同
地
交
通
黄
の
時
間
的
襲
動
は
左
の
如
-
で
あ
る
O

E
h
要
地
施
〕

月

　

≡

　

日

-

　

騨

M
托

･

･

'

:

+

･

･

!

.

･

.

)
=
-
二

計　　　【

引
副
｢
∃
且

E

L

は

(
京
城
府
デ
報
骨
)

備
考
　
-
　
大
和
町
通
刊
　
-
一
時
道
路
'
幅
　
】
二
間
'
京
覇
線

山
　
　
手
　
　
町
　
-
　
二
年
道
路
'
隔
六
･
五
問
､
停
車
場
線

条
　
二
　
前
　
線
　
-
　
三
等
道
路
'
暗
　
7
二
間

(

ネ

)

　

京

　

　

城

　

　

府

京
城
肝
内
に
於
け
る
昭
和
三
年
十
口
十
五
日
午
前
六
時
よ
り
午
往
六
時
に
要
る
長
大
交
通
量
に
南
大
門
通
a
l
T
臼
に
於
て

人良電

聯

　

　

事
前.i

其

の

他

諸

事

二
五
㌧
二
二
八
人

1
二
〇
三
毒

八
二
八
壷

一
二
､
七
五
〇
塞

1

　

時

間

平

均

　

　

二

二

〇

二

人

で
あ
っ
i
i
o
道
路
桐
員
に
7
九
間
で
あ
る
.

第
二
篇
　
街
路
安
逸
統
制
参
考
賓
料

7
四
七



掛
丁
　
笹
壇
鞘
璽
掛
率

(
†
)
桝
甥
牌
慮
　
喋
姓
日
暮

粗
野
 
廼
�
ﾜ
S
�
F
俛
�
�
丶
i
N
ｸ
.
一
ｲ
ﾒ
�
僞
i
t
=
罷
 

聖
霊
憎
芸
憎
畠
 
剽
v
塞
憎
慧
憎
表
 
劔
d
ﾈ
躡
�
鞴
�
�

東
貨
障
 偖
兩
2�
凵
[く
 亦
�
rlOl1 �
�

周
密
姫
層
臣
韻
J
l
帯
宗
 
劔
馴
絹
 
几
1
 

与
暫
酔
態
蹄
 
劔
1
く
 
�
�
r
�
�
*
ﾒ
�
�
s
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
1
7
7
0
 

襲
≡
曲
脇
蹄
 
劔
t
l
(
 
剴
�
 

脚
堰
轄
′
宜
買
諒
 
劔
1
川
 
ギ
 
川
 
ー
1
 
1
1
ー
 
剞
�
 

最
盛
離
船
鞠
 
�
�
�
h
�
�
�
㍗
,
三
 
劔
柑
 

コ
染
位
 
紫
斑
掠
 
程
匿
程
 
劔
儉
1
.
l
毒
 

鞭
恕
昏
 
亅
亶
ﾉ
�
｢
粐
�
兢
�
�
川
 

憧
哩
嬉
'
吐
楳
提
7
韓
 
啅
&
ｨ
ｫ
�
�
l
 
1
1
1
《
 
凵
z
1
り
 
J
 

0】
　
　
　
　
柑

-
･
-
一
一
一
･
-
-
-
･
一
一
-
ト
一
一
一
一
ト
二
二
二
二
二
二
-
一
一
.
一
一
二
-
j
芦
叫
■
｣

E
H
!

-
一
一
･
･
-
+
 
㌔
 
､
.
M
 
I
-
-
-
-
卜
1
-
-
-
 
-
-

旨
　
　
=
　
　
　
姫

常
　
　
　
に
　
　
　
姫

朴
　
帯
　
軸
　
腔

増
　
　
　
罵
　
　
　
姫

か
　
　
　
鞘
　
　
始

端
　
　
　
鴨
　
　
　
壁

塔
　
　
粒
　
　
時

好
　
喋
　
鞘
　
桓

ー
　
　
　
替
　
　
　
卑

怯
　
　
肯
　
　
姫

G
･
　
　
豊
.
　
掟

哨
叡
鞍
(
4
=
喬
蛤
練
歩
)

台
糖
坪
(
正
　
　
　
)

J
l
見
取
(
匡
　
　
　
)

盤
　
　
叫
　
_
　
姫

i
(
　
　
固
　
　
　
海

蝕
匿
i
E
　
琳
鍵
　
宿

世
　
　
封
　
　
培

駆
　
　
　
敢
　
　
　
姫

粧
i
e
姫
埋
鶴
　
后

放
　
　
　
　
　
　
　
粒

E
 
E
　
姫
　
把

朴
　
柴
　
三
　
B
I
　
培

娘
l
l
輯
　
宙
感
樹
感
髄
等
鳴
幹
桝
蔽

血

T

　　

:.

　

yn.I:

　　

--

　　

--･

　

nU

　　ノヽ　　山川

絹

m Fig 0 I

　　

:

　　

:

　　

0

　　ノ＼　　¶

T lll

川

』

7

　　ノ＼　　叫　　γ八　　

1

　　

1

　　川　　

-

FiZI

　

･-･

　γ

<

　

.uH H

　　

-

　　

TB-

　

O 0

JL:

　

.V Eijl V

も　　

-

　　

I EiZi

　　

:

　　

-

山川　　ノヽ　

,I qi I T nU nU

　　

0

　　

=

　　川

山川　

. '

より　　

Ji I 

‥㈹

m q-

　

0

　　

MH tjM q-

dm=

　

.:

　　

EzI I

　　　

-

　　　　

=

　　　　

=

1

　

0

　

=

　ー　

=･

‥悶　

-

　

=

　レ九　〇　

:

　

-

　

FiZI 0 l･F EiZl ql M

リ　

O rV

　

:

　

-

　

=

0

血

T-･-

EL7T.gh.vT晶- ~鴻~相討頭..6.dirmLd =.叫...輔~川~川叫瑚｢血. ･7J

q-v J

良　川　く　く　川　

tiZL

　

=

　

11.I ′
EZr

個郎　耶川駅　朋くー訓朋　順即は佃仰朋州川棚m耶附　㈹　川

J

≠　

･-

　　

･1

　　　　　　

--1

′
-.rEl

ヨー州

-

仙

1q

一ー川

州｢矧ヨ一一j･ rZ･即..I I　佃　川　ぐ　&　州　別=;mi-Y; ･=-

州　　

,iB l J Il

粥川印刷州別

m m

　耶 ■
BZI

ヨ刷

v i J m

川棚朋脚榊畑佃剛

.T

=~

∃

m v=1

　川　

l

　州　

J I l

　州別　

j i E

　岬川粥判　

l I s E..

舵

川　附　J r　は　J　舶　j J J　鞘　〇 〇一j

Tti

′

一棚　田'引　即　J H　胡　H m

I 0 L o L

　朋一

i J I I L L

一

Ea

　

0

　

0

　

0

　

J o

　且　帆

~.

川

ぐ叫｢.什｣.~叫.｢.｣.lL.tTヨ一｣町.iF ~川正..T刈~叫.け-.9=

《　　l-桝椛　J f J El{川棚　二vZ即は佃 ■
､一ヽ

引‥紺..T.リ｢討~Trl叫..川~]｢吋..ilは..Trfg~1J門山川~咽7=

LF l

　削小一

J J

　駅東柑掴一代朋佃　仰

′
-A.



部
品
㌃
蒜
晶
品
還
一
志
'嵐
卜
品
還
芯
競

二
.
A

享室ト一重萱

二
`
ヾ
　
_
:

-:･J:'.a

l菜…l

1
工
t
　
関

･
-
M
L
･
-
-
-
-
-
一
-
1
-
-
 
I

撃
柵
J
　
輔
帖
感
官
E
n
当
紳
軸
礁
紳
助
定
例
.
R
.
g
柵
奄
(
瞥
昇
E
r
掛
B
-
)

格
車
要
車
顧
 
�
-
伜
)
�
s
ﾈ
ｨ
X
ﾜ
I
Z
ﾙ
Z
ﾈ
*
ﾘ
萪
�
密
壌
感
出
番
1
習
鞭
感
嘆
桜
曝
 

ー
'
即
く
 
�
4
ﾘ
自
�
�
2
�
m
l
E
t
f
t
-
 

寧
*
J
]
　
4
(
塩
軽
e
桝
慣
柵
#

(
岩
盤
睦
鮎
韓
票
靭
憎
遥
　
警
三
振
,
q
去
,
霊
劉

S
#
 
�
�
�
�

壷
丁
首
o
宅
I
缶
 
�
'
駑
7
薺
ﾇ
R
�

鯨
1
1
媒
　
駐
盛
樹
感
光
軍
偽
称
解
宗

.I y｢n P3E

　

'iZ=

　

q･.iL..I.

　

=

　

-Im.

　日

.

　

TZZ;

　

,I J

　

･- I.J-...Tf

･1

　』

･

　

l yn

　

1-

　小川　

.:

　

:

　

EiZL

　

.

廿日　　

=

　　

l

　¶

T

　ノ＼　

yh

I

　¶

T

　

(U

　

.uH

　　

=

　　　　　　　　　　　　　　　

.uH l-

′　　　　′　　　　′

=

　　

tJM

　

.:

v q-

　∩

)

　

I EiA yh

I

　ノ＼

.:

　

:

　

:

　

Ezl

.1

日　

tijl

　

:

　

iF.:

　

R･

　刃

･

　

tJHH

　ビ

mH

　

=

　　

-

　ぴ

H

　り

m

　

(U

　州

H

　

=

　

.LF EZL

　∩

)

　∩

)

　仙川 TB.

　

BZI EZ]

　　　

-

ノ＼　

fn rt･=

　

V qJ

　刀

･0

　ノヽ　

0

　

=･:

　ノ＼　

rrd q･

刀

･HT. JV Vt Jf Mn

･LF TR･--

ー

IlH gn

　山川　

-

　

:

　付目　

-

　

=

　

QF Eij]

　

7EE

　

1

　

-

　

dm

　

1

　

-

　

-

　

Ezl

rV O

　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

E5Zl

′　　　　′　　　　′

-

　　絹　

II

Ez1

　

0

　∫

n･3Z=

　

FiZl I FiZI

　日日　

=

　刀

･(U

　

1

　

0

　

tJM

　γ

h 0 0 dM

∫

.<

　ノ＼　…　

HH Jt dH

　

:

　

1I dm

EZl

　山

mJ 1 I BJ 1 I I t52l

.消　　ノ＼

血T　〟m｢

一駅駅は川は　i　棚-;即脚一

一

J

　附　川　

qI==

q･

　

0

　　

=

　　

0

=I g E耶　糾　ル　柑　絹

山　脈　〓　絹　叩

;

　

1

　

g==tvE

Tm

′

m叩E;朋=仰棚卸仰駅朋　J rL

　

･Y

　

._;

′　　　　′

叫　　｢..‖=

Li･J II qF Tt･7･.

一

F JF

uH JT

　γ八　

-.:

　　　

EiZI

o

　一

･

　絹　付目　

=

　　

nU I

If･.I I TIJ

　

-

　

JF

‥‥

Illl:

HH q-

　く　け≠　

EEZ]

　』

T

　ノ＼

I I_L I.･T.

　　　

,.I.

　　　

.L1.

0

　

=

　川

0-

一

=

吋.佃｣肘.I..0_ ~｢町

.ナ

. ,I..j･JL Tq1..rlJ tIL止‥lJ･･ rtJ･Ilt EJ･Jl二-こてEllp Ilj･･ LJI･ '1ニー二fJp･ riニー1･

lTl

　

/

　　　　　　　　　　　　　　

{jI

故韓監EL嘘瞥幅E･　増照　コ1理解口増nl柴　局

番　　　　　　　　　　　　　　　　岸

Y怖14悪寒理容既罷棋哩畔憧i朴r11恕宙中林搾



世
買
-
擬
覧
l
壷
 

苛
等
 
騨
韓
 
亅
ｨ
�
"
縒
�

ゼ増川 瞥簾1 置7) 正男 倚ｸ�8�r�

二
言
÷
善
幸
一
三
 劔
∫
 ∫
 J 

《
増
川
 
凾
ｭ
 
�
�
 

q
蒔
d
E
政
船
冨
岸
.
1
,
3
 
�
1
0
 
川
 

匠
且
 
刳
ｹ
 

榊
証
7
,
1
,
,
 
剿
g
"
�
 

皿
,
改
称
冨
爵
盗
塁
.
o
R
J
'
 

l
朋
川
H
o
 

♯
埠
齢
冨
岸
;
,
7
)
!
(
'
 

選
句
 
�
1
川
 

く 韓1呈 】0 剪�

-
ノ
ミ
ざ
亡
ナ
亡
だ
!
F
E
-
:
■
~
~
~
　
　
L
 
▲
¶
F
t
r
ー
t
F
■
■
■
■
一
.
.
.
.
-
.
 
I
.
･
_
-
■
■
L
_
1
■
■

岩
　
U
 
l
田
　
串
1
-
　
騒
　
串

≡
_
-
_
;
 
_
;
-
≡

7
7
′
0
抑

I
l
'
即
且

7
1
'
有
朋

7
)
m
O
]
丁

瀬
僻
を
'
ぜ
凝
加
味
ヒ
ト
州
原
督
産
晋
何
百
笹
鮮
輔
母
車
首
藤
潜
u
H
馴
E
e
i
(
郎
虫
ヒ
缶
小

輩
等
ヒ
森
ト
r
o
瞥
削
7
'
E
I
せ
墓
相
堤
肯
ヒ
当
J
酔
J
へ
欄
車
猫
G
l
賓
合
せ
巾
t
i
寵
砧
哨
潜
心
恩
械
｣
i
二
r
Q
･
1
名
相

醐
轡
だ
変
態
E
E
輔
十
細
別
心
琳
J
L
i
r
o
J
昏
鴫
J
i
J
′
嘩
嘩
望
柴
髄
Z
=
削
細
瑞
糧
e
J
百
村
如
け

磐
剛
J
堪
畠
世
辞
e
仮
借
'
<
E
I
哨
'
e
)
耕
渡
瀬
　
帽
罷
E
I
杜
棋
)

船
'
三
染
′
離
党
′
感
帥
舶
標
雛
軌
納
国
野
硝
〕
J
帽
第
-
d
o
柑
轄
加
姫
路
富
馳
三
年
】
相
即
(
直
轄
配
舶

q
u
£
i
i
r
o
射
撃
リ
t
!
枇
｣
小
寺
如
-
純
綿
如
巾
-
p
ふ
じ
ぐ
ニ
t
J
j
j
射
す
W
約
I
T
J
硝
蛾
｣
帽
だ
J
i
l
｡
)

0佃叩　=　HHH

レfif=TR.BZl



岨
　
　
　
　
　
　
　
野

拓
密
拒
'
儲
三
冠
'
J
l
蟹
琵

そ
　
蟹
　
敵
　
地
　
昧

態

=
一
　
　
　
　
幸
　
　
　
　
轄

盤
　
　
　
叫
　
　
　
i
E

正
否
4
=
費
斡

7
増
e
r牒
　
　
　
　
封

蟹
　
可
♯
　
哩
　
可
<
　
長
.
請

了
:二
二
三
二
;

七
･
0
0

芋
望
:23f T芸
去
:7言
孟

N
･
舶
Ⅰ
　
　
　
田
貞
′
1
1
j
!

-~__ニ
　
ー

三
…
〒
こ
こ

一
二
_=幸
二
:≡

1
l
Z
1
7
･
く
刊
　
　
　
　
相
即
姉
　
　
　
　
　
川
j
!
F
　
　
　
　
1
7
ギ
1
　
　
1
 
0

≡
:
∫
:
=
　
二
三
_
　
≡
 
.
-
_
-
 
:
三
･
~
モ

舵10く榊HHTi

柑
･
馴

川
･
i
7
1

1
り
1
･
糾

〇
･
O
K

O
･
0
1
1

Tり
く
ギ
･朋

川
咽
1
1

(17･1771

川
･く
七

1
1
0
1
1
p
削
7
1
1

1
0
1
′
く
く
1
1

I
l
l
(
'
刑
ギ

1
 
1
1
く
'
E
O
～

朋
'
E
l
l
く

己
:..['講
は

川
《
′
E馴

朋
′
朋
177

-'∴
‥
l

平
岩
:冨
…
i　
諾
了
;717'T

1
7
L
r
即
1
1

日
川
'0馴

1
1
剛
'
0
く
,
,
i

l
l
東
1
0
旦

1朋
′
1佃
ギ

H
E
′
0
く
0

7
 
1
0
一
く
0
7

‡
0′
1100

芋
…
:<Rミ
i　
慧
言
…
?

1
く
.
0
7
り
1
　
m
R

鯨
1
1
輯
　
駐
鰻
樹
感
光
零
俄
幹
噺
家

1七
′
11朋

I
l
l
｢
絹
く
7
1

1 117)(lll

a
'
4
川
i
:

1
1
'
稚
く

二∵

ほ
て
K
i
(

‡
'く
"掴

1
畑
r
j
(
0
哨

1
紹
'
椛
O

T
 
0
-
0
‡
く

:
 
I
:
-
_
=
=
:

く
ギ
!
　
　
付
く
《
0

_-I -= _==

l
輔
弼

室

数.軌染獣医畠

姫

IJL嘘壇

雲脚買r]]寮費熊

担nf d n件耕怖解　皆境

. Ill u

　　　ニ＼

E, 'J
慎経常仙嘩巾媒錯鮮≡憧

零閉山

. rtJ.

　　　　　　

E{,

辞有琳拒時腔姫節培姫栂姫賠壁聴姫軽姫

=

　

EzI I

　

=･=

　レ

t y

へ　

O EZL

　ノー　

I HH FiZ]

　

J

ヽ　レ

f=

所出　

1f a-

刀

･

ノ＼　

O I

iF=

山川　

q-.uH I

　

=

　

l

且　

F521

　ノ

t I

　

=

　

dm JH

　…　佃叫　佃

H uH

　

1

　

-

　

dm yf=IE

mmm=

川

=

川

P==I I L=m==I I lee

0

　嘘

H.=

　

=

　

Jf l･dm

　ノト　

0

　γ八　〇　レ

f Jq FiZT O

　

1 -

日

･:

､

べ　

(U

　佃り　田

r l･q･

　

-

　

=

　

J

≠　

uH

　

=

　

JH nU 0 Jn

リ　

=

　叶も

-

　　

=

　

nU II･1-

　

1-

　

=

　　

-

′　　　　′

hA II

Y海容Rl鍵敢望外Y媒忘韻al Erd散巳船堀増媒暦i朴コZ恕恕

田.起穀.　　コⅠ缶迩E(賠暫特軸　喋洞　r77ELa騎Jj増　r]7

粒　　　時

宜　　　　▲常餐

蕗仰

･W

　　　

..a

併　　　　嘩

Ill (l'

　　　　　

rJL

姫帯桓軽琵･qi碇昏止L壁賠姫桓姫や拒串埠姫姫や培拒培粒

S郎m棚eび鎌順　j　桝舵即馴朋

1

日川　

=

　　

-･

川　　　　　　

.:

　一

1

　　　　

uHH I

′

由叩‥

1

　

-

　

-

　

Ezt

　ノ＼　

yf=HH p･

ノ＼

=　　ノ＼.佃H J≠　ノ＼.はH　血T r7i　山川　0

∫./　JF

朋馴船~叫ー川.謁当欄.謂佃

▼一　ノヽ　

-

　

･I dm lJH l tiZ]

　∩

)

　　　　

l I-

■　　　′

0

　¶

T

　』

-q･

　

-

　　

=

　

Hwm HH

　

=

　　

=

ハ

U L･^

　

-

　

･.,i.mJ I t7･･･tJ=･. ･LJ

　一

J

7..1dm I

　川　

=

　山川　

Ed y

≠ ′　　　　　　　　　　　　　　　　　′

き

1

一

I･T･h･IIpl.,

胤州別珊耶



I
 
l
<
l
く

二
_7_二
1二
竺

=

姐
　
　
　
暫
　
　
　
定
　
　
　
舟
　
　
　
　
運

血
　
培
　
中
計
　
哩

11r絹
く
7り

11一
く
舶

訂
ギ
即
J

E
'
く
0
1
1
J

1
 
E
'
柑
0

く
F
　
　
　
　
川
一
i
は
H
J

皿
　
霜
　
冊
】
皿
諒
皿
普
牌

1
"
0
7
.
L
'
脚
j

(
口
)
観
照
牌
慮
壁
轟
　
E
q
藁

1
哨
4
3

1
1
1
L
　
　
　
1
1
1

惑
　
　
　
匿

熊
　
　
　
田

慣
礎
姫
'
挫
諜
旨
7

箭
　
　
　
コ

娘
1
1
輯
　
駐
噴
樹
感
堪
宰
偽
称
淑
罷

i(
+

哩tr.

月

T

　¶

T

　ノ＼　く　

EiZE

　』

T

II I.bm

り　レ▲八

′　　　　　　　　　一

V

　

:.

‖　

0

　

0

　

1dHH

q-.q=

ノ＼　

V EiZI Big

II

　　　　

.HU hJJ

′　　　　′

..･=　厨

0 umH gn yf=:

　

:

　

EB

I.'･7..TT. I-∴二

LI1.号や腔TqJ..ql,

!.'JJ.

　　　

{,rj

柴　　点前　　域

岸　　　　現

+/･掛擢Zjl窒YI

JIノ
*
監
存
幽
ER

V

≠　仙川　

tjHH 0 0 O

　川

ノヽ　け≠　

ytn V

　

:

　

dH Vt

...=
　叫
･EI a･ ~L~=. TijT

讃川

｢J

刊

~

召州川

召州川

-

　　　

=

　　　

-

　　州リ　

0

　

0

　

1

一≠　

q-

　

o o o o I

niT　柵琳葵細姫

′

u南嫉妬fJg姑

三　　　

･W

潜噂　静執,掛梁

.rPr

粧せIIL塩密

恋い転

lせ趨蕃′r/要相宿fT]

=　=　山川　-.ー川...帆.~‖~別~当別1m｣Mlmlm

O 0 o l I

fij]

　

･l I

′
0　ノ＼

州

H liz)

　

:

　州川　

q-

　く　

yn TB.1.~

∬矧

Z･F

　く　　　　　

l

nU

′

=日　日..･川T州1=.Iq･ L.斗~叫‥1.Ji/..fT=

.‖-　Ei;

』7

-

　

.PIT.Ill.-I I TR.I I JF

　

.EL.

　

-

ノ＼　0

ノ＼　　　-

′

0

　♪八　

Ri]

FIA
　
'1.-.tE]rLf Hmmり　　=　　　　=

-

　血

T nU yh

レ

F=

　

O a-

　

yh

　か

･

:

　

IIT I

(U V

≠　∩

)

ノ＼　

V

　

:

　

qF Fi2T

■
0

　　

=

　　

T Ji

　

:

=

　　

O I l1

.JH 0 pI.uH 0 :

　

qi

0 ∫
=

　　

EZE

　

:

　』

T EiZ1

-.(E

　

,lT

　

_I l_

′
tJM.日日　　=　　II　(U

yn II

　

･-.

　

l lI

.17

　

-I

t
一mり　　…　　り州り　mT　ノ＼

..LE･r 

～

′
:　』T　ノ＼　コ弔　　=

iF　ノ＼

0 ′

く　ー　

0

　はり

.

日

.

〇　ノ＼　

-

　

dH dM J

用

』

T rV V

≠　

Vn hZl

ノヽ　0　ノ＼　Ez]　レf=tJM　佃叫-Mり　1--日

J7F UMH Fill I

一

F

　ノ＼　

0

　

:

I.･L･

　旦

yh

　ノ＼　

HH V

も　

EiZB

』T.川川.VfE MH　はm

O

　

.V

　　

=

　　¶

T

　巴

姫. (IJI Ellr韓

=i.〟

_.CJ.,

　　　　　　芯

Er　　需輔弼慣　皆能登

"'･ '''･ LZ'･ I:.I r]ri･'･ rZ'･ r;.･ rLfJ]･ rJ4品.. ･. ,.T.:.Z '1)･ r1.I rJ･‥1'･:I rl･･ rL'

･1ju

韓臨N

印紳輔

寂.骨　ff7

喋錯綜IJr隈d]哨感T



E
I
 
E
E
　
培
　
粒

跡
　
柴

LJ

E　†≡

姫

忘
　
　
　
t
n
,
　
　
賠

基
　
　
密
　
　
海

空
　
　
　
皆
　
　
　
暗

g
 
k
-
　
　
i
E

E
:
　
･
:
:
.
:
　
i
三

蕪
　
爵
　
三
　
i
E

i
:
　
.
=
I
 
i
=

哩
　
　
糊
　
　
　
姫

D
j
(
　
　
　
　
　
　
姫

;
望
　
　
　
ユ
　
　
　
位

F
一
　
　
　
軍
　
　
　
培

林
　
　
　
蹄
　
　
　
姫

-
=
　
　
　
E
I
 
i
S

鮎
　
　
　
班
　
　
　
福

留
　
　
コ
　
　
　
培

(
｢
　
柴
　
　
特

称
　
蒔
　
境
　
港

三
上
L:

S
･
ご
l

川
…
l
　
謡
,
去
三

l
j
e
　
　
　
　
川

絹
　
　
　
　
E
F
　
　
　
†

川
　
　
　
　
虹

0
　
　
　
1
1
L

l

1
K
■
　
　
　
E
i
e

O
r
　
　
　
　
8
:
　
　
　
7
1
1

矧
　
　
　
　
東

E
】
　
1
T
i
 
i
(
1
　
　
柑

こ

1
.
～
)
　
　
l
く

珊
　
　
　
瑚
　
　
　
削

‖
.
l
l
 
;
.
7
1
 
.
1

午
,
 
l
t
T
I
司

絹
J
　
　
　
町
　
　
　
1
:
　
　
　
H
r
 
0

(
く
)

軌
　
範

-
=
　
　
　
箪

解
　
　
　
放

雷
　
　
　
≡
　
　
　
控

純
　
　
　
忠
　
　
　
嬉

僅
増
殖
′
吐
楳
疑
l
第

第
　
　
　
ユ
　
　
　
姫

i
f
 
t
l
 
i
=

林
　
野
　
-
:
:
-
:
　
モ

唄
　
　
　
罵
　
　
　
培

t
L
　
　
　
鞘
　
　
　
特

撰
　
　
　
峠
　
　
　
塵

観
照
牌
堪
　
皆
匹
宗
(
鞘
甜
)

t
7
　
　
　
選
　
　
　
句
;
:
　
　
砧

血
i
l
-
~
褒
~
~
-
i
く

肘
　
掛
程
i
C

L
i
]
r
q
,
　
　
i
J
　
　
　
解

5',J訂
慧
官
等

醸
1
1
輯
　
宙
密
1
討
層
髄
零
鳴
朴
解
症

ET]敢

レ

tn

　

=

　　

nU

　　

=

　　

nu uf

EiZI

　何

i]

　

EZ]

　

dm

　ノ＼

･-

　　

(

∪　　

=

nL E=u

I 17

　

.-

　

--

mN
ー
q･

山川　¶

T J571

　　

-

m7

=

　

･-･dm

日　月

･nu o~

り川

I EiA II

I.

‖　州叫　

V

≠　

E5ZI

　

1

　

1

　レ≠捕れ　I EZL V

入　

q･

　

=

　

(u Fill

Ei2I1

旧-･I lIく~Jぐ.d.乱｢･;･T r;-

I仙山

レ≠　

EiE EiZI 0

dmH nU

　♪

h Eij9

　川　

I

E

Fz1

　

117

　　

=

　　

:

¶

T qi rV

か州山　.-

-

　』

7

　川　ノ＼　く　絹　¶

T

【且

-

　ノ＼　

]5ZL F521

　

0

　〇一

f Hn nU EzJ･iE

』

7

　

-･-

窒噂　掛軌
′

姫 ′

暗　蛍IlE櫨密

蜜篇

東海闇.fJ票輔罵

寵姫態rjLF

′
雷　　　　墜

桓丁　蹄･Bf笹･Bf粒止!

･_ I.E-.EE

　一

F

　

(LL qf

V

も　

=

　

.=

　

I;

～

 1

ノ＼　

EZ1

　

7EE EZ]

　

･1

--

　

II

　川　

7EE I

･UH y<

　

-

　

y

八　川　

=

　

0

　く　

-

　ノ＼　

nU nU

　山川　

yn.:

　

EiZl

　ノ＼

.-.{

　

=

　

=

　　　　

1

　　　　

-.I.---

　　　か

′
¶7

緒~謁.ぺ川Jn K H tく欄鵬V.仰⊥

γ八.:　く　川

75

　

1

　

.

日〓

nU.:

　

qE･I･-

　　

=

州り　I qE　8-0･1　0　0　nu　山川　:TW･:

CiZt

　

-

　¶

T dmH･-

　ハ

U

　

=

　

l･O dHH

　

0

　

0

　

0

　

:

　

1

　

0



尾床西明尼姫神大字四津措沼演静大晩甲両川構拭 ����

恰日芸冨須 ��

道島宮石塔路戸津LLl'韓放､垣阜僻井時漬 ��

田市雷冨賀 ��

市市市布古市市市市布市郡市市郡市市市市浦古市 �b�

至自 午午事 後前 _J_⊥ ′ヽ′ヽ 時時故 l 至宝hFf 

四一七1九 

lL三三三重呂宝==喜宍≡空き三宝実美宝空皇 

(
二
)
　
交
通
事
故
件
数

路
面
状
態
及
び
周
明
状
態
別

〔
昭
和
四
年
)

啓
二
篇

街
路
交
通
哉
制
参
考
賓
料



H(17

既
　
　
　
罫
　
　
　
#
　
　
　
礎

醐
匡
l樫
可
一
意
雪
一
室
祭
器
㌔

一
考
妄
　
d
,
Y
=
 
-
-

そ
単
軌
嫉
熊

襲
≡
敵
船
畔

脚
窪
粒
'
蜜
買

蚕転
培
軌
擬
餌

(
省
)
尉
周
防
慮
壁
轟
　
居
塞
器
輩
毒
(
皆
苗
甜
)

鯨
11煉
　
駐
盛
]封
磨
准
貢
鶴
掛
醇
寮

ひれ　

q-liz)

　

:

　山川　

I 0 qi J52I 0 I dm EiZT tdH

　

0

　絹　

=

　

Ez]

　川　山川　

1-

　

I

.Li II.1j I･

叫　

E53

　

-

　

O ZvE･I 

～

 p･

く　

EZl I V

　田】　

=

　

0

　

0

　

11

　

0

-

榊佃捕

0.0..0.;

∃

｢

‖りく

ー叫

.

噛訂く

=-0

川舶

=o o=

一

-

欄耶

料
盟

厄
鰭

ノ＼　

V

■

n 0 0 dM I Ezl

　ハり　∩

U O

　一

I Ez]

　

nU

　　

=

　　

O l

　¶

T.:

　

0

　　

=

　

･I nU

=

　　

0

　

=

　

O EZJ

　く　絹　

=

　

q･1

　…　

V

≠　

-

　ノ＼　仙川　

=

　　

=

　　

-

　

｣HH 0 EiZF

　

0

-

　日　

-

　く　

JiZI EZ1

　

8

　』

T

　

=

　

I EZI EZt

　く　

0

　く　

I q-

　

-

　ノト

･=

　ノ＼　γ

'

-

　　

11=

　

-

　　　　　

=

　　

1

　

-

　州

H dm･-

　山川　ノ＼　

Eq lI I

　』

T

　¶

T

　川　

｣uH

　川　

1

　

1

サ

日日　　0
相　即

.=

吋　

0

　

0=

附　

q.=I I1

譲叫

r

.LF JF EiZ]

　

1-1

日　り

HH

　

:

　

0

　

･-

　

.

～

 lH

川　

Ez)

　　

-

=

　　

.umH II EiZr I

pLF JF EiZ]

　　山川

H UHH

桐　山　

=I

　

3.F=

1.-

　　』

7

川
~.I ~nrOllro ~｢o ~
川
｣

rLf TLL:

　

:

　

0

　

:

　

EiZt

o ld.dIaTTToToToT

〓　川

H I10

　

00

叫

0

　

00

一閃ー

;0

　

1

　〇一は絹　

i

U I.
一
｢
州
=.d~
川
~=~-. ~~
討
TAi. ~
吋
~
叶ノ
1.｢U｣.T.i.E
　心

帆

.

謁

L

血‥州

｣

悶t o U川くEq州耶川駅　l　引網m H一榊一糾順一

o

榊

H o

佃順

o o o J o o0 OJ.･=:;　0.3 I.-.J

EZI L.
山
UIJuLr
什叶
~
討
｣J
刊
1fIv...
叫
｣
什
U｢3hf Iq-Tq･ i

=

　　

FiZl

　血

T I BZ]

　

:

　皿

T dM

　　

=

　　

-

　　

=

　　

EiZI

　』

T FiZl

　

:

　　

-

恒蝶　姫姫桓時帝姫帝位姫軽

い

.(

　　　　

._.

　　　　　　　　　

･tTj

膚静nld如T.蒜練達叫田町

哩

-

　韓　　　　　　匿

桓暗晦　聴潅駐

醤

17:t監官
省ハ

熊陛旨iLE単称唄･)=憧d]薗潔聴寵姫Bt駐韓牡

耶朋K相川代印耶耶粥川川は　l　刑朋郎

..I-...･

卜訂

=

叫

.5.=

㌦

olo o o o

〇一

I o o

〇一

o I

ITTTI.

　

rl-1

い

_.｣

ー

--

　　　　　　　　　　　　　

-

　　　　　　　　　　　　

.7__

　　

_

　

_

絹関川

=1-

東

0

　日　

t=0-Oho i

Jr.南.誼.町TtJ I..i.≡;｡=.0.再..IJI･-It p. llT.eII

川判別〓

10

絹

m

細　

L

　且

a H 

～

 l

　欄　

J

l且

+/

棚朋ほほ仙川朋馴V=.｢.川当 』

T

　

･･1

日刷

1~｢

詞

I E7･･-

o

別状朋

-

絹

10

糾　

1

　

0

　

0~o ~j

llT

岨町

..

‖川

~=

　皿

T dH.~

や

J

廿

山川　

=.=

　く　

11<

　‖　

-

0

　　

-

　　

EiZ]

　

yF=

　ノヽ　

l Fill

II;

　

.HH rl T hA IJ:-

　邑　　

JL/

.=

　　』

7

姫培睦　培培桓娃　晦

敢　E(　賠　皆　将帥　蛋　鎗　tj　喝　f]]

lj　意基　礎　冨　紅　i　抄　r71　出超

h

ト

.i

一一

特権粒桓駐冶

{..][

･rt･ ,･..:::..1ェ;:'TJ:

･[/‥帖,ir. 1,J. -:.[1　31r I(　り｢



く
g
r

(
(
)
桝
堀
蹄
堪
替
轟
　
鍵
朝
歯
魂
宗
(
鞘
甜
)

国
軍
 
俛
�
�
y
}
F
⑨
ｶ
9
.
�
�
蟹
盤
鶴
表
1
-
普
-
 
剪
ﾟ
榊
J
l
 
丶
8
ﾇ
X
8
ｩ
?
ｨ
敢
�
ﾇ
異
�
�

東
蜜
准
 
趨
恕
抵
'
噂
恩
義
'
J
l
 
琴
宥
 
�
�
ﾂ
�
�
ﾂ
�
�
ﾂ
�
8
B
�
�
�
�
�
?
｢
�
ー
l
l
E
O
 
�
0
 
0
 
f
 
e
 
i
 
0
 
ギ
 
免
�
�
�
t
R
�
*
ﾒ
�
�
r
�
]
�
�
剛
 

0
0
 
劔
一
閃
 
i
 
7
糊
 
0
 

て
哲
敵
船
蹄
 
刄
�
 
�
�
�

賓
≡
政
略
軒
 
凵
[
川
ー
】
 

蛾
腐
姫
'
感
冒
有
 
�
1
0
 

最
盛
曲
磁
蹄
 
�
0
0
 
劔
 

和
迩
姫
 
�
1
!
I
l
T
 
劔
E
 

鯨
‖
鍵
　
定
盤
樹
感
光
萎
偽
称
樹
茶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
絹

0

　

0

　

nU 0 nU

　

0

　

(U 0 0 0 0 0 O

　

1

　

0

　∩

)

　

0

　∩

U

　∩〕　』

-

　

nU nU

　

0

0

　

0

　

-

　

O nU

　

-

　叫　

0

　

0

　

0

　

0

　

0o ESZl

　

(U 0 0 I 0-

　　

TZHH 0 nU

EzI I r

へ　

uH

　…　

II J

ヽ　ノ＼　

FiZl

　ノ＼　

0

　

:

　ノ＼　』

-.:

　ノ＼　』

T H

円　山

HH tlH

り　

ql dH

　

=

､

東

.LF EiZt yh 1 II

　山川　

:

　

:

　

Ez]

　

q-

　

-

　

EiZr

　

7EE=:

　

-

　

E

且　日日　

Il Yn l

　山川

･:

-

　　

-A.

　

:

′



選
相
磯
砂
塵
辞
節
抽
寧
寄
　
掛
L戦

0
4
執
吋
r
y
･
 
r
Y
r
4
,
愉
㌣
知
t
l
q
碑
為
o
J
h
T
摘
桝
対
芹
o
･
良
守
吋
電
D
.
せ
紬

(
食
品
蛍
削
　
望
東
商
蒼
顔
　
蝉
章
罪
朝
敵
撞
(
丁
)

l
　
　
　
　
~
｢
-
~
~
 
l
　
　
~
~
~
~
　
　
　
　
　
　
l
一
一
一
一
　
　
　
-
~
~
　
.
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
.
　
　
　
　
　
　
　
　
-
.
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
_
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
_
-
_
_
_
_

.
.
f
f
 
l
'

ヰ
二
二
二
二
言
:
二
二
二
=
=
-
I
J
二
一
m
-
.
I
 
･
-
-
　
.
 
､
9
　
-
-
-
-
p
　
一
一
･
-
､
･
 
･
･
　
　
一
､
､
_
.
-
-
-
_
.
_
_
一
山
ー
_
-

蕊



T
i
(
<

貢
桓
静
1肘
蛸
匡
恒
常
再
蓉
晋
恒
牌
恒
卓

-
∴
ニ
■
■

一
一
■
七
二
J
+
r
L
`
~

.:三
l,

ll.I

‡

lld

l
l哨

∴‡
藍

川‡絹
く

川

下

-
　
~
-
　
■
　
■
　
■
　
_

r
　
　
　
　
~
■
'
t
W

相

場ll

川

7JJ

川

畔定額姫粒

÷
　
蜜
　
赴
I
X
罠

等
　
≡
　
軌
　
範

匿
　
　
　
腔

恕
　
　
　
姫

Q
g
鞘
静
1
範

コ
　
　
　
姫

t
n
t
　
　
　
姫姫腔姫壁拒

鯨
7
1
輯
　
定
盤
1
8
(
輔
車
琵
愉
掛
蹴
蛮

EEZI Ez]

　

0

　

0

　

nU 0 0 nU

　

0

　

=

　

I 0 0 nU

　¶

T 0 0 nU 0 O

　ハ

U 0.

切り

11

　

:

　

Ez]

　

O I

　山川　

O h<

　

O FiZl

　

:

　

yt

　　

=

　　

0

　

:

　

Gt･

　

yh EZZ I

　

--

　』

T

　

:

　

:

ノ＼

′

q V

l

　叫　

0

　

0

　

--

　

:

　

-

　

I y

下　

I Zq<

　

EzI 0 l-

　ノヽ　…　

EzI I I

　川　γ≠　

=

　

:

Ezl

nu o 0 0 0 0 0 nU

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　　

-

　　

0

　ハ

U 0 0 n)

　∩

V nU 0

.ZZ=

1

　

0

　

0

　∩

)

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

　

0

…　　

0

　　

=

　

.:

　

0

　

0

　　

-

　　

0

　

0

　　

-

　

0

　

=

　

0

　

0

　　

=

　　

=

　　

EjZ)

　

>_

　

EZ(

　川　

dM lI

　仙川

ノ＼

日.0 -ll..0.0...0 i..0 ~~o ~~川~o ~~山~jJ川1笥J川川｢rl t引｣川川

um I

　

--

　

0

　り

HH

　

=

　

I 

～

 nU

　

0

　

1 1

日　

q-

　

EZ)

　

E7･EEJ TM

　

､U H..TI;

　

.M

川

H EE71

　

:

l l

　

:

　　　　　

Ezl

　

:

　

l EiZI

V V V V VV V V

判~矧~- ~~=~川~1 1.=柑v JiZl a.1 0絹順　l　附肘.=EiZ1　0日且　V

柿

貢
ぎ

′
姫.
漂
抑

EZ
軌…仙群班

培

如

rLf耕怖#

h@　rl]紫諾熊

_ ;

一一　‥

J

{, I.1
憧旨省外哨J,媒憧

IPI Ill.IrIJ.辞trii桂岸

壁　　　

_.a

併　　　埋

壁中潮,恕故.

止什　　　　止叫

匿　　　

.

常

計蜜《韓班堤壌



茸
他
職
敬
重
顛
静
糊
訴
苛
　
立
削
l部

=
-
;
≡
:
_
-
-
:
‡
享
≡
‡
‡
三
-

_
｣
中
藤
か
&
沸
巌
T
T
.
塀
軸
奇
特

t
i
.
　
弘

8
半
田
営
空
欄
勘
鞘
薯
璃
慧
慧

ゆ
　
曲
　
o
J
　
か
　
)
拝
+
尚
　
T
.
　
m

o
ヰ
沖
ゆ
付
辞
朝
潮
番
t
D
塑
皿
｡
て
滑

石
づ
8
㌢
小
戦
e
)
弾
幕
辞
齢
-
｢
う
昏
J
r
l
J
伊
r
J
8
e
-
c
N
A
労
E
B
L
,
小
O
T
袖
叫
冨
淘
…
T
摘
r
-
o
･
ヰ
南
T
消
雪
7
1
番
昂
鮒
阜

(
舶
曽
削
　
空
国
籍
　
曹
串
辞
朝
冊
蟹
田
(
+
)

■

O
r
ナ
l

●

∩ ) 　 ∩ ) I - 　 O  r 7 7 Z r  n U 　 0 　 0 ･ ･ - 　 ∩ リ 　 ー 　 0 　 0 　 0

札

0 　 0 　 冒 　 ヽ ′

o  R 止 　 れ 　 O  E E 止 　 山 川 ･ ･ 打 　 ‖ t d  H い ･ - 　 P p 　 0 - - 　 n U

E 皿

- 1 ･ -

　

- 1

　 ≠

F

印 川 ■

- -

　 ▲ ‖ い 　

R

岨

E E g .

日 日 　

I ･ ･ -

　

1

; - . . - -

伝

-

廿

-

加

r L

旧

r L

廿

. i

ー 　 O J O T O

E f J

O

　 的 　

=

　 　

1

　

0 0

　

0

　

n U

　 河 山 　

0

　

n U  O

　

･ ･ -

0  O  O

　

:

　

O  O

　

･ ･ -

0 　 日 〓 0 　 日 い 　

1

　

0

　

n U .

日 日

･ ･ ･ - ･ -

　

0

　

0

n U

　

.

川 　 　

=

u ォ 　 0 - - . 日 い 　 甘 1 　 恥 　 0 　 : 　 H H  0  E g  O ･ - 　 0

0

　

0

　

0

　

0

　 山 田

･ ･ - -

　

-

　

n U  n U  0 .

‖ い

･ -

0 　 向 山 ･ ･ 1 　 0 　 * 　 0 . : 　 o

0 　 ≠ 爪 　 0 ･ ･ 1 　 n U

ー _ _ 旧 卜 0

0 　 何 句 - - 　 0 　 0

0 　 日 ≠ 4 　 臥 . ≠ r

~ I  R

皿 　 川 　

. I  H

い 　 　 　

- -

　 　

･ ･ ･ -

　 ⊥

u . t j

O 　 ゝ r  E g 　 : 　 ⊥ 打 　 … 　 o ･ 打 ･ 1 　 n U  u J

ヽ

･

　

-

　 　

:

　

L L L  , . 1

　

J ] .

b i l

　 ～ 　 ヽ ′ 　

n u

　 的

.

o  l U  0  H _  ~

　

0

　

0

　

0

　 比

r ･ -

　

1 ･ ･ -

　

n U  A U  M M

辞 や ヰ 謬 指 l u S 副 旗 融 解 曽 瑞 g J f E 帯 苦 汁 竹 冠 碑 訊 端 j C 罪 q T 鼠

; I l

　 　 　 　 　 　 　 　

: ] ･ .

　 　 　 　

: ' L L ･ [ ]

相 　 識 【 亡 取 口 貨 f L r 　 践 辞 　 的 剖 覇 顕 F 3 寄 L J J 　 　 　 等 再 臨 由 毎 #

I : I ,

　 　 　 　 　 　

I T r  I " l r J  ･

計 . r l , . f r T 甲 , r J . T r l i + . f I r f J . ･ r f I ･ L r f ･ . T f r h ･ ･ ' 7 J  ･ 7 r i r I J  ･ ･ r 可 読 ･ r f J  ･ ･ F f J  A - ( 7 7 ･ . T f ･ . h ･ 7 T f ･ . h ･ ⊥ )  ･ ･ . F ･ . F

知 牌 堂 　 　 P  t L L 諭 帝 国

. A . I . (
　
. i .  I ;

訴 鞄 菰

功

筋 憩 噂 . 噸

罪

科 B r J 餅

当 鼠 鞭 静 瀬 l L f 望 桝 f J ･



(
a
)
桝
璽
蹄
弱
鴬
嬢
糎
轟
　
鮮
麗
買
(
R
h
E
岸
監
郎

1
4
川

醜
1
1
蝶
　
駐
璃
僻
,
%
米
軍
他
称
桝
罷

叩州甲相当ヨ

gn.Lf

　　　

1-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヽ

f

　

: ~

α

~d o･:=K

　

=

　叫　　　　

I JEZJ

　　

0

　

:

　

0

　

=

　

I E 0 I I

'i.

=

　　

1-

ー川

｢

　

WZ]

　

:

　

yn I

　

:

　

0

　

1-1

叫

.MH I Fi21

3･fn Ezl

.I rL.

EEZJ g E O

　川

EZr O

　日日　

=

　

-

　

:

　

q.EZZ y<

　ノ＼

.

叩　

-

　州り　

Bv=

刀

･-

　

hE I

　佃叫　

-

　

-

　

dH

　

=

　川　

0

日

R.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

qF

.

日　田　山川　

0

　

-

　州り　

:

　

0

　

0

　レヽ　山川　

=

　

F7-VtE

　

0

　

1-1

日　

I M

川　山川　

=

　

h<

　

dm FiZ]

　

I 1

h7I

　

･･1

　

---

qi･1

日
｣
川
~.-.･1･ I.0167-
甘　
3...,u~=
　ギ
..0..q･ ~=.T..EE7)Iq.i-r-｢
州
｢･m if=..FmTI1.0...t

V

　　

:

　　

II

′

lU

　

:

　

=

　

1-

　

-

　日り　

dm 

～

 dM

　

:

　ノ＼　

:

　く　【且　と

n dH

　山川　山川　打

[

　叫　』

･

山川　

-

　

:

　

q･

如　仰

-=I H

　　

=1

　　

1

　　　　　

-

く

=-

′

･;JIリ川川1山川1.ーJ ~刊川1山UNl血判.JUlノー＼~叫tn｢ヨ1訂-I:~笥引1割1.-mJ.･;I:-

朋

m I 0-

yn

　く　　

=

　　ノ＼　

bZl

一

皿

7

　可

Z]

　

O E521

　

1

日川　州

H EHI V dH

　

=

　

0

　

0

　日

M･-･

　

=

　

87

:

　

II

　

:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

l O

く　

EiZI T I a.

　

dmJ qJ:

　

3.f=

　ノヽ　ノヽ　

0

　

uHH tdM

　絹　

:･I I EZT I

一　レ人　血

7

　ノ＼　

1-

　

:

Vtn tq I I-

　　　　

I Vln

特や培桓姫趣軽姫冶腔姫栂潅琵埠駐SLft h世腔姫腔瞭胎特出什

Irf,

　　　　　　討

rZ]　d　　霞献峠放　　資#垂

帯慣

提単称増か媒笹塔ZIEほ卦

車
榊

中田′
姫
匿

TJ tJ ill.

頃
…慣

淫教.
_rJ1.
.常

世ut!. ,IrJ.氏

tpL (f]
三社d鱈　替　描

LJH. l･

BZI林Y雷婁　回　kfl



歴任高徳tLr　　　贋　　　兵紳蚊LH栃茨

兄　　　　　　　　　　　　　　　　奈

賀知島口　　　島　　　　庫　阜梨木城
島　　　　　　　　　　　　　　　　川

駄妹晩嚇願　　　麻　　　　魅腰掛願腺牒

替　替徳Lll宿呉尾庶尼　　紳　　　　尾

口

察　察島替山　道島崎　　　戸　　　　利

寮

部】部市薯市市布市市　　市I i l市】

軒亮英尾交
LlJ瞥通過

警察啓開
寮著寮備
男-君1
-　-煤

第
三
　
交
　
通
　
警
　
察

(
イ
)
　
交
通
警
察
の
組
織
権
限
　
(
昭
和
四
年
末
)

課

　

　

　

僻

　

　

-

　

　

設

　

備

　

員

　

数

二
｡
　
　
　
l
般
交
通
事
故
取
調
(
警
部
樹
〕
　
]
'
1
綬
交
通
整
理
(
巡
蚕
)
　
7

庶
務
係
｡
　
庶
務
(
交
通
)
係
二
'
秀
逸
専
務
1

保
安
課
｡
　
自
動
車
技
手
T
　
(
他
は
兼
任
)

保
安
課
長
-
地
方
替
硯
｡
菜
摘
係
(
交
通
警
察
全
般
'
区
別
せ
ず
)
四

保
安
課
長
-
警
戒
'
交
通
係
長
-
警
部
.
交
通
事
務
に
崩
す
る
倖
八

雲
課
交
漂
(
蛸
謂
紅
玉
舞
茸
鮪
帽
距
昭
蟹
鰭
票
軸
諏
如
轡
焔
か
謂
㌣

市
内
交
通
係
長
(
響
部
輔
)
二
､
同
(
避
査
部
長
〕
五
'
同
交
通
取
締
専
務
(
巡
査
)
六

九
(
内
'
薬
指
に
ェ
る
も
の
五
)

阪
神
国
道
及
び
管
内
一
般
交
通
に
臨
す
る
係
ニ

安
課
て
西
警
察
署
7
,
束
瞥
寮
者
】
T
字
品
瞥
寮
君
T

趣
査
部
長
】
｡
J
般
交
組
三
'
自
動
車
7
'
自
特
車
7
.
騨
取
締
二
'
外
i
九

交
通
専
務
〓
'
安
逸
事
務
六

保
安
課
'
交
通
係
三
｡
高
知
警
察
署
交
通
に
関
す
る
備
l

安
逸
昏
寮
は
普
温
瞥
寮
官
に
て
乗
れ
て
勤
務
'
特
設
L
i
1
る
も
り
無
し

保
安
課
o
自
動
車
に
関
す
る
係
Z
L
.
電
気
軌
道
に
隈
す
る
係
7

第
二
篇
　
街
路
交
通
統
制
参
考
資
料



1
 
1
3
1
く

(
J
l
)
三
=
J
　
　
樹
　
　
Q
　
　
顧
(
E
P
尋
e
I
冷
媒
)

唆
野
審
溶
岩
g
t
i
皆
岸
E
l
浄
解
題
t
l
龍
A
i
'
如
r
o
･
J
母
上
ぐ
4
,
罵
倒
社
町
出
如
慣
ト
o

▼
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
=

i
,
 
t
･
3

1
 
1
r
　
-
1
ー
　
　
-

｣
叫
㌣
~
モ
塩
鞠



名　田　済　南金構tIJlf.取高東都　仙　盛弘室

山　道　同前蘭i

信一
.し与室街

:節

尾　津　校　井揮賀潰京

草歩道歩
へ　　-一･一一一　･一一一

ヽ　　　ヽ　　ヽ　　　ヽ

一･･一　九六　五

四　くつ三　-
二二　九二二.　⊂⊃

I,Aて

五　　　　　　　　　　　　　　　　　四　_也

喜云F .票慧　　吉
日　O r ･ r　天覧1岩　f　空　o I o

_-Ill.

ヨこ.≡主九

: 'L･三':I l rl ･t

TL{

喜　r　% I　吉　まTlS iJE去1 71百

ど.I.1- l ,1-- ,T.て.-1.･.

J＼ rヽ1

⊂〕五　四

i Lこヨ　　-I-　･一　　　　一･･一･･一　三　′し　　　　　　･一一　　五

′ヽ　　三　　二二　　三ミ　′ヽ ･.一　三　⊂)　　　メヾ　九　　_..

豊　吉　宍　豊吉8笠竺　r　三三　B I ∫ I

轟

l
七
八

(

ハ

)

　

改

　

善

　

に

　

関

　

す

　

る

　

捷

　

案

カ
ー
ド
式
事
故
衰
制
定
に
関
す
る
蔑
見
島
署
の
提
轟

産
鬼
墓
に
於
て
は
大
軍
年
以
降
交
通
火
災
犯
雲
の
他
の
管
楽
事
故
三
事
件
妄
式
に
カ
ー
ド
を
作
成
し
必
要
事
項
を
記
入
保
存
L
あ
る
も
未
だ
不
充
分
な

る
盈
れ
ず
､
警
撃
の
弊
誓
故
に
対
し
細
密
な
る
統
計
資
料
を
材
量
段
と
し
て
細
部
に
捗
る
様
式
を
価
へ
-
カ
ー
ド
を
作
成
し
事
故
竪
生
の
都
度
取
故
者

に
於
て
蒋
細
に
記
入
す
る
環
流
足
し
置
′
､
必
要
あ
り
｡

第
四
　
街
　
路
　
統
　
計

へ
イ
)
　
延
長
､
面
積
､
勾
配
､
屈
曲
牛
径
及
び
街
燈
敦

(
昭
和
四
年
末
)

路

　

　

延

　

　

長

.

.

.

~

爪

T

#

山

戸
(
圃
腰
道
除
外
)1.1

三
｢
皇
五

男
､
宍
二

二
莞
'
蓋
一

三
〇
五
､
三
空

二
八
五
､
E
I
T
O

霊
'
(
栗

三
〇
〇
､
七
宝

三
五
喜
1
九

二
.
0
0
日
､
蓋
ニ

7
責
､
申
七
1

1
]
二
0
､
l
七
1

七
三
'
突
七

二
天
､
吾
六

一
七
〇
'
九
真

二
'
芙
九
､
芙
九

三
三
㌧
雷
六

六
四
'
九
四
四

五
'
]
豊

TPOi(1
三
〇

｢
四
宝

｢
空
二

言
､
E
O
l

.
二
八
二
､
莞
九

八
八
､
七
宝

四
'
ニ
0
0

1
'
〇
六
7

二
'
.
I
.
)

六
､
八
宍
i
 
A
P
三
三

車
道
虎
魚

横
断
勾
配

]
:
.

｣
1

三
.
{
/

屈
曲
部
車

道
中
心
線

最
短
中
経

(
栄
)

街
路
両
横

〔
平
方
釆
)

市

両

横

(
平
方
粁
)

hH∵

コ
"
0
(
'
空
二

三
〇
六
'
八
〇
六

九
蓋
､
0
0
0

｢
聖
二
､
苦
九

九
二
五
'
八
空

三
宝
J
L
L
E
三

九
三
､
三
富

弓
b
o
ヨ
宍

7
]
1
､
七
7
六
､
九
二
八

買
九
'
七
空

... =1.::1. I.. '1･ I. '=

第
二
篇
　
餌
格
安
退
校
御
参
考
襲
料

】七九



名　田　演　荊

首

尾　津　於　井

一･一　　二二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二.　　　フ1く

ヽ　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　ヽ

rq　　　　二三　　1.L.

ヨ乙　　　大　　　フ■て

Fq　　　大　　ノ~ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九　　二ニ　　　ー1-　　　　.=ニ　　Eす　　一一　　　⊂⊃　　･.･･-　　　′~し

重　宝　否l I l r　　完　言　責　　書　聖　実　益　莞　望

ここ　　　　四

二　　一･･一　　六　　　　二

ヽ　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

九　　′~し　　三　　　六　　四　　　九
一一ヒ　　ここ　　.=二　　　四　　′1ヽ　　　′｢､

⊂⊃　　九　　ノ1-　　　七　　九　　　四

ノ~ヽ　　　　′ヽ五　　　一ヒ　　　五　.=ニ

赤　岡　車

道　　　道

_TT　七　S.克! ^　二　〇

(
ロ
)

鋪
箕
の
種
類
別
延
長
､

面
積
及
び
耐
久
力

(
昭
和
四
年
末
)

表
中
'
耐
久
力
に
'

過
去
の
鯉
歯
先
は
推
定
に
ょ
る
耐
久
力
(
寿
命
U
を
示
す
.

横

　

須

　

賀

グ

ー

ソ

ナ

イ

下

､

ビ

チ

ユ

I

p

シ

ッ

ク

金

剛

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

プ
ロ
ヅ
〃
〔
人
活
U

勝

石

コ

ン

ク

Ⅴ

-

J

･

ア
r
(
フ
ア
ル
ト
塗
布

砕
石
道
(
草
道
)

捜
凝
土
方
塊
∩
港
道
)

ア
ス
フ
ア
ル
ー
塗
布

鎖
陣
講
(
草
道
)

T

t

 

y

ク

P

I

一

･

ブ

ロ
ッ
ク

簡

易

コ

y

ク

可

I

I

衝

　

　

　

　

　

　

易

y

I

i

･

･

ア

ス

プ

ア

〟
,
i

石

　

　

　

　

　

　

塊

煉

　

　

　

　

　

　

瓦

藍

青

　

マ

　

カ

ダ

　

ム

木

　

　

　

　

　

　

塊

コ

　

ン

ク

p

 

I

ト

･

タ

イ
ル
y

I

r

L

･

ア

ス

フ

ア

･U.I

タ

ー

ビ

ア

･

マ

カ

ダ

A

更
正

監
n
F
;

九
､
天
九

二
〇
､
八
〇
八

雷
､
ハ
E
二

五
､
1
.
八
凹

美
〇

七
〇
六

吾
C
)
､
聖
二

美
大
.
1
三
四

二
六
五
'
岩
七

B
.
宍
O

車

　

道

同同や;
I
.
t
F
,
a

A三
丁五三

四〇二〕三≡八

ワ

-

>

ナ

ィ

,

L

甘

チ

ユ
ー
P
y
タ
グ
簡
易

(
人
道
)

コ

ン

ク

p

l

,

L

ブ

ロ

ッ
ク
(
人
道
)

(
仙
亮
市
'
耐
久
力
は
鷹
時
補
修
を
施
す
も
の
と
L
t

的
小
な
る
箇
魔
に
関
す
る
分
を
鵜
ぐ
)

紐
凝
土
(
車
道
〕

ア
ス
フ
ア
ル
･
L
塗
布

砂
利
道
(
歩
道
)

簡
易
ア
ス
フ
ア
ル
･
L

コ

　

y

グ

p

 

I

.

i

ワ

　

ー

　

レ

　

ナ

･

T

 

I

木

　

　

　

　

　

　

現

コ

y

ク

p

I

t

平

板

計

一
､
望
〇

品
五

ア

ス

フ

ア

ル

ナ

コ

　

y

ク

v

 

I

下

セ

メ

y

ト

･

コ

ン

ク

可

,

･

r

L

第
二
篇
　
街
路
交
通
統
制
参
考
安
料

:I.::, 1,辻

二
､
吾
五

云
三
二
八
一

天
二

塁
､
六
九
四

三
二
'
一
九
四

九
九
､
二
三

T
突
､
(
≡

豊
'
吉
七

三
｢
九
〇
二

l
八
一

寮
馬
温
和
比
較

岩三



7
<
7
1

椿
姫
餌
J
増
　
額
極

《　　　遜

既
　
　
　
知

悼
　
　
展

鞍
　
　
　
部

与
　
　
等
　
'
将

n
　
一
　
兵
･
 
t
8
　
-
　
主

卜
小
-
1
与
.
･
 
'
!
-
T
t

ト
r
(
ト
ト
主
i
-

ト
t
=
ヽ
b

b
か
T
l
-
　
ケ
　
主
　
T
t

a
-
p
L
･
ト
T
(
ト
ト

主
ヰ

I
,
T
F
l
k
<
 
(
ト
ぺ
ト

ト
主
r
L
)

n
　
ゝ
　
h
　
>
　
_
 
,
i

ト
　
ぺ
ト
ト
　
主
,
i

キ
　
　
　
　
　
　
f
f

g
描
h
'
ト
ロ
へ
h

(
<
照
t
l
O
を
)

(
計
i
R
車
)

l
三
　
一
二
　
.
■
　
　
こ
-
t
　
　
こ
_
≡

(-A- )

h
 
T
t
　
,
L
　
　
ゝ

･..臣
…
諾

-
=
-
二
_
二
　
一
∴

≡
-
-
L
-
I
:
-
-
 
-
:
-
-
;
_

<lくす

h
r
(
ト
ト
主
,
L
′
繋
悼
'
≠
B

ト
へ
′
ト
b
払
ト
上
砂
吊
帝
溝

捕b
 
F
1
 
,
1
　
や
　
-

ト
K
ト
ト
主
ノ
I
r

h
コ
-
h
 
ら

剛
　
T
(
　
A
　
-
　
ゝ

r
l
　
缶

I
l
'
ギ
叫
　
　
γ
1
 
1
i
　
　
　
　
　
ギ
1
-
7
0

斑
I
窪
　
　
<
　
　
市(Jy
.
)捕TTTiJ

ー
り
Om川
rqT1 71'"Lr"'上

酬
l
純
綿
的
′
直
配
朗
顧
細
-
鮒
馴
騎
母
細
目
帥
靴
帥
J
e
｡
蟹
糾
合
鞘
紹
軸
哨
帥
J
分
鵬
〉
○

撃
軸
　
H
 
i
(
塵
姫
軍
謝
照
鱈
直
酎
～
S
蟹
甜
射
貫
(
瞥
岸
柑
=
仲
宿
削

(潔
密
栓
il媒
帯
缶
軸
.H蛸
　
だ
ヨ
茶
巾
垂
題
額
⊃

拡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

>
　
-
　
÷
ト
　
7
(
ト
ト
　
主
,
i

ト
r
(
ト
ト
主
A
 
r
l
 
h
も
　
声
　
-
　
ふ

特
　
-
　
t
p
　
ト
'
　
V
　
や
　
芸
h
　
可

U
　
へ
,
T
l
 
A
 
T
l
 
h
 
～
 
F
　
_
 
,
i

与
　
　
　
　
　
額
　
　
　
　
　
幅

特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

捕捕7
r

~
二
巨
:
-
 
:
-

ト
　
　
　
　
T
q
 
r
L
　
　
　
ト

ト
　
K
ト
　
ト
　
主
,
i
 
'
T
T
　
ロ
　
h
 
z
h

ト
　
T
t
　
ト
　
ト
　
主
　
+
　
原

D
　
　
≠
　
　
T
I
 
T
,
　
主
　
T
(

絹
　
　
薗
　
　
噂
　
　
耕

4
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
缶

牡

1
州
'
0
0
C

三
a

r
i
:
0
0

1
1
′
0
0
0

. :二
…
:Si

1
0
〇
･
0
0
1

鴫
　
t
v
Q
鞘
如
虫
t
=
帽
郎
仰
-
蟹
甜
転
宗
i
i
滞
尽
点
-
-
｡
硝
帖
i
E
)
蜘
朋
七
･
欄
粋
.
憎
鮎
)
←
Y
蛸
ト
ぺ
ト
ト
主
,
L
･
 
h
-

ゝ
い
T
÷
･
1
.
m
p
h
･
蛸
ト
ぺ
ト
ト
主
ふ
抄
.
 
(
嶺
放
桓
〕
鞘
欄
酔
.
 
〔
定
足
障
潤
魔
境
齢
一
一
ト
K
ト
ト
卓
-
∫
 
(
恕
三
郎
ト
K
ト
ト
主
上
塵
鳩
.
 
(
哩

頭
哩
嬉
)
ト
f
(
ト
ト
主
ふ
･
h
D
･
l
J
h
O

娘
71妹
　
駐
韓
尉
原
瀬
等
鳴
称
噺
家

1 <Zll

JlJ!'

岬Gl
′J

(
t

EL

特　F

0 o

　

~

ヨ

J o

　耳　

q･:

　

o

　…　

i

I.

　　　　　　　　　

.i=

　

TJ

JiZl

∩

)

　　人

U vTVv N

旭日　　ノ＼　　

q-

　

1

　　ノ＼　

･V

0 I dH

り　

･:

　レ≠　く

東　　　　　　　　　　

L

　〝＼

l T

o

　く

.F I

iT<

　　

V

も　　

MH

　　

1-

　　㍍叫　　ノヽ

q･

　　

FLJ bd Fr7T PiZI

　　

:

.uH JM I IJHM

　　川

m nu

E

　　

/

　

.I:

zP
A(

｢

㌔
+

.,tf
rL

〃ヽ

A
I
g

..I..

　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　

･---..f

ー　　

_

　　　　

_

　

.

　

_

　　

..

　

_

　

L

EZl

　　

1-

　

F57]

　　

1 -

日　

q･

　

-

　一

F

　　

=｢

~

　　∩

U o dM J

川　　東　　

EzJ I

O o o I o o

　

1 1

日　

0

巳瑚

一

J m

　川棚

F

申



大卒鹿鹿

い

　

●

T
八
四

第
五
　
交
通
安
全
施
設

-
交
通
揺
識
及
び
信
親
横
等
交
通
安
全
施
設
に
関
す
る
各
地
の
貸
借
(
報
告
者
別
U
I

仙
　
基
　
市
-
安
全
地
帯
及
び
照
明
施
設
あ
り
.

茨
城
解
響
轟
部
丁
永
戸
市
内
方
向
摂
]
八
'
警
戒
堅
ハ
あ
り
,
相
常
の
数
果
を
認
む
｡

千
垂
確
讐
轟
却
-
千
葉
市
内
碑
要
の
地
黙
各
所
に
交
通
控
識
を
謁
ぐ
､
信
凍
横
な
し
｡

警
視
虎
交
通
隷
-
璽
苗
内
用
と
し
て
､
賓
碧
警
九
真
内
,
≡
-
寄
附
〕
･
還
整
理
桂
三
五
八
,
測
砂
時
計
七
八
,
ロ
ー
ド
メ
-
-
(
貨
物
自
動
車
横

長
測
定
用
)
四
組
あ
り
O
又
信
統
蹄
以
外
の
交
通
度
試
ほ
7
定
の
標
式
に
ょ
る
O

紳
莞
寒
警
察
部
-
雷
市
内
に
菜
準
信
戟
横
言
｡
｡
還
概
説
は
大
正
十
毒
内
務
箸
莞
替
叢
に
警
る
件
の
図
案
に
誉
自
警
箸
に
於
て
件
梨
中

(
横
演
五
〇
陵
'
横
須
賀
一
五
'
川
崎
二
二
)
｡

福
井
聖
藁
部
-
街
角
聖
究
通
複
雑
の
侍
所
へ
｢
左
側
通
行
｣
標
識
を
唾
設
｡

名
古
屋
市
-
市
中
央
部
主
要
幹
線
路
に
梗
識
燈
を
附
し
L
l
る
電
車
霧
降
用
安
全
地
雫
頂
要
地
鮎
に
照
明
施
設
あ
り
｡

墓
施
琵
既
罵
路
に
於
て
は
往
々
芸
の
芸
畠
難
の
場
合
が
-
.
歪
に
於
げ
ろ
霊
要
幹
線
路
は
幅
呂
二
四
･
裏
に
過
ぎ
ず
,
故
に
之
に
空

地
警
し
て
1
･
藁
を
占
用
す
る
-
は
該
鞄
に
於
け
孟
誓
数
-
は
疾
行
車
軸
毒
線
と
禁
な
る
飴
地
差
す
-
身
に
し
て
単
票
讐
有
数
雷

撃
a
虞
雷
.
翌
の
琵
琶
霊
位
胃
概
望
道
の
車
語
に
建
学
乙
意
-
各
嘉
の
-
は
芸
の
有
数
田
警
城
ず
る
放
警
有
言
敬
･

照
射
設
備
は
各
店
舗
に
取
付
-
る
特
別
の
方
法
を
講
じ
歩
道
利
用
効
率
を
大
な
ら
し
む
主
夫
を
要
す
る
.

磯
節
非
道
施
設
凍
用
の
計
豊
あ
り
｡

西
　
宮
　
市
-
安
全
地
雷
及
び
横
断
歩
道
に
つ
い
て
は
未
だ
そ
の
必
要
な
与
に
つ
与
痘
設
な
し
｡

拾
　
江
　
市
1
照
明
燈
1
‡
各
街
路
共
姶
ん
ど
設
置
せ
｡
O
交
通
安
全
に
及
ぼ
す
数
果
大
で
あ
る
｡

尾
　
道
　
市
1
主
と
し
て
ア
去
形
の
撫
明
燈
を
街
路
の
表
分
に
布
す
る
の
み
な
る
も
･
交
通
安
全
に
相
常
数
典
わ
㌔

山
E
Z
額
菅
轟
部
-
山
臼
自
動
車
組
合
に
て
踏
切
望
思
療
三
倍
建
設
｡

愛
g
紫
警
察
部
-
各
郡
市
内
の
要
所
に
左
側
親
行
の
琴
ポ
を
な
す
｡

高
　
知
　
甫
基
金
地
帯
'
桁
防
歩
署
の
賢
な
L
o
高
知
讐
晶
江
橋
に
至
る
区
間
の
薪
罵
路
に
の
露
語
体
位
民
芸
附
に
讐
街
燈
の
欝
あ

り
変
通
安
全
上
一
般
に
政
見
あ
る
も
の
-
詔
む
o

鬼
量
萱
去
豊
故
翌
の
虞
-
場
所
街
角
坂
路
等
に
貨
種
組
合
に
交
渉
し
其
の
荒
を
讐
療
-
菅
又
は
鮎
燈
し
専
ら
交
碧
雲
を
苧
o

見
　
島
　
市
-
臆
急
柴
-
し
て
梶
要
な
る
街
角
の
車
除
を
行
っ
て
居
る
･

境
　
府
-
府
費
を
以
て
街
燈
六
八
五
燈
施
設
す
Q
交
屯
安
全
に
及
ぼ
す
数
果
大
で
あ
る
･

打
　
府
-
街
燈
を
施
設
す
.
数
果
趣
て
大
で
あ
る
O

1
.
.
1
1
■
1
壬
1
】

l

t

且

J

｢

一

.

一

け

り

′

.

･

.

草

第
六
　
交
通
安
全
運
動

-
交
通
坂
蹄
に
閑
し
負
衆
訓
練
の
方
法
迫
に
交
通
安
全
に
関
す
る
公
私
園
規
の
活
動
の
概
要
(
慧
n
箸
別
〕
-

北
海
道
虎
警
察
部
-
札
幌
市
に
撃
は
警
察
署
長
を
曹
長
-
言
交
通
協
骨
あ
s
a
･
骨
員
三
〇
名
よ
り
成
す
,
交
通
軸
杏
の
慧
番
長
の
指
揮
等
に
公
衆
に

封
し
安
翌
の
訓
慧
に
芸
碁
敵
防
止
に
警
成
慧
好
で
あ
る
.
函
館
市
に
於
て
は
違
安
全
誓
嘉
熟
し
芸
金
曜
日
を
以
て
孟
安
吾
-
～
雷
質

量
路
沿
道
に
左
側
通
行
の
顕
を
樹
て
公
衆
に
空
音
促
し
,
聖
姦
曜
日
に
は
君
員
酸
に
署
員
協
力
し
左
側
通
行
等
道
路
措
警
整
理
に
勢
む
o

茨
城
察
警
察
部
-
替
寮
部
保
安
課
墓
寮
薯
茨
城
願
自
動
車
噂
骨
荒
し
て
】
年
二
回
乃
至
三
河
〔
高
は
音
叉
は
二
品
)
霊
池
安
全
T
･
h
-
科
し
て
各

交
通
頻
繁
な
る
場
所
に
ボ
ス
タ
-
を
貼
布
L
印
刷
物
を
撒
布
又
に
配
布
し
て
公
衆
の
訓
練
を
行
っ
て
居
る
O

又
水
戸
瞥
察
薯
､
水
戸
市
役
厨
'
茨
城
願
自
動
車
協
骨
水
戸
支
部
隼
協
同
し
て
右
交
通
安
全
デ
ー
に
準
墓
通
取
締
に
朗
す
る
公
衆
訓
練
を
整
㌔

茨
城
嘗
掌
協
骨
水
芸
部
(
自
警
昏
業
者
の
固
讐
-
て
安
雲
散
監
の
-
ポ
ス
タ
ー
貼
布
-
の
撒
布
･
自
業
晶
用
す
墓
碧
全
の
宣
侍

交
通
既
読
の
樹
立
等
交
通
安
全
に
活
動
し
て
居
る
.

千
薫
解
警
察
部
⊥
T
葉
警
於
て
は
自
動
事
普
あ
り
･
千
若
に
千
葦
警
詳
違
安
全
デ
ー
零
墨
施
し
瞥
察
薯
と
協
力
し
て
安
要
語
止
に
罫

め
て
居
る
｡

書
配
慮
交
通
課
去
翌
攻
防
墓
の
竺
雲
要
望
に
貢
献
し
翼
の
琵
向
上
を
固
ろ
-
患
て
象
紹
瞥
芸
富
に
於
け
る
自
署
砦
雪

で
三
イ
所
有
者
'
車
庫
賃
貸
聾
者
､
運
椿
事
"
I
,
p
L
i
<
て
組
警
ら
れ
-
象
潟
警
察
署
管
内
安
碧
故
防
止
骨
,
其
の
他
地
の
警
固
規
約
四
〇
あ
り
O

豊
川
警
蓋
益
時
各
肝
に
歪
に
関
す
る
講
苦
味
署
-
催
o
ポ
ス
タ
ー
の
由
示
,
-
の
配
雷
行
ふ
｡
芸
警
蒜
奈
川
管
掌
協
富

p
t
警
自
筆
芸
塁
の
轟
達
改
曹
助
長
し
富
翌
の
連
綿
親
-
図
品
冨
止
の
方
法
嘉
に
安
通
の
安
全
を
苧
る
宝
に
前
項
事
業
の
外
賃

自
動
車
道
時
事
養
成
の
講
習
曾
(
年
二
厩
)
固
催
並
に
同
表
彰
及
び
安
全
に
紺
す
る
諸
般
の
施
設
を
な
T
o

第
二
第
　
街
路
交
通
統
制
参
考
費
料

一
八
五
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7
八
六

福
井
県
警
轟
部
-
祭
鮭
等
交
通
嘘
雑
時
表
郷
軍
人
闘
青
年
図
等
を
使
役
し
て
左
側
連
帯
の
訓
韓
を
な
す
.

山
梨
廉
響
轟
部
1
交
通
協
骨
な
る
私
設
閥
鱈
あ
る
も
不
振
o

鹿
島
県
警
秦
部
-
既
島
巌
及
び
同
腹
下
主
要
交
通
菓
者
を
以
て
組
織
せ
る
鹿
島
か
埜
懲
通
安
全
協
曾
あ
り
.

山
口
篠
警
察
部
-
山
口
自
動
車
組
合
'
山
口
青
年
困
あ
り
'
祭
招
其
の
他
稚
沓
時
交
通
安
全
の
任
に
富
野
､
そ
り
成
爵
概
し
て
良
好
o

愛
招
集
警
轟
部
-
宝
塔
ボ
ス
タ
-
或
は
ビ
ラ
等
を
配
付
L
交
通
観
念
の
訓
練
普
及
に
穿
む
o

各
市
町
村
の
保
安
組
合
滑
防
組
等
に
於
て
祭
典
汲
日
英
の
地
相
沓
の
場
合
替
寮
官
完
を
授
助
し
相
常
の
成
績
を
額
げ
て
居
る
.

鹿
鬼
島
昔
蕪
等
-
鹿
兄
島
市
に
は
姶
ん
ど
各
町
全
部
に
安
全
組
合
組
織
せ
ら
れ
各
組
合
を
統
一
せ
る
磯
合
骨
あ
り
専
ら
交
通
火
災
盗
謙
防
止
等
安
全
を
期
す
べ

く
訓
練
に
努
め
つ
ゝ
あ
り
.
O
時
々
安
全
週
間
等
を
設
け
育
少
年
団
員
等
を
し
て
警
察
官
と
共
に
街
頭
に
立
i
l
し
め
左
側
通
行
励
行
に
軍
b
L
む
o

自
動
車
自
特
車
人
力
車
荷
柘
軍
事
菓
者
等
各
同
業
組
合
組
織
写
り
れ
専
ら
交
通
事
故
防
止
に
試
て
各
組
合
協
力
～
X
は
前
記
図
鑑
と
協
力
し
安
全
週
間
施
行
等
の
場

合
は
小
旗
父
は
マ
ー
ク
等
を
適
宜
謁
勧
L
変
温
訓
練
の
宜
博
に
努
,
 
P
J
.
I

安
全
週
間
噂
の
施
行
に
笛
り
て
ー
工
各
中
小
撃
較
朝
練
国
辱
へ
交
渉
し
て
交
通
上
の
規
則
選
守
方
法
と
し
て
訓
話
L
X
は
マ
･
･
ク
等
を
胸
間
に
附
せ
し
め
宜
棒
に
努
め

し
め
畢
生
兄
童
の
違
犯
事
項
を
平
素
に
於
て
各
聾
校
別
に
綻
計
し
置
き
時
に
之
空
前
し
て
反
骨
を
促
し
て
居
ろ
｡

同
者
に
於
て
ほ
海
年
7
回
｢
督
寮
e
'
莱
｣
と
塩
す
る
筋
子
を
作
成
し
平
易
な
る
替
寮
統
計
空
前
し
て
国
民
警
察
普
及
の
手
段
-
し
て
各
官
公
署
拳
校
各
柁
組
合
等
へ

講
話
資
料
と
し
て
配
布
し
て
屠
る
.

罷
兼
題
警
務
局
1
大
連
市
に
於
て
は
'
毎
月
一
回
乃
至
二
回
交
通
訓
緯
デ
-
を
定
め
瞥
寮
署
長
以
下
全
員
出
撃
父
通
整
理
に
常
p
t
之
に
施
-
新
聞
雑
誌
を
利

用
し
て
変
温
記
事
を
掲
戟
せ
し
め
'
叉
宜
俸
ポ
ス
タ
ー
'
パ
y
フ
レ
ア
下
等
の
頒
布
.
活
動
寛
虞
館
蚤
行
プ
ロ
㌢
ラ
ム
蝕
白
に
交
組
梗
語
警
句
等
を
記
入
せ
し
め
或

は
交
通
朗
備
映
署
を
上
映
せ
し
め
'
各
学
校
長
を
し
て
時
々
交
通
訓
話
を
馬
さ
し
め
て
居
る
｡
昭
和
五
年
六
月
設
立
掌
り
れ
L
l
る
満
洲
交
通
路
骨
あ
り
て
'
交
通
施

設
の
改
萎
'
公
衆
及
び
小
畢
校
兄
童
へ
の
訓
話
'
交
通
開
硯
に
禍
す
る
調
査
研
究
等
を
行
ふ
｡
昭
和
五
年
七
月
組
織
せ
ら
れ
L
l
る
大
連
自
制
車
昏
菜
組
合
'
大
正
十

一
二
年
創
立
の
清
洲
電
束
株
式
倉
社
等
､
A
交
通
改
巷
に
鰭
係
し
て
居
る
.

.
第
七
　
道
路
占
用
規
程
比
較

本
番
項
に
関
し
て
は
後
段
｢
街
路
交
砲
取
締
に
関
す
る
地
方
威
令
比
較
｣
参
照

級
骨
著
名
及
び
盟
棺
の
名
稀

水

　

　

戸

　

　

市

道

　

路

　

占

　

用

　

規

　

程

宇

　

都

　

宮

　

市

道

　

路

　

占

　

用

　

究

　

定

千

　

　

菓

　

　

巌

欄
.
佃
恒
I
i
#
_
庸
｣
.
ー

占
用
料
を
減
免
し
､
叉
減
免
し
得
る
範
囲

占
用
期
間

限
度
(
辛
)

路

横

　

須

　

賀

　

市

道

　

路

　

占

　

用

(
大
T
i
;
十
'
八
㌧

道
路
占
用
料
徴

南

　

　

洋

　

　

市

道

　

路

　

占

　

用

(
大
正
十
二
'
五
'

名

　

古

　

屋

　

市

道

　

路

　

占

　

用

(
大
正
九
'
十
7
.
1
7

十
一
告
示
)

古
道
及
び
附
履
物

市
道
と
し
て
市
長
の

認
定
L
i
i
る
道
路
及

び
附
履
物

固
道
府
巌
道
及
び
附

偽
物

市
長
の
宥
和
に
屈
す

r
o
市
域
内
の
道
路
及

び
附
乾
物

市
長
の
管
増
に
曝
す

る
道
路
及
び
附
蔵
物

道
路
法
に
依
る
道
路

及
び
其
の
附
属
物

(
大
正
十
二
改
正
昭
和
四
台
示
)

公
益
と
な
る
べ
き
事
業
'
市
長
に
於
て
特
別
の
事

由
あ
り
と
詔
軽
㍗
も
の
〔
減
免
J
o

占
用
期
間
三
日
以
内
の
-
の
(
免
)

公
益
と
認
む
.
(
き
事
業
､
翠
に
家
尿
の
出
入
に
快

す
る
も
の
に
し
て
交
通
上
支
障
な
き
も
の
､
市
長

に
於
て
特
別
の
事
由
あ
り
と
認
む
る
も
の
(
免
)

公
共
の
利
益
と
な
る
べ
き
事
業
の
L
め
t
 
y
は
特

別
の
事
由
あ
る
場
合
(
減
免
し

祉
奇
襲
校
病
院
其
の
他
撃
義
美
街
及
び
慈
善
丈
は

一
時
限
の
も
の
(
免
〕

公
益
の
用
に
供
す
る
も
の
'
期
間
十
日
に
満
た
ぎ

ら
-
の
(
減
免
)

公
共
の
利
牢
と
な
る
'
(
与
壷
業
叉
に
特
別
事
由
あ

り
-
認
め
i
1
る
も
の
へ
減
免
)

祝
祭
日
縁
日

の
占
用
に
し

内
の
占
用
は
許

第
二
幕
　
荷
路
安
酒
耗
御
参
考
衰
料
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備
考
J
　
茨
城
藤
-
街
路
蒜
物
許
可
に
関
し
て
は
内
劫
管
も
替
霊
長
の
裁
量
に
よ
豊
ハ
の
交
通
蒜
儲
仰
･
工
作
柑
設
雷
日
的
及
び
期
間
尊
を
翌

し
交
通
上
支
障
な
し
と
認
め
i
1
る
場
合
l
こ
許
可
を
す
る
.

1

1

ヽ

ヽ

備
考
=
　
神
奈
川
願
-
道
路
両
地
域
と
し
て
､
杜
爽
惜
雷
孟
域
に
し
て
同
基
準
上
多
大
の
支
障
-
場
所
及
び
,
_
捉
牢
慣
行
雪
地
域
に
し
て
変
通

上
多
少
の
支
障
あ
る
場
所
に
て
も
毎
月
数
回
に
限
る
旗
日
等
の
i
L
ゆ
替
菓
す
る
場
所
は
其
の
雷
日
を
限
り
指
定
し
て
居
r
o
｡

_

_

_

備
考
t
T
t
　
西
宮
市
に
於
け
る
餌
路
占
用
の
主
た
る
-
の
は
電
燈
電
力
供
給
曾
地
の
電
柱
建
設
､
瓦
斯
管
の
埋
設
'
上
水
道
酒
造
用
水
聴
迭
管
(
市
内
･
1
ほ
酒
造

用
原
料
に
適
す
る
顔
出
井
永
あ
り
て
該
井
戸
端
よ
り
酒
造
森
X
t
i
他
地
方
_
こ
撒
5
:
の
i
i
め
港
潜
附
近
の
把
出
場
に
至
る
問
に
埋
設
せ
る
土
管
延
長
約
7
寓
間
に

及
ぶ
-
の
あ
,
り
)
に
し
て
其
の
他
に
紐
築
用
横
国
縁
日
に
於
け
る
露
店
等
1
時
限
り
の
も
の
な
る
が
許
可
取
扱
上
別
に
内
盟
を
設
け
た
る
i
の
な
′
､
各
出
願
に

宮
野
交
通
上
の
支
障
を
調
査
し
て
許
否
を
決
定
す
る
.
但
し
市
円
の
街
路
は
各
狭
匿
な
る
を
以
て
毎
夜
開
店
す
る
錯
倍
の
如
き
は
之
を
許
し
i
1
る
も
の
な
し
｡

叉
街
路
上
両
脚
人
家
の
犀
鵜
よ
り
屋
孤
に
張
る
布
吊
裂
天
幕
〔
地
上
十
五
尺
以
上
)
の
㍗
吟
に
す
る
も
の
及
び
公
益
を
目
的
と
す
る
開
明
鮎
燈
用
燈
柾
は
占
用

料
を
免
除
し
て
居
る
｡

I

_

_

_

_

_

備
考
E
F
　
鹿
兄
島
替
察
署
に
於
て
は
固
牒
道
占
用
出
願
に
封
し
て
は
受
持
巡
査
に
於
て
交
通
の
支
障
等
調
査
復
命
せ
し
め
7
両
道
路
管
理
者
の
意
見
を
求
め
静

香
を
決
L
t
市
道
占
用
餌
に
封
し
て
に
三
箇
月
以
内
は
受
持
巡
査
の
復
命
に
依
り
許
否
を
決
す
る
が
'
若
し
長
期
三
箇
月
以
上
に
捗
る
と
き
は
管
現
者
の
意
見

を
も
求
め
た
る
上
許
否
を
決
し
て
居
る
｡

]

_

_

ヽ

ヽ

_

I

追
記
　
以
上
掲
げ
i
i
r
O
汲
外
の
地
方
に
於
け
る
概
要
　
-
　
∩
金
棒
市
)
｢
道
路
占
用
料
梗
準
｣
に
ょ
る
.
∩
7
富
市
)
｢
道
路
占
用
胡
程
｣
に
よ
り
道
路
の
占
何
は

次
の
制
限
に
依
る
べ
そ
-
･
-
路
面
を
占
用
す
る
場
合
(
こ
電
柱
は
道
路
の
同
1
欄
に
建
設
し
封
側
に
路
上
建
設
物
あ
る
と
.
さ
に
五
間
以
上
鈷
鼓
せ
し
む
る

こ
と
(
ニ
)
電
杜
は
道
路
放
よ
旦
1
尺
以
上
を
隔
p
L
1
る
場
所
に
建
設
ぜ
ざ
る
=
と
等
t
 
X
地
下
を
占
用
す
る
揚
合
は
(
こ
冠
線
路
X
は
瓦
斯
管
路
本
線
は
道
路

幅
員
の
中
央
六
分
の
四
の
地
下
に
支
線
は
南
側
六
分
の
7
の
地
下
に
築
設
す
る
=
と
(
ニ
)
電
線
路
及
び
瓦
斯
管
路
の
本
線
の
頂
部
は
路
田
と
の
距
離
に
八
尺
以

.

_

'

'

'

_

I

上
i
i
ら
し
む
る
=
と
尊
.
な
は
占
用
期
間
は
三
筒
年
以
内
｡
(
松
江
市
)
大
正
九
､
十
二
'
十
六
｢
市
道
及
其
附
属
物
占
用
劫
程
｣
に
よ
る
O
(
稲
山
市
)
｢
道
路

占
用
頚
程
｣
に
よ
り
祭
典
放
日
等
地
方
慣
行
々
事
の
場
合
露
店
等
の
i
L
め
瞥
寮
官
吏
の
東
詔
を
得
て
7
時
路
端
を
占
用
す
る
は
市
長
の
許
可
承
認
を
要
せ
ず
｡

_

_

_

(
桧
山
市
)
内
親
に
ェ
芝
砲
杜
は
道
路
の
同
7
例
と
L
封
榊
に
路
上
建
設
物
あ
る
と
き
は
五
間
以
上
鈷
立
の
こ
と
尊
定
む
｡

夢
二
昔
　
街
路
交
通
統
制
参
考
責
料
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第
八
　
街
路
に
閲
す
る
工
事
及
び
維
持

-
･
そ
の
交
通
に
及
は
す
影
響
鼓
に
之
が
施
行
方
法
取
締
-
-

仙
　
毒
　
千
台
城
腰
撃
霊
.
､
仙
霊
-
･
向
賢
察
薯
･
河
芸
株
慧
蒜
,
若
気
局
･
阿
歪
部
,
空
木
課
,
何
都
市
計
霊
課
の
軌
に
協
議
決

定
し
i
l
r
o
｢
道
路
占
用
空
事
賢
に
闘
す
ろ
協
宝
項
｣
(
昭
和
二
年
十
二
月
)
-
,
占
用
手
撃
占
用
位
置
,
妄
評
上
7
聖
掘
警
事
施
行
方
法
蒜

理
工
番
地
行
方
注
'
路
面
輔
佐
復
讐
蒜
費
用
蛋
措
､
椅
薬
添
架
に
図
-
件
に
つ
き
定
-
居
る
0
次
.
1
之
に
ょ
是
の
主
要
書
協
定
芸
を
抱
け
る
0

ェ
事
施
行
上
蒜
に
撃
る
件
～
歪
讐
菅
工
雷
相
嘗
間
隔
を
-
7
エ
莞
警
法
要
霊
豊
頬
直
接
埋
設
の
志
に
竺
苗
,
管
路
捜
課

の
吉
に
豊
十
間
違
過
言
ろ
範
囲
に
於
て
成
る
べ
-
之
姦
縮
L
量
の
エ
慣
問
に
於
て
も
必
誉
晶
師
交
通
設
備
を
尊
こ
と
O
交
通
頻
繁
誉
道

路
に
菅
て
墓
夜
食
行
其
の
他
作
葉
力
の
君
に
依
還
る
べ
く
短
期
間
宗
の
竣
功
を
警
巳
む
を
得
ざ
る
場
合
托
夜
間
交
通
減
少
し
吉
時
に
於
て
の
み

作
業
を
施
行
す
る
こ
と
｡

東
　
京
　
千
･
堅
苗
道
路
協
議
骨
の
街
路
掘
生
に
2
2
r
o
交
通
障
碍
封
解
に
琴
す
る
協
定
左
の
如
-
で
あ
三
東
京
聖
二
木
局
長
革
警
郎
報
巴
･

荷
路
掘
架
に
関
る
交
通
障
程
の
封
紫
に
関
す
る
件
(
昭
和
四
年
十
有
言
第
五
十
二
回
道
路
協
議
骨
に
於
て
協
定
)

(
1
〕
　
掘
竪
h
.
事
は
B
｡
義
郎
を
片
押
式
に
蓬
次
速
に
班
戻
し
開
放
の
時
間
を
短
縮
す
る
擬
勢
む
る
二
㌔

村
境
部
に
し
て
掘
架
後
言
以
内
(
警
哀
間
施
雷
間
は
即
日
)
に
埋
戻
し
警
衛
所
は
充
分
-
-
を
撃
し
宝
に
交
通
し
讐
標
蛋
覆
工
是
す

こ
と
但
し
板
張
覆
工
を
璽
-
に
川
｡
霊
冒
的
を
達
し
警
J
と
量
の
偽
必
要
止
む
を
得
ざ
る
場
合
は
韓
に
道
路
管
理
者
の
森
詔
を
受
け
之
を
管
～
^
r
o
こ

と
を
得
｡

(
2
)
票
軌
莞
孟
冒
心
よ
｡
路
幅
(
夏
荒
の
路
隔
托
其
の
讐
-
に
警
)
の
二
倍
に
亙
る
慣
問
及
別
に
定
む
孟
開
基
霊
問
施
雷
問

と
L
右
区
間
に
於
て
は
左
の
慧
日
を
除
-
の
外
午
後
十
蒜
よ
り
聖
午
前
五
時
迄
の
間
L
1
工
事
を
施
行
t
I
,
o
こ
と
.

(
イ
)
　
収
束
題
H
下
に
於
て
H
事
叉
は
作
業
を
盛
す
と
r
O
O

(
J
｡
)
　
沿
道
宅
地
と
連
絡
し
何
時
に
引
込
管
税
工
事
の
施
行
を
要
す
る
と
J
V
,
o

(
刀
)
　
契
壷
事
故
に
射
し
庶
急
の
措
置
を
必
要
と
す
る
と
き
.

(
ニ
)
　
其
の
他
道
路
管
理
者
に
於
て

(
7
)
　
交
通
上
支
障
か
･
<
L
と
艶
ゆ
た
る
と
き
0

(
ニ
U
 
H
番
の
性
質
上
巳
む
を
符
ざ
る
も
の
と
認
め
た
る
と
き
O

(
I
)
]
)
　
工
期
曳
航
の
残
量
夜
食
行
の
必
要
を
認
め
i
1
る
と
き
.

(
3
)
　
特
定
夜
間
施
行
博
聞
に
於
て
は
掘
整
土
'
不
用
材
及
残
材
を
道
路
上
に
堆
騎
せ
ざ
る
=
と
但
し
特
に
必
要
あ
る
場
合
は
道
路
管
和
者
の
蔑
記
を
受
け
二
十

四
時
間
以
内
に
限
り
路
上
に
之
を
侶
置
L
得
る
こ
.
と
.

(
4
)
　
止
む
を
得
ず
し
て
工
事
用
布
具
機
械
k
r
使
用
材
料
を
特
定
夜
間
施
行
幅
間
の
道
路
上
に
仮
定
す
る
必
要
あ
る
場
合
は
道
路
占
用
の
位
置
･
期
間
及
師
稗

に
闘
し
研
摩
土
木
局
道
路
課
国
出
炭
所
の
錆
京
を
受
け
之
を
決
定
す
る
こ
と
0

(
5
)
　
蛙
定
夜
間
施
行
区
間
に
於
て
は
特
別
の
事
由
な
き
限
り
況
範
士
の
現
鵜
棟
及
現
場
に
て
石
蕗
へ
其
の
他
工
事
用
材
料
の
加
工
を
苧
亡
ぎ
1
0
こ
と
｡

(
6
)
　
掘
案
工
事
中
預
期
せ
;
t
J
る
路
下
支
障
物
件
現
出
L
た
る
場
合
は
其
の
管
珂
着
に
速
に
措
置
の
要
求
を
残
す
:
と
0

前
項
の
要
求
を
受
け
た
る
者
は
速
に
其
の
捨
置
を
完
了
す
る
こ
と
若
し
要
求
の
日
よ
り
三
日
以
内
(
特
定
夜
間
施
行
揮
問
は
細
目
)
に
其
の
措
定
に
著
手
ぜ
ざ

る
と
与
は
要
求
著
は
遅
滞
な
-
期
我
を
埋
戻
し
叉
は
充
分
な
ろ
土
田
を
施
し
安
全
に
安
通
し
得
る
横
板
戟
覆
工
を
思
す
二
と
O

(
7
)
　
電
車
軌
道
交
叉
鮎
の
外
左
博
聞
は
特
定
夜
間
施
行
区
間
と
す
　
(
左
の
寓
間
略
)
o

∩
な
は
本
市
に
は
警
報
磨
'
逓
信
省
荊
信
田
'
瀬
京
遼
信
局
'
臨
時
電
信
電
話
建
設
局
'
堅
兄
市
道
路
局
'
同
電
気
局
'
同
水
道
課
'
向
水
道
損
放
課
､
同
下

水
課
'
要
望
恥
燈
株
式
昏
敢
'
束
京
瓦
斯
株
式
骨
酷
の
間
に
於
て
協
議
決
定
せ
る
｢
道
路
占
用
並
工
事
施
行
に
陶
す
る
協
定
事
項
｣
が
あ
る
.
u

横
　
縞
　
幸
　
市
-
地
下
埋
設
物
及
び
地
上
施
設
整
坪
の
i
1
め
閑
係
官
監
督
融
等
相
互
打
合
の
上
岡
｢
系
統
に
展
す
る
J
･
?
の
t
r
可
及
的
同
時
施
術
の
方
法
を
採

P
Q
O

夢
二
篇
　
街
路
交
通
耗
御
参
考
資
料



-
九
二

名
古
屋
市
-
街
路
に
関
す
る
工
事
に
関
し
て
中
心
部
交
通
頻
繁
な
ろ
個
所
に
封
し
て
は
可
及
的
短
期
間
に
施
工
し
同
義
統
交
通
路
線
に
封
し
て
は
同
期

間
に
1
箇
所
以
上
執
行
言
る
棟
望
写
る
外
,
舗
装
工
事
等
に
関
し
て
は
蓋
在
英
施
工
L
t
且
つ
交
叉
鮎
等
交
通
上
重
要
な
る
箇
所
は
深
夜
施
工
す
る
.
街
路
両
脚

店
舗
の
種
類
に
依
｡
即
ち
小
党
店
盛
｡
場
等
に
在
｡
て
ほ
比
較
的
昏
菓
閑
散
な
る
二
月
､
八
月
の
時
期
を
選
び
市
場
餌
に
衣
｡
て
托
八
月
'
九
月
の
時
期
を
選
ぶ
o

郊
外
と
肝
心
を
連
絡
す
る
街
路
に
あ
り
て
は
交
通
編
棒
す
る
朝
夕
を
避
け
比
較
的
閑
散
な
る
日
中
に
於
て
執
行
す
る
.

街
路
掘
架
に
関
し
て
は
官
公
署
及
び
私
骨
酷
と
の
連
絡
方
法
と
し
て
凡
て
掘
袈
前
に
於
て
必
ず
招
骨
及
び
既
撃
晶
出
せ
し
ゆ
管
理
者
L
I
ろ
本
市
に
於
て
調
査
の
上

施
工
期
間
及
び
時
期
等
交
通
上
大
な
る
支
障
な
き
程
度
に
施
術
せ
し
め
特
種
の
箇
所
に
於
て
は
夜
間
作
業
を
な
さ
L
む
る
等
閑
係
係
員
と
連
絡
を
密
に
し
執
行
し
て

居
r
o
.
年
末
年
始
の
規
整
は
十
二
月
十
五
日
L
･
･
り
翌
年
一
月
十
五
日
迄
の
間
許
さ
ず
o

特
に
闘
係
を
及
ぼ
す
尊
者
し
き
物
に
対
し
て
ー
ェ
管
5
･
者
主
催
の
下
に
地
1
埋
設
物
由
に
道
路
占
用
関
係
霊
ハ
の
都
度
協
議
骨
を
開
催
し
街
路
掘
裟
姓
に
地
下
埋
設
物

等
工
事
の
箕
施
及
び
手
原
に
関
す
る
具
睦
的
協
議
を
蓬
げ
現
衣
及
び
滑
罪
の
方
針
を
協
議
し
っ
1
あ
｡
.
(
将
来
は
毎
月
這
管
理
考
王
促
の
下
に
関
係
者
協
議
骨
を

開
催
す
る
計
雷
あ
り
.
)

措
辞
作
業
_
ェ
夜
間
交
通
閑
散
な
る
時
刻
(
午
後
十
l
時
よ
り
午
前
五
時
迄
)
を
避
慧
晶
平
均
五
時
間
の
裸
足
を
以
て
撒
水
自
動
車
を
使
用
し
舗
装
両
耽
源
空
･
q
L

五
日
に
7
回
､
1
箇
年
七
三
回
の
内
降
雨
利
用
三
五
回
に
及
ぶ
.

撒
水
自
動
車
は
重
岡
作
業
に
し
て
,
飛
沫
防
止
啓
の
撃
-
し
て
徒
爽
後
部
に
設
備
ぜ
し
放
水
管
を
頭
部
に
蓉
更
L
t
韓
に
本
革
に
限
り
右
側
通
行
を
行
5
安
逸
阻

青
と
危
険
の
慣
和
を
に
か
｡
つ
ゝ
あ
り
.
倍
本
市
撒
水
指
定
路
線
は
幅
員
三
･
五
問
の
も
の
大
部
分
を
占
め
'
両
側
は
工
歩
道
中
央
は
電
車
軌
道
敷
'
1
し
て
'
車
道
片

側
舗
装
幅
員
二
九
尺
四
寸
に
設
定
さ
れ
た
る
関
係
上
片
側
常
数
を
加
へ
娃
幅
1
4
3
尺
二
り
に
し
て
馬
車
手
車
等
骨
に
此
の
部
に
停
止
或
は
逆
行
し
っ
ゝ
あ
る
を
以
て

其
の
幅
員
三
尺
乃
至
四
尺
は
阻
寄
さ
る
1
故
放
水
暗
竺
二
尺
を
以
て
通
常
と
認
め
撒
水
交
通
上
の
安
全
を
ほ
か
つ
て
居
る
｡

亜
　
構
　
古
-
連
塘
地
隈
内
に
於
け
る
語
工
事
は
春
秋
の
甫
投
出
期
に
行
に
雪

汲
　
戸
　
市
-
碑
路
に
関
す
る
工
事
は
蕃
間
に
限
り
行
芸
通
頻
繁
な
る
箇
所
は
片
側
づ
ゝ
施
行
す
る
も
'
交
通
上
差
し
i
L
る
影
響
な
し
｡
街
路
掘
髭
に
掬

し
て
に
関
係
方
面
と
務
め
打
合
せ
の
上
行
ふ
o

尾
　
道
　
古
-
〔
一
)
瓦
斯
食
紅
等
に
於
て
街
路
掘
聾
の
場
合
に
於
て
は
其
の
時
期
を
漁
め
通
知
せ
し
妙
係
員
立
合
の
下
に
之
を
執
行
せ
し
め
て
居
る
0

｣
｣
｣
｢
J
､
.
-
.(

二
∪
　
措
拝
撒
水
除
雪
等
の
街
路
交
通
に
及
ぼ
す
影
響
は
無
い
o

高
　
　
知
　
　
満
-
蓋
間
工
事
施
行
上
支
持
を
来
す
場
所
に
於
て
に
夜
間
7
般
交
通
杜
超
の
時
刻
を
供
で
執
行
o

佐
　
　
賀
　
　
市
-
家
用
建
築
改
築
葦
啓
等
の
場
合
は
日
陰
祇
園
等
を
施
設
せ
し
め
交
通
に
害
を
及
ぼ
さ
ず
且
つ
支
障
な
き
程
度
に
許
可
し
て
居
る
｡
(
佐
賀
市
長

野
口
儲
毅
報
告
)

0
追
　
　
記

撰
　
　
清
　
　
市
卜
街
路
洞
饗
に
悶
し
て
は
'
電
話
電
信
電
燈
瓦
斯
水
道
事
菜
箸
と
協
議
し
山
年
度
内
掘
架
箇
所
の
換
定
義
を
作
成
し
其
の
汚
絡
粍
一
を
計
る
｡

鹿
　
見
　
島
　
苗
1
年
末
に
於
て
は
軒
絹
変
通
額
繋
な
る
餌
路
の
工
事
は
之
を
見
合
せ
支
持
の
綬
和
を
図
る
｡

第
二
篇
　
街
路
交
通
統
制
参
考
資
料



l
九
悶

第
九
　
街
路
交
通
取
締
に
臓
ず
る
地
方
魔
令
此
硬

l
　
左
記
に
街
路
交
通
取
締
上
比
較
的
閑
却
さ
れ
又
重
要
な
る
若
干
の
事
項
に
つ
き
地
方
磨
令
の
比
較
を
試
み
L
.
も
の
で
あ
る
.

〓
　
未
申
'
啓
は
瞥
硯
厳
命
'
安
は
交
通
取
締
親
別
'
道
に
活
路
取
締
令
施
行
細
則
の
類
'
街
に
街
路
取
締
親
則
'
白
は
肖
靭
帯

収
締
令
施
行
規
則
の
難
を
表
は
す
.

(
イ
)
　
葦
馬
操
推
考
の
信
班

右
折
せ
ん
-
す
る
と
子
は
右
手
を
鄭
げ
ろ
こ
と
(
関
東
於
'
臼
)
0
右
手
を
尉

r
q
,
右
方
水
平
に
駆
け
る
･
)
と
〔
響
､
交
)
(
摘
見
出
'
道
)
.
左
折
せ
ん
と
す
る

と
き
ほ
左
手
を
邸
げ
ろ
こ
と
(
約
束
既
､
自
)
｡
左
手
を
描
き
先
方
水
平
に
車

げ
ろ
こ
と
〔
弊
'
交
〕
(
粒
兄
島
､
退
)
｡

㈹
角
右
折
左
折
時
(
自
動
碑
)
に
1
7
八
二
八
米
前
よ
り
高
密
の
音
響
静
を

鳴
ら
し
撃
手
を
以
て
信
既
を
な
し
つ
1
徐
行
す
る
こ
と
〔
茨
城
'
自
)
0

他
の
革
馬
を
追
越
さ
ん
と
す
る
と
き
は
音
響
器
を
伐
用
す
る
か
叉
に
掛
蒔
其

の
他
の
合
田
を
な
す
=
と
(
替
'
交
)
｡

役
者
を
し
て
追
越
さ
し
め
ん
と
す
る
と
き
_
‡
右
手
又
に
左
手
を
開
き
右
方
又

に
左
方
水
中
に
挙
げ
之
を
前
後
に
動
か
す
こ
と
(
撃
､
交
)
｡
同
'
掌
皇
即
方

に
向
け
て
前
筏
に
動
か
す
=
と
(
粍
鬼
･
托
>
避
)

停
止
せ
ん
と
す
る
と
き
は
右
手
叉
に
左
手
を
軒
下
に
は
T
l
と
(
虎
鬼
串
.

道
)
.
阿
､
握
り
て
科
下
に
出
て
=
と
〔
瞥
'
交
)
｡

道
路
の
交
叉
鮎
に
於
て
前
丑
せ
ん
と
す
る
と
き
ほ
右
手
又
に
光
手
を
前
方
水

平
に
挙
げ
る
こ
と
(
瞥
'
交
)
(
魔
兄
島
'
道
)
o

替
寮
官
吏
の
信
韓
に
役
ひ
車
馬
の
遊
行
叉
に
停
止
せ
ん
と
す
る
と
き
は
左
手

を
邸
げ
て
按
韓
車
馬
に
皆
知
す
る
二
と
(
兵
庫
､
造
)

道
路
の
交
叉
鮎
､
蹄
角
'
棒
粂
'
瀕
路
(
隊
渇
内
)
若
は
鶴
杏
の
桜
所
で
は

自
動
車
に
絶
(
や
音
響
器
を
鳴
ら
す
こ
-
(
山
形
'
自
U
(
兵
庫
'
自
J
O
泥
棒

の
道
路
に
於
て
も
同
(
帥
奈
川
'
自
〕
o
阿
､
歴
菅
響
器
を
鳴
ら
す
こ
と
t
随
来

歴
'
自
〕
同
三
〇
悶
以
上
の
距
離
よ
-
音
響
器
を
鳴
ら
す
‥
と
(
岐
阜
'
自
)

自
動
車
'
行
逝
の
前
方
約
7
0
間
以
内
に
人
牛
馬
又
は
諸
事
の
通
行
す
る
も

の
め
る
と
き
は
柑
富
弊
皆
を
輿
ふ
る
こ
と
(
稲
井
､
自
)
.

(
口
)
　
併
列
進
行
'
遥
護

′

･

■

滞
拓
に
(
濫
り
に
)
併
列
連
行
す
べ
か
ら
ざ
る
=
と
(
山
形
,
追
)
(
茨
城
･

交
〕
∩
鞍
1
.
賓
〕
(
紺
奈
川
'
道
〕
〔
1
r
:
a
井
'
道
)
〔
長
聖
警
(
兵
庫
,
自
)
(
餐

媛
'
道
)
〔
頗
鬼
島
'
道
)
0

日
靭
帯
は
諸
事
と
泣
行
す
べ
か
ら
ざ
る
=
と
(
甜
奈
川
,
良
)
〔
岐
阜
,
自
)

〔
関
東
既
'
自
)
0

日
輔
車
及
び
自
動
串
は
並
行
し
若
に
人
に
接
近
し
て
疾
走
ぜ
ぎ
,
o
･
'
と
(
{
帖

井
'
道
)
.

貨
物
を
横
乾
せ
る
荷
雪
舟
に
行
き
撃
で
と
,
･
T
,
は
票
蒜
に
於
て
避
証
す
る
こ

と
〔
山
形
'
道
U
o

出
火
頻
に
赴
く
粁
防
帝
接
近
し
来
り
i
1
る
さ
は
市
塙
に
準
試
し
進
行
を
停
止

す
る
こ
.
～
(
賢
'
交
U
c
'

〔
ハ
)
　
右
折
､
左
折
'
嘩
廻

群
馬
餌
角
を
通
行
す
る
と
r
l
J
に
右
に
大
取
り
､
左
1
ミ
小
廻
｡
を
な
さ
'
･
亡
〔
佐

警
街
)
自
動
賓
に
つ
き
同
〔
稲
井
'
自
)
(
朝
鮮
,
道
)
〔
阻
束
撃
臼
)
0

道
路
の
交
叉
瓢
に
於
て
右
折
せ
ん
と
す
ろ
軒
砧
は
車
道
の
左
側
に
蒜
停
ー

し
逝
去
ん
と
て
る
方
向
の
交
通
の
鞘
か
る
ゝ
を
待
っ
て
並
行
す
る
=
と
〔
L
g
･
=
･

｣.'JU
交
通
邦
繁
な
る
道
路
に
於
て
は
止
む
を
符
ざ
る
場
合
を
除
-
外
径
過
し
て
方

向
を
碑
鞄
雲
ご
ろ
=
と
(
神
奈
川
'
道
〕
∩
愛
撃
退
)

第
二
篇
　
街
路
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通
耗
制
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考
資
料

交
通
頻
繋
な
る
道
路
に
在
っ
て
_
ミ
交
叉
黙
以
外
に
於
て
車
馬
は
反
対
方
向
に

荷
担
遊
行
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
(
警
交
U
O

〔
ニ
)
　
交
叉
交
通

車
馬
の
進
路
交
叉
し
衝
突
の
虞
あ
る
と
き
に
他
の
車
馬
を
左
に
見
る
も
の
に

於
三
時
停
止
し
其
の
透
過
を
待
つ
こ
と
(
警
交
)
｡

(
ホ
)
　
車
馬
通
行
道
路
幅
兵
制
限

牛
馬
諸
寄
吐
市
街
地
に
来
り
て
は
各
其
の
車
輪
幅
員
の
二
･
五
倍
以
上
の
退

路
た
る
=
と
〔
紳
奈
川
､
道
)
〔
何
､
自
)

人
家
遵
櫓
の
場
肝
で
は
車
梅
自
軽
叉
は
積
荷
の
虫
突
出
し
i
i
る
部
分
の
幅
員

の
二
･
五
倍
以
上
の
幅
員
の
道
路
i
i
る
=
と
(
瞥
'
安
U
o

l
般
の
自
動
車
に
つ
い
て
に

九
尺
以
上
(
千
葉
'
巳
｡
三
去
来
以
上
(
山
形
'
自
)
〇
三
二
(
三
栄
以
上

(
茨
城
'
自
)
｡

並
木
洗
菜
敦
を
除
与
二
一
両
以
上
(
蚊
且
'
自
〕
(
佐
梨
･
臼
)

市
街
地
及
び
人
家
連
糖
の
場
所
四
問
以
上
'
他
三
間
以
上
(
摘
果
磨
,
巳

特
に
指
定
し
た
る
市
術
地
二
立
間
以
上
'
其
の
他
二
間
以
上
(
長
野
･
白
)

抑
戸
有
望
繭
三
尺
以
上
'
其
他
都
市
二
間
三
尺
以
上
.
長
さ
一
六
尺
未

満
の
車
軸
に
紳
戸
市
内
三
間
以
上
｡
他
都
市
二
間
以
上
(
兵
輝
,
自
〕
o

同
一
革
憶
の
も
の
二
編
以
上
並
行
し
得
る
道
路
(
暗
井
､
自
)
.

一
九
五



自
動
車
的
員
叶
婆
ハ
去
尺
以
内
に
妄
尺
以
上
･
伺
五
･
七
尺
以
内
竺

二
八
以
上
へ
同
四
･
五
尺
q
.
内
は
九
尺
以
上
(
愛
媛
,
良
)
｡

人
家
連
結
の
場
所
に
し
て
歩
車
道
の
区
別
あ
る
退
路
に
在
っ
て
ほ
車
道
幅

員
五
米
以
上
'
同
赤
津
道
の
随
別
な
き
場
合
六
米
以
上
o
人
家
蓮
賭
せ
ざ

る
場
所
に
於
て
は
日
朝
車
幅
員
の
二
五
倍
以
上
o
車
軸
幅
員
丁
六
七
米

長
三
二
釆
未
満
の
も
の
に
そ
の
幅
員
の
二
五
倍
以
上
〔
瞥
･
自
U
.

7
定
の
路
線
又
は
区
間
に
操
る
替
菜
路
線
に
濯
牌
T
r
O
自
動
車
に
つ
い
て
1

7
二
尺
以
上
(
千
柴
､
自
)
O
五
米
以
上
(
山
形
,
自
U
o

〔
へ
)
　
横
断
歩
道
通
行

車
馬
は
横
断
辞
退
に
停
止
ぜ
q
J
r
と
(
替
､
交
)
｡

車
馬
は
辞
行
者
に
危
険
な
き
=
と
を
確
か
め
i
l
る
後
に
聖
～
れ
ば
横
断
歩
道

を
鴻
過
せ
q
こ
と
∩
瞥
'
交
U
o

自
動
市
は
拭
陳
辞
道
上
に
於
て
は
徐
行
･
T
る
こ
と
0
(
暫
･
自
〕
o

(
ト
)
　
電
車
停
留
場
傍
通
過

柘
餌
地
の
停
切
晶
に
来
る
乗
客
乗
降
中
の
電
草
の
側
方
を
親
過
せ
ん
と
す
る

堅
付
帯
馬
は
停
狩
場
の
枚
方
に
於
て
蒜
停
止
し
電
車
の
発
車
を
待
つ
こ
と

(
撃
､
交
)
｡

安
全
地
梓
の
設
け
あ
る
場
所
に
在
っ
て
～
～
交
通
上
危
験
な
さ
言
を
硬
め
i
1

一
九
六

る
と
き
に
徐
行
す
る
こ
と
を
待
(
替
､
交
)
｡

(
チ
)
　
軌
蓮
坂
内
通
行

車
馬
は
電
車
の
通
行
を
妨
害
ぜ
ざ
る
横
望
写
る
:
と
(
兵
庫
･
哲
.

牛
馬
諸
草
は
軌
道
敷
を
通
行
す
べ
か
ら
ず
｡
但
し
自
動
車
及
び
自
動
自
縛
車

に
し
て
軌
道
蓮
樽
車
の
妨
番
と
･
'
J
ち
ぎ
る
様
通
行
す
る
は
此
の
隈
で
な
い

(
妓
卓
､
道
U
o

軌
道
敷
内
は
己
む
を
得
ざ
る
場
合
の
外
通
行
芸
r
0
,
,
と
｡
但
し
貨
物
自
動

軍
(
郵
便
物
'
新
開
釈
放
蓬
中
の
J
J
の
を
除
-
u
及
び
牽
引
自
動
車
以
外
の

疾
行
革
馬
は
電
車
の
進
行
を
妨
げ
ぬ
阻
甲
通
行
卜
得
(
警
交
)
｡
･

自
動
革
が
桟
道
又
に
軌
道
の
踏
切
を
通
過
せ
ん
-
す
る
と
き
竺
且
停
革
卜

汽
賓
X
に
其
の
他
の
車
輪
の
接
近
苦
る
こ
と
を
確
認
し
L
i
ろ
後
通
過
す
る

こ
と
(
茨
城
'
自
)
∩
愛
撃
自
)
.
線
路
を
見
透
し
得
ざ
る
筒
底
に
つ
き
同
(
兵

庫
､
自
)
｡

自
動
車
'
番
人
の
配
置
な
さ
銭
法
文
は
軌
道
の
踏
切
を
通
過
せ
ん
と
す
る
と

き
ほ
危
殴
な
き
'
･
･
J
を
確
認
し
た
る
上
組
行
す
る
こ
と
(
稲
井
,
追
)
a

(
リ
)
　
車
馬
迂
撫
連
行
時
保
持
間
隔

自
特
車
及
び
自
動
自
縛
車
1
一
間
以
上
〔
稲
井
,
W
)
｡

荷
車
　
-
　
六
尺
以
上
(
岐
阜
'
道
)
｡

牛
将
来
-
二
間
以
上
(
愛
媛
'
道
)
(
鹿
兄
島
,
道
U
o

諸
　
事
-
相
笛
の
距
離
(
軸
奈
川
'
道
U
∩
滋
賀
,
道
)
(
兵
麻
,
匙
〕
｡

疾
行
革
佑
1
7
0
米
以
上
'
緩
行
車
馬
-
三
栄
以
上
〔
瞥
･
安
)
｡

自
動
車
1
7
C
問
以
上
〔
紳
奈
川
･
自
)
(
兵
鮭
'
自
〕
(
変
雫
道
)
｡
三
〇

問
以
上
(
位
袈
'
自
)
〇
四
〇
米
以
上
(
山
形
､
自
)
0
安
全
距
離
(
鰯
東
磨
p

自
)

(
ヌ
〕
　
速
犀
制
限
(
自
靭
帯
)

市
街
地
又
に
人
家
連
栓
の
筒
併
短
時
三
哩
〔
藤
井
,
自
U
o

市
街
地
毎
時
7
g
:
哩
'
竺
六
讐
京
洛
間
竺
統
国
道
中
川
崎
市
六
郷
槍

よ
り
鞄
見
町
生
番
ガ
ー
ド
下
に
至
る
悶
人
家
連
梅
区
域
を
除
J
V
毎
時
二
五
哩

(
甜
奈
川
'
自
)
.

市
街
地
及
び
人
家
連
結
の
場
所
鯨
時
二
へ
哩
･
他
二
五
哩
〔
関
取
厳
,
自
〕
9

前
額
地
盤
.
5
人
家
凋
境
の
欝
毎
時
さ
哩
(
但
し
道
路
撃
呂
間
以
上
に

し
て
交
通
曙
盟
な
ら
れ
筒
所
望
五
哩
U
･
地
変
通
頻
繁
な
ら
れ
侍
所
は
安
逸

上
支
障
な
さ
隈
ヱ
1
0
哩
(
愛
鮫
,
良
)
0

市
街
地
福
時
J
ニ
哩
'
飽
二
八
誓
夜
甲
八
哩
(
岐
阜
,
臼
)
.

市
街
地
毎
時
7
0
哩
'
夜
間
八
讐
他
二
へ
哩
･
榊
夜
間
7
0
哩
(
位
雪

白
U
o

市
街
地
及
び
人
家
桐
寵
の
場
併
及
び
夜
間
海
空
二
g
.
 
r
o
術
角
,
橋
上
,
下

第
二
第
　
街
路
交
通
耗
御
参
考
資
料

｡
急
誓
叉
に
薙
杏
の
場
所
に
於
て
は
歩
行
者
と
何
云
速
度
に
て
徐
行
す

る
こ
と
(
長
野
'
自
)
｡

有
数
幅
員
五
･
四
五
米
以
上
の
道
路
で
は
鮎
時
三
二
二
八
杵
,
五
･
四
五
釆

未
満
で
は
二
亨
七
四
称
､
三
二
ハ
三
栄
未
砧
で
は
〓
ハ
･
〇
九
軒
｡
市
街
地

又
は
人
家
凋
寮
の
場
所
で
は
有
数
幅
員
亨
四
五
米
以
上
の
道
路
に
て
二
五
･

七
四
群
｡
交
叉
鮎
'
曲
角
'
坂
路
'
隠
退
'
蹄
梁
又
は
公
園
撃
校
取
返
其
の

些
究
通
頻
繁
な
る
場
餅
で
は
各
7
二
･
八
七
粁
(
茨
城
､
自
U
O

乗
用
自
動
車
'
市
街
地
毎
時
I
E
[
哩
'
竺
大
哩
o
人
家
蓮
槍
空
言
有
数

幅
員
六
米
以
上
の
屈
曲
少
与
道
路
に
し
て
肝
轄
督
寮
署
長
の
指
定
し
た
る
も

の
一
八
哩
.
貨
物
自
動
車
一
四
哩
(
千
葉
､
自
)
q

撹
載
軍
丁
四
〇
貫
以
上
の
貨
車
･
市
内
及
び
人
家
連
糖
の
場
併
毎
時
7
0
哩
･

他
の
場
讐
二
哩
｡
他
の
自
動
帯
筋
内
及
び
人
家
連
樵
の
場
所
1
二
g
･
他

H
(
哩
(
兵
庫
'
自
)
｡

環
裁
定
畳
表
超
過
貨
草
丈
に
乗
車
走
塁
二
人
超
過
客
車
毎
時
二
三
粁
以

下
'
人
家
詞
甥
又
は
路
面
晦
望
1
･
玉
来
未
満
の
場
所
及
び
軒
:
屋
上
･
夜
間
暴

風
雨
等
時
二
〇
粁
(
･
3
日
形
'
自
U
o

毎
時
左
記
の
通
り
.
但
し
交
通
稀
疎
に
し
て
勉
に
危
筈
を
及
ぼ
す
虞
雪
嶺

A
日
に
八
軒
以
内
超
過
し
得
(
瞥
'
臼
)
.

1
九
七



旗　有　無　有　有

道　二車　道　車一軒
八路六道八路六道一迫
凍　米　米　釆　米

未　来　以　以　以

浦　満　上　上　上

｢一｢-ノ､一､､~′

牛用rl':
hai璃公に側定･

】の千村以尤…

ほ慧這去農.
芦用上量素人■

粁　　　粁

l引草を車作
]用'有軸菜

-- : /三:-

粁　　　粁　　粁　与　牽動上車

年
前
零
時
よ
り
日
川
迄
の
間
人
家
推
し
把
の
場
所

に
於
て

二
二
粁

(
ル
)
　
停
　
　
車

交
通
の
妨
害
と
な
p
O
.
(
与
場
塀
に
停
車
せ
.
i
･
J
る
こ
と
(
関
東
既
'
自
)
O

自
動
車
乗
客
の
粟
降
X
は
積
荷
の
班
劫
を
な
す
と
与
は
路
端
若
は
歩
道
に
接

近
し
て
停
軍
す
る
こ
と
〔
瞥
'
自
)
.

(
ラ
)
　
臨
幸
(
道
路
に
車
馬
を
駐
む
る
1
1
き
i
E
j
守
す
べ
き
事
項
)

道
路
の
左
側
端
に
道
路
と
政
行
し
て
置
く
こ
と
へ
岐
且
'
道
)
(
兵
煙
,
追
)
｡

遊
行
方
向
に
向
け
車
濃
の
夫
側
端
に
駐
む
ろ
‥
,
u
t
但
し
二
輪
自
特
車
は
歩

一
九
八

道

上

車

道

側

に

駄

め

符

(

警

'

安

〕

(

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

道
路
の
交
叉
鮎
､
内
角
'
ガ
ー
ド
父
は
棒
尭
エ
リ
末
光
以
内
に
畦
め
q
1
.
と

〔
替
'
賓
)
｡

火
災
報
知
鍵
､
消
火
栓
叉
に
人
孔
よ
り
三
栄
以
内
に
虻
め
れ
.
言
(
苧
'
交
〕
o

電
華
停
譜
場
側
に
於
て
其
の
琴
ホ
杜
よ
り
三
六
米
以
内
に
挑
め
ね
こ
と
(
撃
'

交
U
｡

琉
設
物
の
出
入
口
に
鑑
め
わ
=
と
(
替
'
安
)
0

草
道
幅
員
二
米
未
満
の
道
路
に
在
つ
て
は
両
側
に
相
封
し
て
既
め
q
J
1
.
と

〔
瞥
'
安
U
o

己
む
を
得
ず
し
て
交
通
喝
繋
な
る
場
所
叉
は
危
険
の
発
生
す
る
虞
あ
る
場
所

に
自
動
車
を
駈
む
る
と
き
は
運
特
有
は
王
道
撃
晃
を
離
れ
ぬ
=
と
(
弊
'
自
)
.

(
ワ
)
　
車
輔
構
造

荷
車
に
つ
い
て

四
輪
車
は
前
後
緬
車
髄
の
軌
轍
が
婁
踏
ぜ
ざ
る
構
造
と
す
る
=
と
〔
山
形
､

道
)
｡

四
輪
車
は
未
着
輪
帯
の
中
心
距
離
前
部
と
筏
部
凹
寸
以
上
の
葺
を
設
-
る

こ
と
(
岐
阜
'
道
U
f
.

四
輪
車
は
前
車
輪
と
後
車
輪
と
の
革
敏
を
異
に
し
且
つ
前
車
輪
は
左
右
に

姐
鱒
す
る
の
構
造
と
b
T
<
す
こ
と
(
稲
井
'
道
U
o

ー

ヰ

訂

も

ぎ

-

-

･

き

L

l

-

育

_

.

_

｢

　

ー

日
韓
草
及
び
自
動
自
特
車
に
つ
い
て

普
希
五
O
米
以
上
に
治
で
べ
三
品
芸
を
架
罪
で
る
こ
と
(
稲
井
･
道
〕
U

自
動
薄
に
つ
い
て

昏
業
用
自
動
軍
に
は
骨
に
竣
備
タ
イ
ヤ
-
を
備
付
-
る
=
と
(
ソ
p
ツ
ド

タ
イ
ヤ
-
使
用
の
場
合
を
除
-
)
〔
茨
城
'
自
)
.

作
業
用
自
動
甲
又
に
牽
引
自
動
車
以
外
の
自
動
車
は
護
謹
製
以
外
の
樺
を

使
用
ぜ
ざ
る
二
と
'
ソ
ー
プ
ド
タ
イ
ヤ
ー
は
厚
さ
四
糎
以
上
L
i
r
o
,
'
と

(
警
'
自
)
｡

泥
除
装
置
を
備
ふ
る
=
と
∩
雌
の
裁
定
は
大
多
敬
の
仲
原
令
に
見
ら
れ
る

故
1
々
摘
記
せ
ず
t
 
L
l
プ
膝
に
之
に
関
す
る
詳
細
な
る
裁
定
に
つ
き
て
此

虚
に
掲
ぐ
一
0
両
.
f
O
泥
淳
の
既
に
厚
さ
7
分
以
上
横
車
輪
の
直
径
に
等
し
さ

良
質
詔
課
頼
X
ほ
ほ
皮
を
用
ゐ
上
部
に
金
属
板
を
附
し
i
l
る
泥
除
器
を
革

輪
と
共
に
回
蒋
せ
ず
器
の
下
端
は
地
面
と
一
寸
以
内
車
輪
外
側
と
-
寸
五

分
以
上
の
距
離
を
保
有
し
左
右
に
動
拭
票
亡
る
坂
附
け
と
し
必
宴
な
さ
と

き
に
事
賠
内
に
戒
置
す
る
こ
と
(
偏
井
'
自
)
｡

音
容
容
は
こ
個
以
上
備
ふ
る
=
と
〔
茨
城
'
自
U
〔
長
野
'
自
)
(
愛
媛
､
自
U

(
佐
賀
'
自
)
｡
音
響
盟
は
こ
種
抜
上
を
設
備
し
軟
調
の
菅
を
鑓
す
る
も
の

i
1
る
こ
と
(
山
形
､
自
)
.
滑
防
自
動
車
以
外
ほ
軟
調
の
卿
臥
音
を
尊
す
る
も

の
な
る
,
'
と
(
替
'
自
)
｡
軟
調
の
膏
響
器
を
備
ふ
る
こ
と
(
関
東
臆
､
自
U
O

前
田
曜
火
は
革
輔
の
左
右
楠
端
に
取
付
け
通
行
者
を
陀
惑
せ
し
め
ざ
る
様

夢
二
篇
　
蹄
路
交
通
統
制
参
考
資
料

通
常
な
る
調
光
生
碇
を
施
す
=
と
〔
替
･
自
)
｡
左
右
両
端
に
取
付
け
前
方

二
九
問
の
距
離
に
於
て
地
上
凹
尺
以
下
を
照
射
す
べ
き
'
･
,
(
長
･
･
3
･
自
)

(
愛
琴
白
U
o
同
三
C
米
に
於
て
地
上
完
以
下
を
招
射
す
.
(
.
4
,
,
'
,
1
(
山

形
'
白
)
.
空
別
方
≡
ハ
･
≡
ハ
栄
の
距
離
に
於
て
物
鰻
を
野
耶
す
べ
き
程

度
の
光
力
を
有
す
る
も
の
た
る
‥
と
(
茨
城
､
自
)
.

車
輪
の
前
両
左
右
に
二
倍
の
鮎
燈
装
置
を
な
し
'
之
に
は
ア
ン
ヰ
㌢
)
ヤ

ー
レ
ン
ズ
を
用
ふ
る
こ
と
(
関
東
臆
'
自
)

【
備
考
-
　
地
の
自
動
革
に
行
達
か
た
る
と
き
は
ヘ
ッ
ド
ヲ
イ
下
の
光

力
を
減
じ
運
輸
に
使
な
ら
し
む
る
=
-
(
神
奈
川
'
自
)
】

脚
防
自
動
車
､
郵
傾
自
動
車
及
び
仰
畢
附
自
動
白
樺
草
其
の
他
牡
に
街
単

な
る
構
造
の
自
訊
市
を
除
-
外
の
自
動
車
は
兼
色
父
は
溜
色
に
塗
ら
C
,
I

と
(
替
'
白
)
｡

(
カ
リ
　
圭
馬
操
縦
者

年
齢
に
関
す
る
制
限
に
つ
い
て

荷
草
　
-
　
7
0
歳
以
上
i
1
る
こ
と
(
岐
阜
'
遣
)
.
]
二
歳
同
(
滋
賀
'
道
)
.

完
境
内
(
顔
見
島
､
道
)
｡
質
草
に
7
九
歳
以
上
た
る
こ
と
(
接
戦
畢
二

〇
耳
未
満
の
小
串
を
除
-
U
∩
愛
媛
'
道
)
.

荷
牛
馬
寮
(
及
び
同
雪
舟
‥
-
　
7
四
歳
年
上
L
る
こ
と
(
山
形
'
道
)
〔
南

井
'
道
〕
o
一
八
歳
同
〔
神
奈
川
､
道
)
.

l
九
九



自
特
車
-
7
0
践
以
上
た
る
こ
と
蒜
奈
川
､
自
解
凍
取
締
令
)
(
莱

城
'
安
)
｡

自
動
車
-
1
<
歳
以
上
i
i
ろ
=
と
(
自
動
車
取
締
令
)
(
開
港
艦
,
良
)
0

願
書
に
は
碗
力
聴
力
色
盲
毎
に
撃
る
欝
輔
の
診
陳
書
を
撃
言
=
-
(
莱

城
'
自
〕
(
岐
阜
'
自
U
O

(
ヨ
)
　
車
庫
(
自
動
車
用
)

黄
燐
の
位
冠
は
幅
員
三
間
以
上
の
道
路
に
耐
て
る
か
X
に
道
路
及
望
ハ
の
前

転
の
空
地
を
加
へ
て
三
間
以
上
あ
る
場
合
i
i
る
=
と
(
長
野
,
良
)
o

室
田
讐
0
0
平
方
米
以
上
の
も
の
X
は
三
階
以
上
の
建
物
内
に
設
-
る
も

の
に
在
つ
て
は
其
の
壁
琴
柱
･
階
誓
尾
根
叉
は
直
上
階
の
床
を
耐
火
構

造
と
残
す
こ
と
∩
替
,
自
U
｡

室
田
鞍
五
〇
平
方
米
以
上
の
J
の
に
衣
つ
て
は
其
の
外
壁
を
耐
火
構
造
姦

し
屋
根
X
に
直
上
階
の
床
は
耐
火
構
造
に
非
ざ
r
o
と
き
は
不
燃
材
料
を
以
て

柿
成
す
る
‥
と
0
但
し
不
払
材
料
を
以
て
被
覆
せ
る
天
井
J
T
'
設
-
る
も
の
に

凍
っ
て
ほ
比
の
取
に
来
ら
ず
(
管
,
良
)
.

前
二
舵
に
裁
定
言
草
棒
の
外
壁
の
窓
及
び
拭
入
口
の
屍
に
戯
筋
親
入
相
手

近
と
悠
す
こ
と
.
但
し
其
の
田
す
る
憐
地
境
界
線
､
隣
接
退
物
君
l
‡
道
路
の

封
側
に
要
義
菜
撃
-
歪
以
上
の
距
離
を
有
言
畠
又
は
甲
種
防
火

戸
を
備
ふ
る
も
の
に
在
っ
て
ほ
比
の
院
に
軍
り
す
〔
替
,
自
U
o

二
〇
〇

室
面
鏡
五
〇
平
方
米
末
鯖
の
も
の
に
在
つ
て
は
其
の
内
両
を
不
燃
材
料
を
以

て
被
覆
す
る
=
と
(
替
､
自
)
.

建
物
警
部
を
革
埴
-
残
す
も
の
に
雇
っ
て
ほ
之
と
他
の
用
途
に
快
す
る
部

分
と
を
壁
盟
を
以
て
隈
劃
し
地
の
用
途
に
供
す
る
部
分
に
は
車
峰
を
通
過
せ

ず
し
て
容
易
に
屋
外
に
S
.
つ
る
=
と
を
得
る
横
階
段
X
は
出
入
口
を
設
く
る

こ
-
〔
督
'
自
U
(
茨
城
'
自
)
｡

床
は
コ
y
ク
サ
ー
-
造
其
の
他
瞥
戒
厳
に
於
て
適
雷
と
詔
む
る
構
造
-
,
な
す

こ
と
(
瞥
'
自
)
｡

車
庫
内
帯
は
地
上
五
尺
以
下
を
不
燃
質
物
を
以
て
構
造
若
は
覆
班
し
且
油
火

設
備
を
珪
7
-
(
千
薬
､
自
)
｡

(
チ
)
　
康
告
'
萱
停

迂
路
に
空
白
'
定
借
ビ
ラ
等
を
撒
布
す
べ
か
ら
ざ
る
=
と
(
茨
城
､
交
〕
〔
替
,

交
)
｡

道
路
に
於
て
自
動
車
上
よ
り
旋
告
耗
類
を
撒
布
せ
ん
と
す
る
と
与
は
警
察
甘

薯
の
許
可
を
要
し
'
取
基
の
自
動
車
を
以
て
す
る
場
合
は
最
後
尾
の
自
動
車

の
外
撒
布
ぜ
ざ
る
=
と
(
岐
阜
'
道
)
(
兵
雄
･
道
)
d

市
街
地
に
於
て
航
空
碑
文
に
自
動
畢
に
よ
り
印
刷
物
其
の
他
の
物
を
撒
布
せ

ん
と
す
る
と
.
4
J
は
出
資
地
警
察
官
某
の
許
可
を
要
す
る
(
神
奈
川
､
道
)
｡

車
馬
を
特
に
装
飾
し
て
贋
雪
宣
博
等
の
目
的
を
以
て
通
行
M
,
,
-
～
(
替
,

l

j

t

-

暮

■

■

t

T

安
㌔

(
レ
)
　
道
路
占
用
-
較

道
路
管
稗
者
よ
り
道
路
占
用
の
許
可
又
に
空
言
受
け
た
る
者
J
J
鮮
･
所
轄

賢
察
官
署
の
許
可
を
受
け
ざ
れ
げ
占
用
を
開
始
し
得
な
い
(
響
,
交
)
｡

道
路
に
神
輿
'
山
草
又
は
府
屋
壷
の
類
を
置
き
X
は
遊
行
せ
ん
と
す
る
と
,
T
,
I

竹
木
'
土
石
類
を
置
か
ん
と
す
る
と
き
'
道
路
に
治
ひ
風
雨
除
文
具
苗
を

設
け
ん
-
J
す
る
と
主
導
は
瞥
察
署
の
許
可
を
受
-
べ
r
o
I
J
と
｡
但
し
道
路
の

占
用
に
的
し
管
理
者
の
許
可
又
は
東
詔
を
受
け
i
l
る
も
の
は
血
の
隈
に
兼
ら

す
(
滋
賀
'
泣
U
o

道
路
に
撰
督
塔
へ
街
燈
の
類
を
聖
等
ん
-
す
る
と
ミ
店
出
を
な
さ
ん
と

す
る
と
与
畠
路
を
担
架
せ
ん
と
す
る
と
与
等
'
何
者
∩
兵
障
'
道
)
｡

道
路
に
於
て
荷
造
又
は
荷
解
を
璽
-
場
合
に
は
昏
察
署
に
屑
出
る
,
.
と
(
茨

城
'
交
)
｡

道
路
に
支
杜
を
朋
ひ
日
陰
凪
験
を
設
け
ん
-
す
る
と
4
,
･
工
事
の
i
1
ゆ
道
路

に
杖
園
組
未
見
塩
等
を
設
け
ん
と
す
る
と
与
は
道
路
管
理
者
(
国
道
府
腰
道

に
所
轄
土
木
出
来
併
)
を
経
由
L
所
轄
瞥
察
者
の
許
可
を
受
-
べ
き
､
と
(
愛

媛
'
道
)

〔
ソ
〕
　
穣
燈
'
日
陰
､
着
せ
の
葉
の
突
出
制
限

第
二
幕
　
餌
路
交
通
統
御
参
考
餐
料

梗
族
'
療
雫
看
板
'
日
除
'
両
除
の
類
-
路
面
上
二
･
四
二
米
以
上
の
高

さ
に
於
て
大
蒜
以
内
〔
替
'
交
)
〇
八
尺
以
上
に
於
て
こ
尺
以
内
(
紳
奈
川
,

道
)
(
長
野
'
道
)
〔
岐
阜
'
道
)
〔
真
顔
･
監
〕
(
鹿
先
島
,
雷
｡

釣
看
枚
は
地
面
上
八
尺
以
上
の
高
さ
に
於
て
こ
尺
以
内
,
日
除
に
支
社
を
用

ひ
ず
地
相
上
七
尺
以
上
に
於
て
7
7
1
(
以
内
,
掲
燈
は
地
村
上
七
尺
以
上
に
於

て
こ
尺
以
内
(
山
形
'
道
U
o

釣
肴
枚
-
l
地
歴
上
妄
以
上
に
限
り
二
尺
以
内
,
軒
鱈
は
九
尺
以
上
に
二
八
･

六
尺
以
上
は
一
･
五
尺
以
内
･
日
陰
は
七
尺
以
上
は
三
尺
以
内
･
椙
燈
は
六
尺

以
上
は
一
尺
以
内
(
佐
賀
'
街
)
o

標
旗
'
概
燈
､
看
板
専
路
面
を
折
る
高
さ
7
0
尺
以
上
に
於
て
こ
尺
以
内
I

z
=
除
は
路
田
上
三
尺
以
上
､
又
は
7
0
尺
以
上
に
於
て
こ
尺
以
内
(
愛
媛
,

道
)
.

道
路
幅
員
三
･
五
悶
以
上
の
場
合
'
概
族
概
燈
看
板
･
3
類
は
路
両
上
八
尺
以
上

望
何
さ
に
於
て
こ
尺
以
内
t
 
H
除
は
拘
八
尺
以
上
に
於
て
三
尺
以
内
(
茨
城
,

餐
)
0

按
燈
'
宥
枚
の
類
に
路
面
上
八
尺
以
上
に
阻
旦
)
尺
以
内
o
R
除
は
道
路
幅

三
間
以
上
の
場
肝
に
於
て
路
面
上
七
R
以
上
_
 
=
限
り
三
尺
以
E
,
道
幅
三
間

以
内
二
間
迄
は
こ
尺
以
内
'
全
道
張
適
の
J
の
路
面
上
三
月
以
上
.
支
耗

な
J
Y
J
吊
街
燈
は
路
田
上
7
五
尺
以
上
(
宿
井
､
道
)
｡

道
路
に
出
し
た
る
竹
本
の
枚
侯
は
路
面
よ
且
曽
三
五
尺
ま
で
之
を
伐
り
沸

二
〇
T



ふ
+
(
し
｡
如
し
渉
退
寮
馬
道
の
区
別
あ
る
場
合
に
辞
退
に
限
り
路
面
上
九
尺

迄
-
す
〔
稲
井
'
道
)
.

〔
ツ
)
　
露
店
(
露
店
を
出
す
者
の
蓮
専
す
べ
き
事
項
)

肺
　
-
　
間
口
二
米
'
奥
行
7
米
以
円
た
る
‥
と
(
瞥
'
交
)
.

叩
陶
I
1
ニ
未
払
に
l
米
以
上
の
間
隔
を
保
つ
こ
と
(
瞥
'
安
〕
o

道
路
の
交
叉
鮎
'
仙
角
､
柿
餅
辞
退
X
に
電
車
停
留
場
側
に
於
て
其
の
琴
不

純
よ
り
〓
米
以
内
な
ら
q
J
l
と
(
替
'
委
)
n

火
災
報
知
樹
､
滑
火
栓
'
人
孔
串
よ
り
三
栄
以
内
な
ら
や
l
と
(
瞥
'
交
)
0

祭
典
族
H
X
は
慣
行
に
掘
る
場
合
幅
員
〔
満
を
含
む
)
五
悶
以
上
の
道
路
に

誰
り
て
弼
側
四
尺
以
内
'
三
間
以
上
の
道
路
に
在
り
て
片
側
四
尺
以
内
を
占

用
L
空
虚
肪
'
露
店
を
設
く
る
=
と
に
封
し
て
は
警
察
官
男
の
許
可
を
要
せ

す
(
他
見
島
'
這
)
.

露
店
壁
盈
店
は
終
端
･
･
{
ヱ
ニ
尺
以
内
道
路
に
a
=
す
こ
と
を
得
o
 
l
月
の
輪
館

は
前
年
十
二
月
二
十
八
日
よ
り
7
月
七
日
迄
に
限
り
路
端
よ
り
二
尺
以
内

(
稲
井
'
道
)

道
路
病
人
は
市
街
地
に
来
り
て
ほ
警
察
官
寮
の
指
先
L
㍗
ろ
時
糊
地
域
の
外

得
業
ぜ
ざ
る
こ
と
(
行
商
を
除
-
)
､
活
路
絢
の
用
に
旅
す
る
国
益
店
は
空
ハ

尺
撃
二
尺
'
尾
寒
碑
は
長
八
尺
巾
三
月
以
下
i
l
,
o
‥
と
(
紳
奈
川
,
道
U
o

二
〇
二

(
ネ
)
　
道
路
に
於
け
る
工
事
誼
に
道
路
の
姓
持

工
事
砿
域
は
瀬
上
土
砂
､
機
械
､
器
具
･
材
料
隼
の
荘
場
並
に
役
背
二
番
未

完
成
の
部
分
を
合
し
左
の
制
限
を
超
え
わ
‥
･
･
,
〔
替
'
安
)
｡

延
長
1
駕
線
路
埋
設
工
事
七
二
七
二
王
釆
(
掘
聖
二
三
二
ハ
四
釆
[

軌
空
事
≡
ハ
三
二
ハ
1
唱
米
'
管
路
埋
設
工
事
二
七
二
二
品
I
米
(
堀
端
九

〇
･
九
1
4
J
/
)
r
'

幅
員
　
-
　
道
路
幅
貝
の
六
分
の
]

敦
工
庄
同
時
に
工
事
を
行
ふ
と
.
卓
は
各
工
区
に
五
E
･
五
四
米
以
上
の
距
離

を
保
つ
こ
と
(
瞥
'
交
U
｡

施
行
同
域
長
与
に
捗
る
場
合
に
於
て
は
之
を
敷
E
に
区
分
L
l
区
毎
に
施
工

L
其
の
部
分
の
工
事
又
は
作
美
経
｡
た
る
後
に
非
ざ
れ
げ
他
の
部
分
に
著
手

ぜ
ざ
る
こ
と
(
山
形
'
近
し
.

道
路
の
横
守
は
午
前
八
時
迄
に
掃
除
す
る
こ
と
(
稲
井
,
道
U
o

第
三
篇
　
受
益
者
負
捨
金
制
参
考
資
料
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市
計
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事
-ごl.二

シ司j
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制計
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ノ､襲限受
一費庶ク
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仝於利
部テ左
叉事ノ

壁
ク

ノレ

刺
･こ.i

ノ

限

定

申
7-

凡

　

　

　

例

第
一
受
益
者
負
稽
規
程
比
較

1
　
大
義
は
,
現
荷
受
品
背
負
塘
規
程
の
嬰
綱
比
較
に
悦
せ
ん
と
す
る
も
の
.
で
あ
る
.

二
都
市
計
若
葉
受
霊
孟
規
程
比
較
は
･
昭
豊
年
八
月
未
見
在
､
道
路
法
に
倍
量
箸
負
拾
規
琵
較
は
､
市

の
分
は
同
五
年
二
月
一
日
現
水
'
船
腹
の
分
は
同
年
八
月
米
ロ
現
在
の
も
の
に
操
る
〇

三
　
碑
柴
若
-
は
工
事
執
行
者
蒜
列
旧
は
･
称
市
計
著
事
業
受
益
希
負
楯
規
程
蒜
に
あ
｡
て
は
へ
大
軍
省
令
聾
布
の
年

月
品
に
振
り
､
道
路
法
に
依
る
芸
者
負
糖
規
程
の
部
に
あ
-
は
､
便
宜
孟
宗
品
に
し
､
府
警
分
を
径
に
1

括
し
･
且
つ
長
崎
,
別
府
の
聖
2
(
賓
料
不
明
の
た
め
)
-
･
>
て
は
,
大
腰
･
市
草
ポ
及
び
府
警
蒜
布
昔
日
讐
操

る
〇

四
　
退
路
法
に
依
る
受
綜
者
負
轄
規
程
比
較
に
於
て
は
,
泣
路
法
第
四
十
樵
に
伐
る
析
謂
道
路
損
傷
負
塘
り
例
も
'
参
考
･
･
J
し

て
拐
ぐ
｡

五
　
戒
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
｢
3
参
考
賓
料
乙
編
｣
を
参
頂
さ
れ
た
し
｡

第
二
　
受
益
者
負
塘
制
の
貸
借
に
関
す
る
語
調

]
　
本
表
に
輯
鏡
せ
る
受
品
者
負
培
制
の
貸
借
に
関
す
る
語
調
は
･
同
制
讐
官
爵
'
現
撃
晶
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
〇

二
　
〓
】
其
他
の
功
に
は
,
｢
-
折
究
報
骨
｣
と
の
参
照
上
牧
宜
と
考
ふ
る
も
芸
み
を
特
に
一
括
輯
錬
す
｡

第

一

　

受

益

者

負

据

規

程

比

較

一
都
市
計
毒
事
業
受
益
者
負
据
親
電
此
較

凋州.･iJ. I･･I･:-, :

三
E

掴
憎
旦
.
.
.
甥
.
豪
　
君
｢
負
｣
潤
_
堰
.
竺
轡
凋
.
鶴

基
金
慧
標
準
第
甘
党
旦
賦
慧
法

郡
市
計
遺
草

1

　

1

第
三
詩
　
受
益
者
負
招
金
制
参
考
資
料
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別娩内大大

数誓≡阪
妄雲呑三
1)ノ四ヲ Ill

〕特〇三長

ニラ七〔内大

供七向大務1E
阪'㌻FR]三言箸二　京

市警妄語三富享市
長　)鋭利ラ碗≡　長

直水場下療Ⅶ
域境合水水
男ニカ陰
線ノ､道域
ヨ道路内
9路′

奥繭故
行側桐
二二　ヲ

粂
ヌ
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-:照:=ミ

路事土吋⊂)
新築地四品
設二拓谷三

′【■＼　　　　　〔

間合ヱ頃合エ
ノ､道界ハ造

同路線道路
株幅ヨ路幅
こ貝1)両日

シ≡奥別三
テ同行二間
奥以十於以
布上聞テ下
十ノ　造′
五壕　路場
′~ヽ

ノ菓′こノ菜ノ言語蒜望
■)

言霊詣書芸莞蒜諾違

約五エ
ヲ年串
認以着
ム内手
ノ日

分後

(線道
側ヨ踏
外1)′

劫奥雨
足行別

現抵賃肴
衣二倍実地周シ
於人ノ､ユニテ区ヨ

登美二軍豊歪　Z　極壷

警告亭諾　信岩

ノ三言ノ言王君
新河路新道テ計
設川面設路ノ墓
改遅改嬢廃　寮
惨河良築場　嬰

′｢　　′~＼ /ーヽ

ノヱ地ヱエ
十ノ質有

又こ借上年質擬釈
-ツ柾擢ヨ括′地

於ケ　永就供公竣り人永イノ､り着目虎
ケノレ

ルエ

受事
益着

テセ桐内起(小テ日永永　的有
ハラ又′纂事作-的小串　タ着

地レノ､無)莞躍地夕作期　ル

圭サ公租　若者上ル擢問

ス薪上蛎 ′顕ノ新
〕設忘与誓書琴喜琴

芸琶志望Lt孟
倣-以均　費
′､l

〔∵二.:
者ヲ他　各シ轄造分
-両ノ

負横地
婚三野
七比;

担:

帯ヲ
ニ利ムノ負

軌益　工拾
シ此-　シ例向　負積ヲ帯　革分ノ　費由
ム例比　ムシ地　括二間:　三シ厚　ここ

シ例　　テ雅　七此Tl向　ヨ'洋　裁細

品　　　　　　　　　　　　.=春蚕

同巴
シ　ノ

裁
定

節
t
ニ
籍
　
受
提
者
負
頂
金
制
参
考
資
料

二
〇
五

哀
正
三
･
七
･
三

明
‥
｣
'
･
.
'
･
!
･

･
.
七
)
大 #

(
六
)
東

下
水
浩
事
業

(
四
)
ノ
規
定
I
T
.
L
a
T
F
シ

於
テ
下
面
大
臣
之
ヲ
定

″
一
指
諾
.
L
.
'
&
(
1
)
各
排
水
恒
三
就
キ
工
事
費

ヲ
負
培
セ
シ
ム

〔
e
n
)
二
慣
共
通
工
事
費
ハ
排
水

区
面
積
二
鞍
分
ス

(
3
)
受
益
者
ノ
土
地
両
横
二
比

例
シ
テ
各
受
益
者
J
r
負
婚
セ

シ
ム

(
E
Z
)
ノ
珊
定
二
村
シ

q
)
各
負
塘
瞳
負
頻
額
ノ
1
官

ヲ
間
口
]
!
比
例
シ
'
1
雪
ヲ
両

横
二
比
例
シ
テ
各
受
箱
者
二

負
祷
セ
シ
ム

シ
各
負
轄
直
′
工
事
費

テ
負
確
額
ヲ
定
ム

負
培
区
域
ヲ
負
轄
底
.
E
細
面
複
負
梅
ノ
場

合
二
墓
除
酢
七
年
以
内

捨
金
昏
知
日

:
'
=
=
7
7
.
.
T
r
等
.
I
.
㍗
(
四
)
′
規
定
二
村
シ

二
十
聞

ハ
内
務
大
臣
別

堀
金
ノ
　
1
L
T
l
　
ハ
間
口

1
雪
ハ
土
地
面
積
F
T

捕

路
ノ
新
造 地

三
共
ノ
ル
土

手
ノ
日

(
4
〕
負
婚

又
ハ
賃
借

及
賃
土
地
接
着 也

小
作
人
叉 I.I.:::=肘.･.;･:.

事
業
種
類
F
　
受
　
益
　
者
　
F
　
負
　
轄
　
寝

ス路
隣
接
地

額
ノ
1
L
N

I.:.,., 'Jc 'f

各
柘
負
倍
額
ヲ
7
定

従
ツ
テ
地

(
2
)
各
負
靖

工
事
費

〔盗紬職紛
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別っ務大名,lE親-(洗内大　名

孟′､喜霊　墓室毒芸三宝
･'三宅∴　巾

1∴
男鹿
場
ノ

莱:lf

四
＼_ノ

ノ

印
:LE

rfTJ

シ

臣(路界ぞ貝L
定例幅線庚ノ道
ム外貝ヨ場七路

間頼　　　)規ノリ繭倍耐
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(
ニ
)
　
名
　
古
　
屋
　
市

本
市
都
市
計
塞
第
1
期
道
路
新
設
培
築
事
業
(
本
市
五
幹
線
と
摘
す
)
受
益
者
負
稽
霞
城
八
十
一
寓
坪
に
封
し
調
査

し
た
る
概
要
左
の
如
し

川
　
公
費
負
塔
の
現
況

m
用
開
=
用
岨
冊
囲
一

(
備
考
)
前
記
の
外
不
動
産
淑
得
税
'
相
緯
稔
等
を
賦
課
せ
ら
る
1
も
是
所
謂
流
渦
紋
に
し
て
偶
発
的
事
故
の
発
生
を
粉
囚
と
し
其
性
質
菅
過
的
な

ら
ざ
る
を
以
て
祝
詞
喪
に
算
入
せ
ず

拘
　
事
業
計
葺
発
表
前
後
に
於
け
る
土
地
債
格
騰
貴
の
関
係

(
備
考
〕
　
本
義
は
第
1
期
事
業
受
羅
者
負
清
隆
城
内
に
於
て
各
負
増
尾
及
各
地
苛
に
亘
り
通
貨
と
訟
む
る
場
所
に
対
し
調
査
し
た
る
平
均
額
｡

第
三
籍
　
受
益
者
負
埼
金
制
参
考
資
料

二
項
七
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各
種
翼
捨
金
徴
収
機
関
の
構
成
及
負
据
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益
者
負
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金
制
参
考
資
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四
　
負
捨
金
の
分
納
を
な
す
場
食
買
却
其
他
に
件
ふ
権
利
の
移
動
を

生
じ
た
る
時
に
は
何
人
を
以
て
賀
据
義
務
者
.
た
ら
し
む
る
や
に

つ
い
て
の
虞
置

紳
奈
川
般
　
受
箱
者
負
塘
金
放
課
後
負
培
b
l
原
田
た
る
土
地
又
は
擢
利
を
謡
催
し
た
る
時
は
負
埼
愈
納
付
の
期
限
に
拘
ら
ず
1
時
に
之
を
領
収
す
o
(
凧
解

合
第
十
四
洪
第
十
五
煉
)

大
　
阪
　
市
　
負
揖
金
分
納
期
間
中
擢
利
移
動
の
場
合
に
は
北
ハ
終
刊
耽
得
者
に
負
培
義
務
を
繕
放
せ
し
む
る
事
を
連
館
な
り
と
思
ふ
｡

負
把
金
徴
収
に
閑
し
負
塘
能
力
を
考
慮
し
分
納
を
許
可
す
る
事
は
巳
む
を
得
ざ
る
ぺ
-
僻
に
現
時
財
鼎
不
況
時
に
於
て
は
益
々
其
必
要
の
慶

室
内
む
る
も
の
で
あ
る
而
し
て
甜
常
長
期
山
分
納
期
間
中
時
に
近
時
の
即
興
不
況
時
に
於
て
は
貸
賃
其
他
に
よ
り
所
有
軽
の
移
韓
す
る
も
の

敵
噂
し
其
山
多
-
の
場
合
に
は
元
併
有
帝
た
る
本
件
負
塘
義
務
者
は
無
資
産
耽
態
と
な
り
へ
徴
収
上
莫
大
の
手
数
を
要
し
､
倫
且
つ
数
枚
不

能
に
陥
る
も
の
捗
か
ら
ず
斯
て
も
佃
現
行
法
は
負
招
魂
務
の
樫
旗
を
認
め
ず
故
に
事
実
執
行
者
は
常
に
財
政
を
脅
か
き
る
J
串
甚
大
な
る
を

放
て
負
損
金
完
納
前
に
於
て
仲
村
括
移
動
あ
｡
た
る
時
は
其
土
讐
這
得
者
に
未
納
部
分
の
負
塘
義
艶
を
撹
乗
せ
し
む
る
を
可
な
り
と
思

ふ
o
殊
に
其
利
指
な
る
や
､
芸
に
享
受
す
べ
き
絶
て
晶
精
し
叉
本
倒
産
公
布
の
暁
併
有
揺
移
韓
の
場
合
に
於
て
本
件
的
附
未
帯
筋
は
常
鶴

安
男
代
金
の
内
に
考
果
せ
ら
る
べ
-
従
っ
て
眉
受
入
の
T
毒
負
靖
に
願
す
が
如
き
事
な
し
O

(
備
考
〕
　
別
掲
規
和
｢
就
諜
ノ
方
法
｣
参
鰯

五
　
賀
捨
金
を
課
徴
せ
る
土
地
に
於
け
る
檀
利
移
動
の
賓
況
及
賀
捨

金
制
運
用
の
土
地
投
機
に
及
ぼ
せ
る
影
響

凍
須
賀
市
　
擢
利
の
移
動
に
つ
い
て
は
日
r
L
其
の
貿
況
を
認
め
ず
｡

土
地
投
撃
だ
抑
制
す
る
の
傾
向
あ
れ
ど
も
差
し
た
る
影
響
を
認
め
ず
｡

市
　
松
　
市
　
楳
利
移
動
は
別
段
襲
る
事
な
し
U

名
古
屋
市
草
葉
計
墓
発
表
品
後
に
於
て
は
投
機
的
傾
向
に
よ
り
権
利
の
移
動
頻
畏
行
は
石
)
も
'
事
業
に
書
手
し
負
櫓
金
決
定
品
後
に
至
り
て

は
擢
利
の
移
動
静
止
す
る
も
て
如
し
,
組
じ
て
負
損
金
制
の
連
用
は
投
縄
を
排
撃
し
又
は
抑
制
す
る
事
に
直
接
影
響
な
き
も
の
と
認
め

ら
る
0

豊
　
橋
　
市
　
別
に
な
し
｡

大
邸
僻
財
界
不
況
よ
呈
地
表
是
敦
激
減
し
た
る
悠
新
に
閲
覧
さ
れ
た
至
道
路
等
あ
る
も
土
地
瞭
貴
の
傾
向
僅
少
に
し
て
之
喜
H
的
与
る
擢

利
移
動
始
ん
ど
な
し
,
徒
木
地
上
物
件
捗
韓
補
償
費
及
工
事
費
の
美
大
苦
し
も
の
あ
り
て
'
土
地
投
機
を
多
少
抑
制
せ
り
0

第

三

溝

受

益

者

負

冶

金

御

参

考

資

料

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

空



横
須
賀
市

漬

　

於

　

市

馬

　

山

　

府

名
古
屋
市

神

　

戸

　

市

大

　

噂

　

府

三
五
二

六
　
負
据
金
課
徴
を
な
し
て
施
行
し
た
る
事
業
に
よ
り
受
益
せ
ず
に

受
損
し
た
る
も
の
あ
り
や
､
有
り
と
せ
ば
其
に
封
す
る
廃
置
妊

そ
の
原
因

日
下
該
苫
事
実
な
し
O

事
業
施
行
に
よ
り
特
に
受
損
し
た
る
も
り
を
認
め
ず
C
)

受
損
地
な
き
も
の
と
し
て
取
扱
ひ
居
れ
り
0

受
損
者
に
封
す
る
封
策
は
日
下
考
究
中
な
り
0

七
　
負
捨
金
が
土
地
の
賃
貸
慣
格
又
は
東
員
慣
格
に
如
何
な
る
影
響

を
及
ぼ
せ
る
か

横
須
賀
市
　
現
在
差
し
た
る
影
撃
と
認
め
ず
｡

漬
松
市
土
地
の
葺
慣
梅
は
自
警
把
警
し
て
高
率
と
な
芸
買
曙
橋
は
従
っ
て
等
す
る
冨
な
る
も
大
富
相
異
は
な
し
O

但
し
賃
食
墳
柊
賢
月
額
柊
は
虞
仇
に
亙
る
を
以
て
指
我
執
難
な
り
｡

名
芸
市
本
墓
市
書
聖
期
道
笠
葦
完
塁
警
千
九
竺
十
墨
昌
晋
と
詔
む
る
芽
に
つ
い
て
調
査
せ
る
葺
還
要
せ
る

も
三
九
八
筆
硯
舵
柾
持
冨
1
1
1
七
筆
に
し
て
望
月
培
格
は
こ
首
九
十
八
聾
と
も
騰
貴
せ
る
を
見
る
O

紳
　
戸
　
市
　
賃
貸
横
路
潮
時
の
傾
向
あ
る
も
急
に
実
現
せ
ず
'
貸
賃
倍
格
も
漸
騰
の
傾
向
あ
る
も
具
照
的
歌
学
に
つ
い
て
は
不
明
｡

賃

　

貸

　

憤

　

格

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

安

　

買

　

慣

　

終

馬
　
山
　
府
　
調
査
撃
取
計
　
騰
貴
聾
教
　
現
状
維
持
筆
数
　
調
査
筆
数
計
　
略
貴
筆
数
　
現
状
維
持
筆
数

二
凹
七

七

二

　

　

　

　

】

七

五

二

四

七

　

　

　

　

;

七

二

　

　

　

　

七

五

八
　
負
捨
金
が
重
畳
し
て
課
さ
れ
た
場
合
に
於
け
る
土
地
負
控
の
最

高
限
度
を
如
何
に
決
定
し
且
つ
=
れ
が
補
償
に
関
す
る
廃
置

環
　
蛤
　
市
　
負
換
金
が
重
畳
し
て
課
さ
れ
た
る
土
地
に
鄭
し
て
は
五
箇
年
以
内
な
れ
ば
其
課
額
の
低
き
分
を
免
除
す
O

名
古
屋
市
　
負
培
金
真
昼
む
場
合
は
即
利
益
晃
畳
む
場
合
な
る
を
以
て
受
益
関
係
よ
り
散
る
時
は
敬
て
減
免
の
嬰
な
き
に
似
た
る
も
'
短
期
間
に
多
塀
の

負
拾
金
を
支
出
す
る
は
過
重
の
感
あ
る
を
以
て
其
の
負
冶
金
の
1
部
を
減
免
す
る
の
必
要
あ
り
'
本
市
施
行
親
定
は
同
一
の
土
地
に
し
て
道

路
岩
-
は
鰐
場
の
新
設
境
案
の
費
用
を
重
複
し
て
負
措
す
べ
き
鯛
係
に
該
首
す
る
時
は
其
の
軽
き
負
抵
金
を
免
除
す
と
あ
る
も
.
克
年
以
内

に
束
複
負
槍
に
該
雷
す
る
と
き
は
英
一
輔
を
免
除
し
得
べ
-
省
令
改
正
の
申
請
中
な
り
O

豊
　
橋
　
市
　
克
復
負
糖
に
封
し
て
は
高
率
な
る
も
り
J
み
を
課
す
.

輔
倍
に
紺
す
る
虎
荘
な
し
｡

神
　
戸
　
市
　
河
年
度
に
於
て
真
昼
す
る
場
合
は
軽
き
部
分
を
免
除
し
重
き
部
分
の
み
を
課
す
｡

六
年
以
内
に
於
て
重
虚
し
た
る
場
合
は
新
に
賦
課
す
る
も
其
率
を
低
下
す
'
未
だ
此
例
な
し
｡

大
　
将
　
府
　
同
一
路
線
の
同
種
の
工
事
に
つ
い
て
は
重
ね
て
土
地
坪
数
割
を
賦
課
す
る
こ
と
を
得
ず
'
但
し
後
の
工
事
に
依
り
臓
課
せ
ら
る
べ
き
印
が
前

に
昧
課
し
た
る
額
を
超
過
す
る
時
は
其
の
超
過
額
の
限
度
に
於
て
賦
課
す
る
事
を
得
｡

堅
二
欝
　
受
益
者
負
措
金
湖
参
考
資
料

二
五
三



横
領
賀
市

苗

　

松

　

市

名
古
屋
市

大

　

駁

　

市

こ
五
凹

九
　
公
用
制
限
あ
T
n
土
地
(
例
へ
ば
市
街
地
建
築
物
法
第
十
1
傑
都

市
計
菩
薩
第
十
l
修
の
如
き
)
に
封
し
て
負
据
金
の
課
徴
に
つ

い
て
如
何
に
庭
哩
す
る
や

日
下
技
官
事
項
な
し
u

別
段
鹿
税
法
を
試
せ
ず
'
規
定
な
し
U

特
例
な
し
｡

是
等
の
土
地
に
劃
し
虫
鱈
金
を
柑
雷
軽
減
す
る
が
妥
常
な
り
と
思
ふ
｡
赦
し
現
行
制
度
に
於
て
ほ
大
阪
都
市
計
宜
路
面
改
良
串
菜
の
負
拾
劫

定
即
ち
大
正
十
二
年
八
月
内
緒
省
令
筋
十
七
折
中
に
他
の
新
設
疎
英
の
道
路
の
境
域
内
の
土
地
に
封
し
負
増
の
全
部
叉
は
一
部
免
除
す
る
を

得
る
事
を
規
定
せ
ら
れ
た
る
外
其
の
減
免
制
定
な
し
｡

紳
　
戸
　
市
　
特
例
な
き
も
市
の
地
心
経
済
に
お
い
て
買
収
す
る
場
合
は
其
の
分
を
箕
質
上
負
拾
す
る
を
常
例
と
す
O

I
O
　
負
据
金
賦
課
標
準
決
定
の
茸
況

(
メ
)
受
益
の
有
無
及
厚
薄
の
算
定
上
規
準
と
夜
し
っ
～
あ
る
法
あ
卓
や
　
(
こ
負
折
霞
城

の
決
定
に
閲
す
る
現
行
準
則
の
適
否
　
(
こ
負
捨
金
紙
額
の
決
定
方
法

践
　
松
　
市
　
ィ
､
受
益
の
有
無
及
厚
樽
の
算
定
に
つ
い
て
確
た
る
況
準
な
し
｡

ロ
.
負
把
捉
域
の
決
定
に
つ
い
て
現
今
の
省
令
に
伐
れ
ば
岩
路
幅
員
讐
二
倍
､
旗
揚
に
あ
り
て
は
之
に
接
揖
す
る
幅
員
忠
犬
の
道
路
の
二
二
倍

の
地
域
と
き
れ
て
ゐ
る
が
本
市
の
如
き
小
都
市
に
は
通
常
と
考
ふ
｡

ハ
'
受
箱
収
蛙
に
依
る
J
D

名
古
良
市

イ
･
受
益
の
有
知
友
其
厚
給
わ
算
定
は
土
地
り
供
給
及
賃
資
料
の
影
響
を
考
躍
し
て
其
範
囲
を
定
め
事
斐
用
地
及
付
近
地
り
時
債
附
近
地
り

耽
聖
買
其
監
品
利
用
間
借
を
綜
合
し
整
冨
絶
歩
含
量
超
し
て
其
綻
匿
を
定
め
負
塘
額
を
配
分
す
る
の
外
特
定
し
た
る
井
野

な
し
0

p
P
現
行
負
拾
低
域
は
道
路
の
新
築
鵡
築
に
衆
｡
て
は
其
の
埼
廃
線
よ
り
幅
員
の
各
七
倍
'
路
面
鏑
裳
に
あ
っ
て
は
雨
脚
竺
-
十
岡
の
地
域

と
す
る
も
包
括
地
域
を
幅
員
に
比
例
し
て
劉
t
的
に
限
定
す
る
串
は
貸
按
に
速
合
せ
ざ
る
場
合
あ
る
'
.
(
し
｡

ハ
'
受
益
限
定
に
よ
る
｡

大
　
阪
　
市
　
ィ
,
都
市
計
菜
法
施
行
令
第
九
佳
節
四
故
'
活
路
法
聖
:
+
九
錬
泣
L
F
施
行
令
第
二
十
舵
及
内
務
省
令
に
基
い
て
た
す
o

ロ
,
負
措
値
域
は
現
行
省
令
及
監
芸
を
も
っ
て
翌
還
り
と
す
れ
ど
も
･
省
令
の
場
合
も
し
そ
の
霞
城
襲
東
を
嬰
す
る
場
合
は
市
長
裁
宜

に
垂
任
せ
ら
れ
ん
筆
墨
む
O
現
に
執
行
中
に
係
る
も
の
は
大
阪
鷲
市
域
を
主
と
し
た
る
も
の
に
し
て
其
負
頂
院
割
と
し
て
は
慧
買

｡
鈴
れ
ど
も
相
常
鰐
大
富
負
轄
梶
割
内
に
は
粒
々
の
地
物
に
伐
り
土
地
の
状
況
を
区
分
せ
ら
れ
著
し
き
は
其
の
地
物
の
脊
面
に
は
何

等
利
益
を
及
ぼ
き
ざ
る
場
合
多
々
あ
s
h
･
現
行
制
定
は
此
場
合
内
務
大
臣
が
別
の
負
轄
直
割
を
決
定
す
る
事
と
せ
り
'
放
れ
ど
も
か
ゝ

る
場
合
に
言
之
.
完
済
大
臣
の
決
定
に
侠
つ
が
如
き
は
事
賓
上
不
可
離
な
る
が
故
に
大
阪
市
長
に
於
て
決
定
し
符
る
操
改
旺
す
べ
き

要
あ
り
O

ハ
'
受
箱
限
度
及
市
財
政
の
都
合
を
考
鷹
し
て
決
定
す
る
.

所
声
　
帯
　
ィ
,
受
在
有
無
の
算
定
上
の
親
準
な
し
･
厚
薄
の
算
定
去
頼
律
は
各
地
撃
轟
け
こ
れ
に
負
拾
率
を
定
め
て
こ
れ
を
決
定
す
｡

ハ
'
受
益
限
度
に
よ
る
｡

大
　
輔
　
肝
　
ィ
､
方
法
な
し
.

ハ
'
府
財
政
の
都
合
に
依
り
決
定
す
O

馬
山
;
i
l
　
イ
･
常
肘
に
於
て
は
現
在
五
人
の
評
侶
員
(
麻
議
員
)
を
置
き
決
定
宗
法
と
し
て
は
尭
づ
近
地
茸
莞
貸
倒
'
其
品
に
附
…
し
工
事
竣
功

後
の
時
境
を
評
晴
し
同
評
慣
椀
よ
り
工
事
着
手
常
時
の
憤
格
及
土
地
改
良
費
(
杏
葉
施
行
の
た
め
特
に
土
地
1
1
手
人
を
畢
す
る
に
至
り

た
る
費
用
)
を
軽
険
し
た
る
額
を
以
て
放
課
括
琴
輔
と
せ
り
'
又
事
宅
の
忠
魂
地
の
利
用
何
店
蝿
殺
さ
れ
た
る
も
の
に
は
受
益
純
減
兎

聖
二
詩
　
受
鑑
者
負
轄
金
制
参
考
資
料
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高

　

峰

　

市

按
貌
賀
市

演

　

粒

　

市

名
古
屋
市

豊

　

橋

　

市

大

　

政

　

市

紳

　

戸

　

市

大

　

邸

　

府

馬

　

山

　

軒

二
五
六

に
付
裁
量
の
方
法
を
諸
ず
｡

p
t
現
行
使
例
に
て
別
に
不
都
合
な
し
｡

ハ
､
受
益
限
度
に
伐
る
も
の
と
す
｡

l
 
T
　
現
行
賦
課
奉
決
定
方
法

同
日
'
南
棟
'
距
離
主
義
併
用
｡

間
口
主
義
と
殿
離
主
義
の
併
用
O

間
口
主
義
'
両
横
主
義
距
離
主
義
の
併
用
｡

間
n
T
王
義
'
両
横
主
義
､
距
離
主
義
併
用
O

名
古
屋
市
に
同
じ
｡

名
古
屋
市
に
同
じ
O

間
口
.
両
横
'
距
離
主
義
に
よ
り
評
寧
玉
東
は
直
接
に
之
を
用
ゐ
ざ
る
も
負
塘
隈
の
汲
定
に
用
地
の
評
定
慣
椿
の
大
差
な
き
範
囲
を
も
っ

て
定
む
る
を
常
と
す
る
が
故
に
多
少
用
地
買
収
晴
朗
に
よ
り
負
増
額
が
左
右
せ
ら
る
ゝ
を
免
れ
ず
｡

間
口
主
義
両
横
主
義
併
用
o

評
慣
主
義
に
よ
る
｡

(
備
考
)
　
1
'
別
掲
洩
程
｢
負
埼
金
賦
課
の
挺
準
｣
参
照
｡

二
.
横
須
賀
市
課
金
算
方
法
の
詳
細
は
次
の
如
し
0

道
路
受
益
者
負
捨
金
賦
祝
金
額
算
定
法
　
(
乙
桐
別
掲
親
指
参
照
)
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J

N

論
議
岸
甘
紬
叶
2
.
3
:

Y

･

∵

:

L

t

･

 

t

L

:

日
暮
-
-
-
　
X
-
中
X
塁
L
,

Ⅹ
=
一
定
の
土
地
に
封
す
る
負
埼
輯

S
-
　
負
揖
義
絶
撰

A
=
耽
課
す
べ
き
地
域
の
間
口
絶
延
長

P
I
I
-
賦
課
す
べ
き
地
域
の
奥
行
に
封
す
る
漸
城
率

a
-
　
賦
課
す
べ
き
7
足
り
土
地
の
開
口

D
l
-
賦
課
す
べ
き
一
定
の
土
地
b
T
奥
行
に
封
す
る
漸
減
率

p
=
底
連
の
道
路
に
近
き
三
角
劉
地
の
矩
形
に
封
す
る
負
轄
漸
滅
率

(
詰
問
口
及
奥
行
の
延
長
の
単
位
は
尺
を
似
て
篤
す
こ
と
)

例
　
7
.
工
事
施
行
暗
闘

二
'
賦
課
金
額

工
事
施
行
道
路
延
長
　
】
,
2
0
0
J
t
　
(
2
0
0
R
n
l
)

工
事
施
行
後
道
路
隔
月
　
6
号
{
　
(
9
扇
)

Y
 
1
0
,
0
0
0
.
0
0

≡
.
蹴
課
区
域

開
口
延
長
　
1
,
2
0
O
T
i
　
(
2
0
0
F
A
l
)

奥
行
幅
員
　
2
7
0
J
i
　
(
4
･
5
R
i
)
)

ハ
道
路
の
両
端
に
於
て
道
路
名
界
鍵
よ
り
新
設
又
は
改
築
後
に
於
け
る
道
路
有
数
幅
員
の
各
五
倍
)

四
'
賦
課
高
域
の
片
側
負
蜂
(
片
側
の
賦
課
金
哲
　
Y
6
,
0
0
3
･
0
0
(
耽
謙
観
頓
O
T
碁
の
7
)

上品｡IJ.….._.;.<=T1 1,.. I:":….;, ･Ji,:T.i::. I, FI.i･, -eP抗, TTL'

五
､
各
土
地
7
聾
毎
む
就
課
金
算
定
方
法

分
子
　
例
む
　
T

甲
の
土
地
は
間
H
t
0
r
t
奥
行
1
0
尺
な
り

第
三
籍
　
受
益
者
負
冶
金
御
参
考
資
料

二
五
七



市他韓ク

ー15. ,｢こ　一一一一一一ゝ

二
五
八

(
串
富
f
l
諒
紛
)
　
(
盃
L
]
)
　
(
匪
1
j
･
ぎ
t
f
L
骨
)
　
　
串

Y
 
r
,
T
o
o
.
･
.
.
x
J
聖
十
縄
甲
･
･
Y
8
,
l
T
G

(
r
H
l
コ
笹
掛
取
)
(
粋
浄
1
.
r
縞
憩
償
)

〔
託
分
子
の
奥
行
率
は
第
7
表
1
0
尺
の
率
を
参
照
の
こ
と
)

例

　

二

乙
山
土
地
は
間
口
)
0
尺
奥
行
t
o
尺
な
り

(
F
B
l
コ
)
　
(
瀞
1
7
讃
竜
食
)
　
　
　
　
串

Y
言
O
M
.
X
砧
工
丁
艶
竿
-
増
芸
8

(
或
コ
夢
路
抑
)
(
妙
趣
f
i
韓
憩
儲
)

本
土
地
奥
行
の
最
後
部
は
道
路
蛇
非
よ
り
)
6
]
･
(
な
る
を
以
て
奥
行
定
形
牢
3
3
･
琵
(
第
一
衷
)
5
尺
の
撃
T
J
参
%
.
)
な
る
も
甲
地
の
奥
行

t
o
尺
此
奥
行
矩
形
率
2
.
5
.
0
0
を
差
引
た
る
戎
矩
形
率
8
･
.
)
_
2
が
即
ち
乙
地
の
奥
行
の
漸
減
率
な
り

例

　

三

内
土
地
は
間
口
)
0
尺
奥
行
)
6
尺
な
り

(
喜
置
藩
紛
)
(
r
T
R
l
コ
)
(
寓
惹
@
I
J
償
)
(
M
汝
等
蒜
f
f
i
真
尊
f
S
)
　
串

6
2
.
7
6

一
･
･
,
.
.
I
"
･
.
･
.
.
.
二
.
i
)
.
:
i
･
[
=
 
'
･
.
i
i
?
:
:
'
i
Z
･
.
,
,
-
;
l
l
 
3
-
 
'
;
:
(
.
｢
･
Y
:
.
.
:
A
.
･
･
'

-
壬
)

(
F
.
F
q
H
夢
路
転
)
　
(
陣
浄
f
T
T
誇
f
J
r
償
)

(
許
土
地
が
三
角
劉
形
地
な
る
と
き
は
華
つ
之
を
輿
へ
ら
れ
な
る
間
口
と
奥
行
を
有
す
る
矩
形
と
し
て
負
拾
税
を
算
定
し
更
に
之
〓
ニ
角
形
奥

行
率
を
莱
ず
る
こ
と
)

例

　

四

丁
の
土
地
は
間
口
)
0
尺
奥
行
)
6
尺
な
り

(
串
富
沖
轟
紛
〕
　
(
r
;
]
q
t
j
)
　
(
苗
竜
顔
f
f
償
)

(
H
 
i
連
繋
夢
瀞
f
i
i
蓋
爵
億
)
　
串

Y
 
6
,
0
0
0
.
O
O
 
X

]
0
｣
ル
　
X
,
読
,
旭
･
1

t
I
 
t
Z
O
D
 
X
 
t
.
i
7
.
4
0

4
7
.
畑
b

Jo6.

1
 
Y
 
E
i
T
]
3
3

(
F
H
q
コ
夢
掛
軸
)
　
(
粋
潜
詔
誤
読
億
)

三
角
劉
地
の
攻
鮎
が
街
路
に
近
き
場
合
は
前
同
断
の
方
法
に
て
先
ず
矩
形
の
〟
も
り
と
し
て
其
b
l
負
担
撃
と
求
め
之
を
ー
C
E
O
,
 
o
i
と
し
て
其
れ
よ

-

　

1

い

ー

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

-

T

■

･

ト

･

巨

■

r

-

ヽ

･

･

"

-

･

･

.

ヽ

･

.

.

.

.

I

り
此
望
有
形
の
奥
行
に
材
質
す
る
第
二
乗
り
百
分
率
を
引
去
り
た
る
姥
町
の
教
を
案
じ
て
算
的
す
る

六
'
多
角
形
叉
は
固
形
の
土
地
は
矩
形
若
竺
二
角
形
地
を
鵡
個
に
も
作
り
算
定
し
た
る
後
合
計
す
る
も
の
た
り

鮮
笹
艶
等
幕

.lJj.

J
｢

〓

一

其

(
イ
)
　
東
　
　
京

=ニー

/
/
.
イ
パ
イ
/
パ
パ
ノ

零

一
現
行
負
倍
金
の
種
別

聖
二
薦
　
受
鑑
者
負
塘
金
御
参
考
賓
料
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第一　各市市域犠張一覧

第二　各　市　戸　数及人　口



1　土　地

†市　域　の　接　張(蜘

I ��救FU-｢ノ 儉PJ 忠�ﾂ��

1大阪古 侈I�ﾃ#"紕���特例市部施行 �� �3づ�3S��2ﾃ#S2��ビﾃゴSs�"ﾃ�#��?�ﾉ?��
(大阪) 儿ﾙgs3�紕����"�k韭��3�������西成郡九億村ヽ三軒家相､天保 町､西溝町､井波村ヽ北野村､ 曾故峰村､上耐島村､下顧島村 ノ各全部ヽ川南材､州北村､倖 法相､木津材A宮村川崎村 �%4c�Xｺン��2���

ヽ1ヽ 野田村､豊崎村ノ各-部o東成 郵西高津材ヽ東平野村､清掘柑 玉造町ノ各全部､天王寺材､生 野村､鶴橋村､中本材､鮫江村 都島村､野田村ノ各-部ヲ併合 ｣較市制施行 鼎B�I 34,106,000 

大正14.4.1 ��ﾉ�ﾈﾅ:I8ﾉ�ﾈﾅ8ｦY�9YH9)[俘r�

2東京市 冖陌�#"絣���僻例市制施行 辻ﾘ6ぴ鶻粐���33�ﾃSc2�

(東京) 冖韭�88b������-.穀市制施行 

大正9.4.1 囘ﾉ�ﾙh�ﾅ9>���h�*ﾈ9)[俘r�

3名古屋市 冖韭�#"�5#��8b�市制施行 ���245,150 �� 

(愛知) 冖韭�#偵2��愛知郡掛器町村ノー部ヲ併合 剴づc���Ssr�3c�#s��38,892 21141 180,867 

明治豊1.8. 冦8蝌ﾝ�6ﾘ�ｹYHｷ�78ﾌ9nﾉ�ｨ9)[俘r�2657,934 
明治40_6.1 僖ﾙ69*ﾈ9)[俘r�1も791,621 

明治42.10. �I&ﾘﾅ9�x勧*ﾈｷ佩Hｮﾘｬﾉ�ｨ6ﾘｦX爾�YH9)[���2324,116 

大正10.8.王妃 肇s���=��R�IYIO宇i8x寧Hｾ����ｪB��9�Y*ﾊH昆WJI�ｻﾙ�ｦ�I&ﾘﾅ2�ユ633,666,970 

千種町､東山村､御器併村､呼 韓材､小堆村､克子材､八幡柑 愛知町､中村､常磐材､笠寺村 ヲ併合 鳥?���ｶrﾃ�rﾃBﾃr篦綰偵b�ﾒ�2�

4京都市 (京都) 冖韭�#"紕���特例市制施行 剴#2ﾃ�8c�途ﾃcC"�
明治31.10.1 �ｩLｨ�9�x邵ﾗ2�
明汚35.2. 乖ｹnﾈﾅ9�Y>��ｨ�ﾈ自YH9)[俘r�
大正7.4.1 �I8hﾅ8齷�ﾉ�ｪI69(i�ｪH敬ｭHﾏｲ��ｪInﾈﾏｹ�ｪH岑ｩｹ�ｪHｨｹnﾈﾅ8柵�ｧﾘｫ��(遧�ﾙnﾉ�ｪI�Y>��ｪH�個�ﾝ鶇ｴ�佛98ﾈｾ8己ﾝ鶫ohﾋI*ﾊB�

′各全部及蓉宕郡上賀茂村､大 宮村葛野郵西段村o紀伊郡上 鳥羽村ノ各一部ヲ併合 ����ﾒ�

6辞戸市 冖韭�#"紕���市制施行 俘ﾂ�迭ﾃs3b��Bﾃ涛2�23.249 601804 
(兵庫) 冖韭�#偵B��ﾊI�ﾃ3�紕����Y�3偵B���武庫都頚磨村′内地田村ヲ併合 

武庫郡藤村及林田村ヲ併合 武軽部須磨町ヲ併合 

昭和4.4.i 兀�_佛9=�>Y�ｪI�ﾉ��*ﾊI�ﾖ(ﾝ���ｹ�ﾉ[ﾙnﾈ9(�4笘9)[俘r�

1市　域　の　抵　張(削

土　地　2

都南 僖籀ﾜｹ4Ywb�冓ｸ�8ﾉy9侘ｸ揶ﾏ｢�

f'横漬市 冖韭�#"紕���市制施行 澱�2���I 25,863,325 iS,M,S4.0, ∋6- 管 �8�����ﾄT�蔗�fﾂ�ﾅD氾scr�
(耐奈.rlD 冖韭�3B紕���久長坂郡保土ヶ谷町ノ一部､戸 

大町､中村町町､根粒相､卒牧村 
橋樹郡紳奈川町ヲ併合 FJJ治4=4.4.1椿樹部子安村大字子安､久良岐 郡昇見浦村大字瀧頭､磯子､岡 

入関川村大字堀内ヽ蒔田､井土 
ケ谷ノ全部､肉付大字下大岡､ 
弘明寺.上大岡､中里′各一部 
ヲ併合 

昭和乳4.1久長岐都罪風浦村､大岡JTT材､ 
日下村ヽ摘財部保土ヶ谷町､城 
郵相､大綱村､地相､鶴見町､都 
筑郡西谷村ヲ併合 

7鹿島市 冖韭�#"紕���市制施行 亅���
(鷹島〕 們ｹ��3r纈��R�安轟郡仁保島相ノ内字字品ヲ併 

合 

昭和4.4.1 冽hｶ�u��ﾙ]ｹ�ｪIn陞ｨﾝ鶇ｸﾙ69�ｦ��
安佐部三篠町､佐伯郡巳壁町､ 
古田村､草津町ヲ併合 

8長崎市 し長崎) 冖韭�#"�2絣�Vd(ｨ｣#"紕ﾃ��.西彼杵郡上長崎村及下見噂村′ 闇話合 �"ﾒ粐籐k�#イﾗ縒ﾃ�S��Sbﾃ�#�3Rﾃ332�#�ｺ��2s##ijb�

9函館市 冦�)｢ﾉ�ｫYe�ﾗ2���j l l 版EB�ﾂ�
(北海道) ��Y�3��繧���至市制施行 

10金津市 (石JJL) 冖韭�#偵B���k��ﾓC2������R謾S�E�ﾒ����Y�3�B紕����市制施rr 河北郡小坂村字種野中島ヲ併合 ∃雲儲識倉 �������三業芸;TiE60 

11熊本市 -(熊本) ����ぴ�8Vﾆbﾃ�S�ﾅ4���"ﾆ�6Rｲﾃs���X�｣�ﾃ3C痛(hﾌ3�E���ﾂ�



土　地　ヰ

∠陣別市制施行

筑紫郡警固村ヲ併合

茸警郡豊平村大字豊富及璽粕ヲ
早長郡民飼村ヲ併合

豊最悪認諾諸富
筑紫郡畢粕町ヲ併合
筑紫郡千代町ヲ併合
早長都粒井JLl村､掠村ヲ

4135　3,627

5S4喜　3,171

6,細0

ユ2 ig同市l明治22･ 4･
I:~重言…~

･3琵ヒ莞如詑140:海豊畏監臨

大正11. 8. 1｢需品諾募村J~部

14箆憂題摺謡等蓋: ,1

16 I?､鞍判明拍32.10.

市耽施行　　　　　　　l

宮城郡原町七細村大字南小泉ノ1 3
一部及名:昧郡長町ヲ併合　　l

安義邦抑圧町､荘山田村､宮原
村政=川町ヲ併セテ異町ヲ匿ク
市制施行
安蛮郡吉浦町､督固屋町､賀茂郡
阿賀町ヲ併合

1日ヒ栴葛尾制施行
(北海道)l大正11. 8.ユl南東鹿亮

大正10･乱傭畳軍恵喜器壷講評

18亀山畢3%'86‥唱鞄等望詣撃を翌夏轟
F H`●‥[

4 14'問368E　糾7竿11,260

20駅準; 82:･欄琴雛諾富-叉ノ

22欝語順霊宝9i:1…:壬摘雷農芸帥ヲ横紙町二併合

24佐世保市l明治35. 3.141佐世保材′内一部ヲ割キテ佐世
(長　崎)

%昆司鞘望…曇.: …;2三億蓋器量≡芸1,1孟≡司町二改ム

26瓦的RqE男望…書･: ……1孟儲冨嘉恵三芸芸術

壬F･161174,I:i?

1,497,000

≡ll
2,81rlL 14,449
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5　土　地

1市　域　の　接　張(那

27演世帯 (静岡) 冖��紊������蛤空CB縒���Y�3�������Y�8ﾌ2絣����Y�8璽�紕苒�1尊名郡環境相大字環田､韓老嬢 伊壊､兼鴨江ヲ爵位町ニ併合 1市制施行 清名都富蕪村大字雨追分､和知 山､靖梅津ノ全部及向村和合ノ ー部ヲ併合 ��! 1=it6Sf,09,,'≡ ｢ 涛#2�Cc����ﾃ#B�工,16C 

禦警晶苧雫盃詐聖蒜苧諸 大学上池川､高林及天耐町村大 字馬込′各一部ヲ併合 苗名郡天耐町村ヲ併合 劔3I500 7,509 

28静岡市 冖韭�#"紕���市制施行 ��� 

190 
(静岡) 冖韭�C������k韭�C"縒���諸��2��Dﾃ��諸��B�2���安倍郡豊田村大字南安東′一部 ヲ併A �?ｨﾌ�コ��cCSBﾃcb�ｶ��鐙*ｸ.c｢�S2ﾃ�ビ�

∫1 安倍都南塊購村大字安西井)官 安関内新田､安西外薪B]､安西 ヲ併合 安倍郡豊控柑ヲ併合 安倍都安東柑大里村ヲ併合 劔1,643 17,4与0 

29霊確市 (愛知) 冖飆�3偵r���y���3偵ゅ��彊美郡花田村費岡村ヲ豊橋町- 併合 市制施行 亦�b��� 

30岐阜市 冖韭�｣#"縒���市制施行 鳴�白�3,ユ85 

(妓阜) 冖韭�3b紕���相乗郡上加納村ヲ併合 ��涛bﾃx8c��b�?��ﾆ涛停ﾃb�2���都#R�

31宇和官有 (栃木) 冖粢､##偵B���市制施行 剪�

3ヨ律島市 們ｸ�｣#"������市制施行 剪� 

(徳島) ��Y�3�b紕��諸��2������嘉委宗男謂葦謂署長霊嘉ヲ 

33静穏市 們ｹ��#R絋���市制施行 剴C��2,410 

(群馬) 冖險｣3B紕���身多部上川淵村大字六供､天llT 原､市ノ坪､紅葦分､前代田字 甫分ヲ併合 

34旭川市 ��Y�32紕���北海道官制施行 坪�����坪耳����鉅�ｸ��鉗簫粭�� 

(北海蓬) ��Y�3��繧���市制施行 

1市　域　の　摸　張(卸

土　地　6

3与久留米市 冖韭�#"紕��� 倡9�x邵ﾗ2�1 1 �"ﾃ#c"ﾃ���61,31 �ｨ耳�������ﾔ��フ｣��R�e2���ﾂ�

(南開) ��Y�3b�������Y�3�2貳ﾂ���倅�凉�8x飆�ｨ9)[俘r�蓼皐ﾅ8ﾌYZｩ�ｨ9)[俘r�

36高栓市 冖韭�#2�"��R�倡2餤ｨ邵ﾗ2�I 1 1 悼��bﾃモ�06163650 

(香川) ��Y�32紕��� 俘�ｦﾆﾈﾅ�ｷｹ��ｨ9)[俘r�

大正10.1.1 剄＄�S東嶺村ヲ併合- �686,843 ��ﾃc���チ 7841 

大正10.ll.1I香′川棚榊ヲ併合 劔587,66 白�c�ﾃcSCbﾃ鼎r�TW"�?���C�c"ﾃ#�2�ﾂ��ﾃ���2ﾃcc����ccピツ��

37甲府市 (山梨) 冖韭�#"縒���t 倡9�x邵ﾗ2� ��

38大牟田市 ��Y�3b粤���l 倡9�x邵ﾗ2�1 ��

(i南開) 傴ｩ��B紕��� 倅�'(ﾅ8蕀�ﾉ�ｨ9)[俘r�

39宮山市 冖韭�#"紕���市制施行 �1 1 1 i ���2ﾃ鼎B�

(富山) 冖韭�C"紕����Y�3b紕����Y�3偵"絣ﾒ��Y�3�R綯�?�,ﾒ�帝負群棲谷村大字牛島､愛宕､ 畑中′各一部ヲ併合 宴豊警題苦ぎ歪芸号駄駒鳥､ 婦負郡排谷村ヲ併合 番負野乗呉羽柑ヲ併合 

40長春市 冖韭�3�紕����市制施行 �4 ��

(長野) ��Y�3�B綯�8c｢�2���上水内部者田町､芹田村､古牧 村､三輪村ヲ併合 

41高知市 (高知) ��凭ﾃ#c#ｨﾇﾃ｣�ｸ臙��Y�3�B����ﾂ�市制施行 土佐郡江J口町ヲ併合 土佐郡地相ヲ併合 �-1 1 1. 1 ∫ 涛vﾂ津H板�2ﾃ#C��D｢�

蓋芸11喜.:5fIBlgi �7俚(ﾅ8ｩｹ69�ｨｩｹYH9)[俘r�7俚)YH岑婪*ﾈｷ��ﾘﾕﾙ�ｨ9)[俘r�7俚(ﾅ�抦ﾘ(ﾞ(ﾝ�9)[俘r��96,000 3,900,000 276,000 白�S�"ﾃ鉄��2ﾃ�#c�2ﾃ����8bﾃ�s�紕ﾃ鉄B�ｦ辻�s�訥2縱bﾂ�ﾂ�

42枚本市 冖餒イ�絛���9�x邵ﾗ2��1 �"ﾃ�CBﾃs#R�

(長野) ��Y�3�B�"��8ﾉ�)h�ﾅ9:Ygｹ�ｨ9)[俘r�k韭�#"紕���9��邵ﾗ2�

43亀井誘 劔 �� ��

i 巴�ﾒ���ﾂ�



土　地こ　8

1市　域

T t土　地

44枚山市
(愛　媛)

45青森市
し青　森)

46山形市
(山　形)

47好防音
(兵　庫)

48那覇市
(沖　細)

49川嶋市
(紳奈川)

60大分市
(大　分J

51長岡市
(薪　泡)

与2津　　市

(三　重)

明治22.12. 1

明治41. 4. 1

大正12. 2.ll

大正15. 2.ll

市制施行
盟泉郡朝美村大学棟酒′全部及
甫江戸/一部､椎部材大字藤原
及竹原各一部､素鷲村大字立花
ノー部及這錬村大字一万ノ全市
及持田ノー部ヲ併合
温泉部活鉄材､大字持田､造徒
一万ヲ併合

況泉邸胡美村､雄群村､素鷲柑
御幸柑ノ全部ヲ併合

野糟22･ 4. 1J市制施行

莞翌S:ま:2摘蒜農芸制施行

芸芸123: ;: llf慧患IHD冨芸暫嘉買町僻村

明治40. 4.ユ

明治44. 4. 1

大正11. 4. 1

明治22. 4. 1

大正10.12. 1

明治22. 4. 1

明治42. 4.ユ

大分都西大分町荏隈村及豊府村
ヲ大分町こ併合
市制施行
大分都東大分村大字津田ノー部
ヲ併合

市制施行
古志部四郎丸柑ヲ併合

市制施行
安濃都建部村,塔世村ヲ併合

l　市　域　の　揖　張(釦

5.3ー小倉市 冖韭�32紕��1市瀞J施行 ����� ���? 

(福岡) ��UDe��B紕�5"�諸��"紕�8b�金敷郡板横付′一部ヲ併合 企救郡足立柑ヲ併合 

5壬室蘭有 〔北港造) ��Y�3u������Y�6ﾆﾂ繧�8b�室蘭都電蘭町､元宰蔚町､翰西 村,千舞態村ヲ合併シテ北海道 区制施行 市制施行 �� ��ユ2,539 

55盛岡市 冖韭�#"紕���市制施行 ���2,91雪,45 鉄b�

(若手) ��Y{覇�"綟����岩手都田川村ノー部ヲ併合 

昭和3.4.ユ 舒(訷ﾌｩ¥I>��ｨ9)[俘r�1 �2磴cB雲ｹz"��65 都2ﾃSSB�

粥菩斡市 (両誌岡) 冖韭�3�綯����k陌�3津������Y�32紕���遠賀郡石峯村大字佐多羅ヲ若松 町-併合 遠賀郡市峯村ヲ若松町-併合 市制施行 �� �� 

bT秦長市 冖韭�3��"���市部施行 ��� �� 
-(奈良) ��Y�3�"紕�8b�添上郡佐保村ヲ併合 

58宇部市 (山【り ��Y�3����ﾔゅ��市制施行 �� �� 

59水戸市 (莱城) 冖韭�#"紕���市制施行 �� �� 

60清水市 (静岡) ��Y�3�2�"貳ﾂ�安倍郡清水町､入江町､不二且村 三保村ヲ合併シテ市制施行 ��l l �� 

(入江町/､13.1.31庵原郡江尻 町ヲ併合) 冤 1 

6ユ高崎訂 冖���32紕���市制施行 ���l ●'`■'■; �� 

(群馬J 傴ｩ��"紕���群馬郡顔躍村及片岡村ヲ併合 

62八王子市 (東京) -.一一･一･.■一一一一一･･.･.･.- ��Y�3b纈���市制施行 ��i 】 �� 

63宇培山田 (三重) -.~一一一■･..一･･.･.･..I.. 冖韭�3偵偵��市制施行 ��l l �� 

64栄溝市 (山形) 冖韭�#"紕���了f硝rl施行 ��l ｣ � 
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9　土　地

1市　域　の　摸　張(績)

66岡崎市 ��Y�3R縒�8b� 倡9�x邵ﾗ2�4 湯ﾃC#t簸��2,68 ���Rﾃ��R�

(愛知) 傴ｩ��2纈�5"�乂ｩ6978圸_I�ｪIOﾈﾘxﾝ鶫&ｩ�ﾉ�｢���9YHｷ��ﾙMY�ｩ�X鬨冶ﾖｸ9)[俘r�

66局噂市 (兵庫J ��Y�3b紕���椿ﾇ&ﾉ��dﾙ?(ﾞ�*ﾉzx扞�ｩ�X鬨ﾉ9>�r��ｨｷ��ﾈﾆ�)�ｨ9(ﾘx5h6X�9�x邵ﾗ2� �� ��

67我田市 冖韭�#"紕���倡9�x邵ﾗ2�3 1 1 �6ﾄ都コ�653 �$涛#2�

(耕田) 冖韭�3ゅゅ��k阨�C"��"�#�� �>ﾈ�69YI�伜)69�ｪH企�ﾉ�ｨｷ倬ｲ�>��ｨ6ﾘｦX自YH9)[俘r�>ﾈ�68ﾅ8企�ﾉ�ｨ�ﾈ自YH9)[俘r�

大正15.4_1 剴�H田郡川尻柑ヲ併合 �0.196(方里) 

68群山赤 ��Y�3�2粤偵����tｹ78ﾅ8�)*ﾈｷ傅ﾈﾋI69�ｨ9(ﾘy[��1 ��ﾃcsS�鼎��462 �2ﾃ#C"�

(輪島) ��Y�3�B綯����5h6X�9�x邵ﾗ2���6xﾅ8ﾄｹnﾈﾝ�9)[俘r�

69宮嶋育 (宮崎) 冖韭�#"紕����Y�3�2紕���倡9�yG韈8ｹh�):�靉ﾈﾈ闔ｩ?ｨ邵ﾗ2�路ｯｨｹh�"�ｷｸﾞ闇9�YxI*ﾊI�Xｪ��ｨ9(ｷｸﾞ�*ﾂ�ﾙ[俘x5h6X�9�x邵ﾗ2� �� ��

70高岡市 (富山) 冖韭�#"紕����Y�3b綯��R��Y�3�B繧���諸��2綯���i 倡9�x邵ﾗ2�(��Xﾅ9чw�ｮ��ｪHﾛ)nﾉ�ｨ�ﾈｦX爾�YH9)[俘r���YYH岑､ｩ�ｨ9)[俘r���Xﾅ8ﾕﾉ69�ｪI�ﾉ8��ｨ9)[俘r�2 1 2 田C�ﾃcc2��"ﾃ�#B�235 604 768 牝都C��ﾓ3���r�X璽c唐�

71構生育 {群馬) ��Y�3���5��� 倡9�x邵ﾗ2� �� ��

72鏑捧市 (北海道) ��Y�3偵r��� 仭ｩч*ﾈ6ﾘ�ｹYH9(ｨH4ﾆvﾉч�ｨ9)'R� �� ��

大王E9.7.1 ��ク 釧路町ニ北海道置制施行 
大正11.8.1 剋s制施行 

73佐賀市 冖韭�#"紕��� 倡9�x邵ﾗ2�1 津�3づc�r�1,026 迭ﾃ都��

(佐賀) ��X錯ﾆﾂ������俚(棹ﾅ9��ﾉ�ｨ9)[俘r�

74若松市 〔育霜鳥) 冖韭�8蓼蔗紕��� 倡9�x邵ﾗ2委ﾈ鳧6ｩGxﾙﾈ�*ﾈ9(淞�H鋳� �� ��

75千葉市 (千乗) ��Y�3��������� 倡9�x邵ﾗ2� �� ��

都.■市 僖霾�?｢�摘要 兌俘r�虜ﾅr�*ﾉ�｢�ﾖ鎚��ﾂ�併合.併合併合 ､面積戸数人口 (秤)(戸)(人) 

76着高島市 冖韭�3b纈�'B�9信夫郡常連村ヲ霜鳥町-併合 �� 

(蘭島) �*ﾘ��C�紕���市制施行 

77枚江市 (島根) 冖韭�#"紕���市制施行 �"� � 

78四EZ市市 冖馮s3�繧���市制施行 剳�,418,000 ��ﾃCsCrﾃscR�

(三重) 傴ｩ��b�����三重郡海薪材､塵済柑ヲ併合 

79足利市 (栃木ー ��Y�3��謦鉅8b�市制施行 �� � 

80宇和島市 ��Y�3b絣���北宇和都丸種村ヲ宇和島町こ併 �� 

(愛媛) ��Y�3��繧���合 北宇和部宇和島町､八幡付ヲ合 併シテ市制施行 

81沼津市 (静岡) ��Y�3�"縒���故東都沼津町ヾ楊庶村ヲ合併シ テ市制施行 �� 亦ﾒ�

82戸畑市 (南開) ��Y�3�2纈�8b�市制施行 ��コ 一打一札 ''''-'j 

83今清市 (愛媛) ��Y�3偵"貳ﾂ�哉智布目吉村ヲ今橋町ニ併合5, テ市制施行 ��

84別府市 (大分) 冖韭�3偵B����Y�3�2紕���速見郡常温村ヲ別府町こ併合 市制施行 ��

85l明石古 (具体) ��Y�3り咾����市制施行 ��

86弘静市 冖韭�#"紕���市制祐行 ���

(青森) 傴ｩ��2紕���中津軽部活水村大字富田′一部 及大字紙漉町ヲ併合 

87鳥軍市 冖駘s#"����8b�市制施行l ���l -.-.I J ��

(息:昧〕 ��Y�3�"絣����岩美郡富桑村ヲ併合 

88蒜曹誘 ��Y�3��纈���市制施行 �� � 

89市曾市 (兵痘) ��Y�3�B紕��ｲr�市制施行 �� 鳴� 



Il　土　地

1市　域　の　接　張(酎 1市　域　の　摸　張(終)

土　地12

摘　　　　　　　　　要

市制施行
仲多度郡六郷材ヲ併合

西伯郡成黛村大字陰田､酉大谷､
美音､長田ヲ米子町二併合

昭和2･ 4･コl市部施行

~-!=:=!-: - _I _-- 下毛郡豊臼村及大江村ヲ中津町
-併合

下毛郡中津町小柄村ヲ合併シテ
市制施行

三戸都八戸町､小中野町､湊町
盤柑ヲ合併シテ市制施行

l

葦軍琴富讃島尻郡宙1 1

108猿山nTD"和4'2°ユ1ほ器誓艶撃崖蓋芸恵詣

109急敷BJ器23.I;.I 都窪郡大高村蔦尋村ヲ倉激町二
併合･

市制施行

′

A
.
i
q
i
.



人　口　74

及　人　口　(六大都市欄治2碑以衆晃年)

o萱摘 ��3C�#c��134,704 濡�#rﾃ"�
:-35,72.3 ��6eB粕��"�27,8 

35,94生 ��C�ﾃ3釘�29JO 

36,47.3 ��Cづ����29,2 

37,831 姪�S2ﾃ�SR�29I9 

39,190 綿�｣Srﾃsc"�2919 

39,701 ��c�ﾃ�?�蔘��30,1 

*46,027 �����"ﾃc#R�3014 

設針…認諾蓋 張C津)�ﾒ�19:;,001 �3�ﾃR�59,032: 致ｦﾆ姪����31,7 

61,779 �#3bﾃ�S��32,1 

63,196 蔦#CﾓRﾃcsR�話4,7 

66,001 膨#S粕���*54,6 

69,29什 �#sBﾃCC��57,5 

72,143 �#�2ﾃ�3��60,9 

381,940 384,208 395,981 453,04;6 470,033 483,197 495,2g4 都Rﾃ�S��297I276 田D飛�

80,234= �3#"ﾃ�3��66,8 

85,171 �3Cﾓbﾃ鉄"�70,5 

91,114 �3c2ﾃS�2�74,5 
tJ6,539 �3srﾃ#���78,1 

ヾf--:I 99,904 涛フ｣��b�82,2 

101,736 鼎��ﾃ�3"�84,4 

103,37詫 鼎�Rﾃ3C��*87,9 

105,932 鼎3�ﾃ3s��89,9 

91,]05!507,919 ���"ﾃC#��410,766 塔"ﾇC��

517,334 539115.3 549,770 562,847 668,930 ���bﾃ�CB�舶7,lll; 辰bﾄ��

114,16-1 ��c�4｣3�r�89)0 

121,854 鉄#偵ツR�91,6 

127,159 鉄Sづ3���9も4. 

131,450 鉄���3�2�90,6 

128,.563690,503 ��C�ﾃ�3��634,063 涛X璽b�

1)125,180643,242 ���9��3づ都��fSO8,644 ��涛Rﾃ"�

126,888651,912 ��SrﾃS途�714I976 涛2ﾃR�

ユ31,404670.817 ��c"ﾃ����742,647 ��穽滅2�

136,100690,300 ��cづ�3��773,872 �4ﾂ津��

_140,500710,300 ��sBﾃS���799,475 塔津B�
叫148,672∃679,963 ����S�ﾃS�R�644I212 白湯�4鉾B�

…三]第413.0 綿.ﾘ8��ィ�673,198 涛2ﾃ��
162,583 田櫨D白經ッ�喪120I4 

≡;巳諾喜;233 �"��666,7ttn 仭2��2)* 都ST�#���竺) 明璃二十 

野治三十一年′分遣帝閲統 俥Xﾌｸ�99ﾘﾇh��6ｨ5(8ｲ�
計年鑑ミ壕9以下京都市統 計年鑑-操ル ��俛���+(ﾛ�6ﾘﾈｸ悗�佗h��撃�

2)内統計局推計 凵激� 
1〕開券鞘童ノ括果 ��Y�3��D颱H陬�9D��ﾈﾏｸﾜX8"����:ﾉ�郁ﾂ�
2)内野統計局蝉計 ��ﾘ5yu�5b����>�ｧIu��

六年迄ノ､榊奈川嚇
下横噴市調査二

査ノ括果
計局推計

2東京市 �9kﾈﾌ8夊�2�

戸数i^口 侘ｹ�H6x8ﾒ�

f3　人　ロ

1大　阪　市

人　　　　口

1)ヽ以下陶市境計
Jレ

勢調査ノ耗果
周統計局推計

1,875,937

1,芝OT ,341

ユ7214177ti

ユ.235,020

1,g75,615

1,298,576

ユ,339,726

1 ,36b,068

ユー403,769

1,425,366

1,497,784

I ,497,恥5

1,630,894

17 705,02$

11803,弱4=

i,870,628

1.969,833

2,068,854

2I152,2只5

1I626ナ103

1,626 ,641

I ,807,弓75

1 ,908 ,809

2,012,596

21036,144=

2,103,77 7

2, 247 ,46:Fi

21 28 3 ,840

213的,230

21331,860

2, 369,636

2,173,2111

2,卵4,400

2,236,000

2,265,BOO

I ,9日6,310

ユ,995,567

21068 ,900

2, 143,200

2,918,40什

2,294,600

417,833

4=2g,約2

戸　　　数

294,035 ≡ 1,273,680

1 ,:弓3工,994

1,388,909

1,424 ,･596

1,460.218

1,508,677

1 ,5各7,986

I,633,338

1,583I650

1 ,男52, 983

1 ,346,471

1,341IOOO

1,387,200

1,431,500

2,114,804

2,186,90†)

2,号59,900

2'333,800

2, 408J 阜oo

東京市統計年鑑三
治三十八年造′､在
ヲ合マズ
1)市勢調査ノ結果
2)国勢調査ノ結果
3)雫兇地人口調査′缶果
隻)内閣競計局推計

1)同勢調査ノ鈷果
)内閣琵計局推計
○此ノ年市制施行
*此′年市域横張
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2　　各　市　戸　数

75　^　口

年　　　女

7　鹿　島　市

I-　　取　　人　　目

11鮎　本　市　　　ユ6　異　　市

o lも287

21,676

23,759

2･5,383

28,268

29,872

66,006

1 00, fiT9

138,342

154,687

130,362

138 ,86告

174,900

176,§00

及　人　口(大畑市以外増給21軸降)〔始)

人　fl 16

8　長　崎　市　　　　ユ2　貞高　岡　市

*0　6,846

9I480
凍16,559

21,558

23,816

23,551

27 ,759

*　37,036

40,560

43 ,669

65-374

1 07, 422

153,293

176,480

161,174

198,14=7

176,534

ユ89,071

197,000

199,700

0　8,395

9,282

9,748

10,352

11 ,356
* 1.3,160

*　15,526

*　ユ8,027

書　28IO29

*専*　　日日･'

4g,850

も8,181

66,190

7工,047

82,106

97,3け3

98,583

95,381

146,005

20.3,400

217-800

ユ6 JJt　稽　古

2,394 r ll,984

tl,767 !　3も259

56-961

79,361

91 ,281

92,864

ユ8,506

2ユ,275

26,556

1 02,467

108,113

134,469

1.I)1,100

156..800

9　函　清　市　　　13　札　蟻　市　　　17　蔑見島市

10,602

14,1㍍

17,896
0 17,663

20,鵬3

21,676

26,867

29I165

33,3;8

与2,693

63,619

78 IO40

鴨,313

87-R76

99,795

1.0.3, 6 98

144,749

163,972

176,10rI

ユ80,300

.q

5

6
0　9

11

事　15

17

20

28

;-芽.;

iPl;ji-:'!

ミJ三.7, -

14,3S9

27,694

37,4S2

5･5,3†沌

70,084

91う,924

941647

lo∑ヨ,岳80

ユ45,Ori.Fi

171,9()0

ユ8ユI100

10　金　津　市　　　14　仙　壷　市

0　27I391

芸:.::3･:'･

27 ,8娼

28 , 61Ii

*　37,592

39,匂10

29 ,287

書手32,465

96,752

91I531

83,662

99,657

110,994

1釦,Soヰ

158 ,637

129,曾65

147 ,420

∫ 5も200

166, 4(巾

0 16,459

19,620

ユ4,390

21,181

18,798

20,477

21,660

21,861

26,814

己】

77,515

73,77】

汚3,325

100,231

97,944

104,141

122,71)0

118,984

142,894

183,OnO

l相,nOn

0　9,832

12,522

9,459

ユ0,fir-)4

47,512

5f;,] 39

53,481

5iJ,001

ll,221 1　63-640

lr;,218

14,968

19,P42

534,527

75I907

92 , 306

103∫180

124,734

138,400

143 ,000

18　岡　山　市

ユ3,8.q3

9,873

H,987
13,EiSl

ユF7.114

18,09{2

19,$69

2工,420

i:8,005

4.3,885

.'=)1 ,f165

Lt=J8 ,025

81 ,025

93,421

86-961

96,446

94I鳩6

12も521

13話,400

13爪,400

明治21年末
ク　26　ク

ク　31　ク

ク　36　4'

ク　4Ⅰ　ク

大正2　ク
ク　7　ク

ク　9年11I月

ク14　ク

昭和IS　ク
ク　4　ク

明治21年末
ク　36　ク

ク　31　ク

ク　36　ク

ク　41　ク

大iE2　ク
ク　7　ク

ク　9年10月

ク　エ4　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

堺粕21年末
ク　26　ク

ク　31ク

ク　36　ク

ク　41　ク

大正2　ク
ク　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4r　ク

明糟21年末
ク　28　ク

♂:31　ク

ク　36　ク

ク　41　ク

大正望　ク
ク　7　ク

ク　9年10Jl

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

備考1●雷撃慧琵造語等親巴欝鵠農宗語等悪罵謡諾警禦
○印卵治2時に附されたるは明治22年市制施行地となれるもりヽ共助に附された

御
製
ダ
･
_
い
.



け　人　口

2　　各　市　戸　数

年　次巨　費l^　n 〔　　敷　人　　目 n　　数　人　1.

31宇aB官市　　　　35　久留米市　　　　39　富　LL)市

明治21年末
>　26　:■

7 .11　ク

ク　36　ク

タ　41 1>

大正2　ク
ク　7　ク

g_　9牢10n

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

明治21年末
ク　26　ク

ク　31　ク

ク　36　ク

ク　41　ク

大正2　ク
･+　7 1>

ク　9年10月

ク14　ク

昭和S　ク
ク　4　ク

明渦21年末
タ　26　ナ

ナ　詫1　タ

少　36　タ

jh　41　タ

大TE2　タ

ii Z:
p　9年10月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

41159

6,802
0　6,456

7,272

9,691

10,976

1 2 ,℡22

1B,051

15,362

23,200

35,347

82, 069

357983

47,114

与1,019

57,377

63,771

76,138

84 ,0 00

86, 600

o　4,119

4,468

4,819

6IO59

5I486

8 ,726

書　9-112

8,242
a 13,338

201738

26,688

29 ,008

33,273

36,928

39, 292

43,1塊

4 3,629

72 ,℡21

78 ,600

軸,700

0 13,233

13,710

13,883

15I747

12,937

t l岳,461

事　16,℡29

+ 13,653

14,45き

+

55,300

68,187

59 ,砧8

56,275

67 ,4 37

64,822

73IO32

61,812

67,490

74,800

76-300

32　徳　島　請　　　　36　高　検　古　　　　40　長　野　育

o lも273

1 2, 354

12, 476

13101雪

1も179

16,975

18,664

15,929

16,916

60 IOBO

6 1 ,337

6 I,601

63,710

85,与6 1

70J ℡92

73.036

6 8,467

7も･545

88,700

90>OOO

B,796
0　7,231

7,844

8,688

8,700

9 ,056

書　9,672

10,741

事書15,896

38,294

35 ,330

81,416

37I430

42,678

41,837

48,319

46I550

7工,897

781100

BO, 300

1,932

5,49与

C,　6,708

6, 803

7,113

7,鵜9

7,656

7,833

暮13,381

27.156

30,622

31,319

37,202

39,242

41,112

41,490

37,303

66,555

72,200

74,100

33　静　穫　帯　　　　37　FFI　府　市　　　　41高　知　市

31968
0　6,099

6, 448

<　7,627

71832

8,573

1 1,095

1 2, 797
-ユ4.162

21,636

83,370

34 ,49与

41,71生

15,183

50,061

58,320

62,3色5

73 I 688

80 I 900

83,含00

0　5,630

6, 984

7,304

8,301

9,756

10,346

11,345

1 2,026

14 ,305

24 ,468

53,879

87,661

44,188

19,88望

53,672

59,463

56 ,207

68 ,275

15 I900

7 8一800

0　9,903

11,%0
8,484

7, 890

8,014

8,328

ヰlo,628

11,276
辛 1与,162

8*　　･･･'日

31,209

34,711

36,511

36,518

38 -℡7 9

39,162

50 ,95 ≡)

49,329

66,723

92I50†1

95 ,40L7

34　旭　川　市　　　38　大牟田市　　　42　拾　本　市

1与l267

27,713

31I324

33,493

35,011

39, 653

50,356

49, 999

63 I427

69,700

76,800

14 I 357

19 ,29 1

30 ,474

45, 68 1

48I匂53

721482

64 ,詫17

$8, 956

70,800

9,41 0巾

4I707

7,341

9 ,974
o 10,434

1】I340

13,121

24,雪8生

40 ,4611

63 ,275

69 ,421

61,311

7雪,341

79,珊

81.丁oo

2,536

3,℡91

4, 720

6 ,225

0 18;,.Ot73

13.039

14,134

辛

3,681

6,063

C ,326

10 ,08つ

0　6,873

7,495

9,168

10,251

*　ユ2,973

及　人　口(六大都市玖外･明治21年以降) (境)

^　tj 18

1
6
1
6
1
e
q
7

q
]
サ
一
3
巾
0
4

禦
ク
ク
ク
響



19　人　口

2　　各　市　戸　数

及　人　口(六大獅以外.明朗1年以降) (統)

戸　数ト　ロ巨　毅

人　口　20

人　口巨教1人　n巨　攻

67　我　田　方　　　　71桐　生　市　　　　76　干　葉　市

0　6,5PS

(て,I;tJ7

〔;,793

7,297

*　(i,14･q

*　tl),173

6,198

パ,7三三2

7,～)94=

i

29I舶4

28,229

29,477

34=l 350

:16,394

.16,･560

41,778

36I281

43,S87

50,90〔I

52,BOO

(e坤)9,795

3,026

f:,4=50

.0),S91

4,130

･5,106

6,186

7,162

0　　8,:汀4

17,504

19,069

23,991

30,00Ll2

312,189

33,573

40,448

37,674

42,553

4昂,600

生6,丁oo

≡:,書芸喜t　≡冨選言

≡:冒針　琵言票
6IO54　■　　35,311

6,441 ･　32,082

∴_ミ　ニ喜二~l

GS　郡　山　市　　　　73　釧　路　市　　　　76　福　島　請

(打年)1 IG46

2,050

2,456

3,012

3,45,5

4,085

も822
30* 8,091

ユ0,036

1118,59

ユ4,391

18,133

21)786

25,028

26,218

42,984

50AOO
r52,90〔)

1'_),010

17,go告

27,943

33I492

39,392

42I332

44,2Otl
l　　44J'JOO

2

tJ

3

虫　　4

･:':;.:-:;.

0　5,538

5,849

6,044

6,786

7,6fil

1LTI9ユ9

17,494

∑0,624

27 ,233

33)493

日漬
1　4L;,100

69　宮　崎　市　　　　7.0,.佐　賀　市　　　　77　枚　江　市

2,070

2,6(15

:7,271

4,215

4,282

*〇　8,780

ユ1,530

ユ3,S46

16,564

21.210

21,ユユ6

4号I945

48,300

50,巴OO

4,589

5,027

4,S9,0,

5,187

5,346

5 1618

5,9紬

6,350

令.124

2･5,584

29,153

32,753

35,083

36,051

36,667

38-547

3･3,528

42, 160

43,!100

44,500

0　7,847

7,IJO4=

7】936

只,183

33,324

3･-),407

34,651

35,081

8,333 i　　36,209

?　5,540　巳　　朗,631

8,739 .　36,690

37,527

4=1,396

43,ざ00

44,700

70　高　岡　帯　　　　74=　若松市(両島)　　　78　巧t)市古

13I862

19,577

2∈i , 220

30,140

30,704

33,812

34,427

.35,165

40,3f)3

43,7肘

44,BOO

d　4,802

7,318

6,507

7 ,403

7 ,588

8,148
*　8,498

7,229

*　S,300

辛

]9,736

三10,397

31,490

31-119

3:1,603

38,0妨

40,408

36,i;48

42 ,660

5] ,400

52 ,'200

20,820

2与,139

29- 200

39l534

.39,部5

占,945 !　41,S28

47,053

37 1549

41,952

44,700

4与,7(10

6,8ユ8

7,240

7,756

2,472

3I602
0　4,435

51032

5,689

t3,756

7ln69

7,780

8,560

明治21年末
ク　2Li　ク

ク　31　ク

♂.91r.)チ

ク　41　ク

大正2　ク
ク　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

明治21年末
ク　26　ク

ク?,1　ク

ク.rl)6　ク

ク　41　ク

大正2　ク
ク　7　ク

ク　9年1()月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

明治21年末
') 26　ク

ク.0.1　'/

ク　36　ク

ク　41　ク

大†E2　ク
ク　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

昭和:',♂
ク　4　ク

明治21年末
ク　26　ク

ク　31　ク

ク　36　ク

ク　41　ク

大正2　ク
ク　7　ク

ク　fl年10月

ク14　ク

昭利3　ク
ク　4　ク



21人　口

2　　各　市　戸　数

79　足　利　市 83　今　治　市　　　87　点　軍　市

卵治21年末
J L36　二>

ク　31　ク

9　36　4

>　41 ･､

大正Ll　'､
ク　7　ク

ク　9年ln月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

明治21年末
ク　26　4.

ク　31　ク

ク　毘6　ク

ナ　41　ノ'

大正2　ク
ク　7　ク

ク　9年コ0月

ク14=　ク

昭和3.♂
ク　4　ク

卯治21年末
ク　26　ク

ク　31ク

ク　36　ク

ク　41　ク

大正2　ク
ク　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

明治21年末
ク　26　タ

ク　31　ク

ク.36　ク

ク　41ク

大正2　ク
ク　7　タ

グ　9年10月

4 14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク

3,013

.i,161

3,905

3,994

4,982

5IO63

5I826

6∫ 67Lq

D　7,685

ユ3,,397

16,%9
21,348

25,264

7　38,908

29,365

35 , 046

83,637

39,401

43,000

44,300

80　宇和島市

2, 844

2, 724

3 ,0生9

3 ,℡94

3,229

3,347
*　4,660

51048
*0　8,723

ll,466

12,151

13,366

13,798

1.3,358

1 g,曾35

2】 ,307

211923

38,534

42I500

43I800

81沼　津　市

1,803
･　2,024

2,525

2,･528

2,597

2 ,827

3 ,308

3,760
*0　6,977

10.089

ll ,391

1雪,094

13,220

13,693

1も026

17,398

20,993

壬鳩,042

42,800

44,500

82　戸　畑　市

6,020

7,789

0　8,393

9,445

23,061

331824

37,748

4 0,20(I

41.100

2-795

3,013

3, 16'3

7　2,2リ2

3,607

tTrl1 7 59

4,014
Ojk　6I371

8,158

ユ1IS27

14 ,228

14,913

16.091

ユ6,765

18,つI芝

別,660

30,296

37,713

42,400

42,別)0

漂F　書芸票
5I947

6,783

6-4132

5, 959

6,862

6,4f;1

28,496

31 ,023

32,68富

37 ,278

34,160

29 ,274

71.':≡:? JF　菜蓋&o

84　別　府　市･　　88　-　官　有

*　3,120

4,444

4,975

6 ,3Ii9
o a,748

14,045

22,023

25,722

28-647

37,629

43,100

45,100

10,840

12,328

矧1118!憲
;r:,'･T喜一　計;I.1.こ

5,814=
0　7,0絹

27,263

34 ,746

39 , 500

41,100

86　明　石　市　　　　89　貰　宮　古

4,267

4,422

4,810

5,174

5,650

6,000

6,550

0　7,724

8, ･566

19,351

20I禍5

21,ユ96

23,311

25,951

27,553

311344

83,コ07

37,244

.qg,900

40,800

2,517

2 ,4811

2,711

2,756

3.092

4 ,064

5, 4=70

6I212

｡　7,452

ll,209

12,087

13,896

15,926

18,396

20, 149
125,393

28,428

34.425

1　38 ,200

t　　39,500

86　弘　財　布　　　　90　謡　Lb　古

0 -鋸o'4L%
30,859

34,771

36,44:!

37,487

88,586

31972

4,100

4,什39

4,16.3

4,546
*　t;,046

0　6I243

6177.5

7,64巾

14,岳8T

15 l与68

177.321

16,976

ユ8,081

26,554

34,795

2!),768

34,048

36,800

37,TOrl

及　人　口(六大獅以外･g]治飢年以降)て卸

･巨　軟人　目

人　口　22

口巨　女

91大　津　市　　　95 JJJ地　方　　　99　伏　見　市

4,668

5,229

6,832

6 ,086

6,107

6,151

6,191

7,336

7,824

24,214

30, 574

34, 22.5

39,695

42,869

44I100

43, 560

31 1453

38,779

85 ,300

35,800

3,076

3, 282

3,4lll

3,820

3,774

4,494=

4,776

6,036

書｡　6,507

17,045

20,504

19 ,092

25 I 963

26- 031

24,795

26,449

24,675

31,90･5

35I200

361300

4,435

3,325

3,57.3

3I797

4,843

5, 150

5,742

6,404

6,969

20,693

17,509

21,515

20 ,0(柑

24,8B3

30,164

33,564

26-879

30,644

33,700

92　大　境　古　　　96　鶴　岡　市　　100　蔀　城　市

3,772

4,189

4,012

4,311

4,461

1, 803
0　6,463

6,042

7,065
A

16,671

19,651

18,g96

19,403

21,762

23,554

321225

28, 334

33, 639

39,700

41,000

3 ,074

3, 098

2, 960

.3, 018

3,326

3 ,756
*　も436

東　5,597

0　6,103

ユ9,576

191990

20,46 1

20,622

21,056

22, 983

25,920

28 , 220

81,830

34,1 00

84I900

く2坤) 2,075

2,128持

2,508

2,629

3,048

3,715

4, 186

5,338
0　6,293

ユ1,,587

12J鶴5

13I196

14,716

ユ8,345

21,854

26 ,365

25 ,74 1

30,421

33,400

34=,400

93　上　EE　市　　　97瀬　戸　市　　101山　E7　市

2,8 2･5

3I925

4IO49

4,427

4,696

4, 828

5,323

0　5,655

*　7,120

ユ9,067

20,335

21,114

23 ,5的

23 ,838

24, 372

30, 276

26, 271

32,与89

34,300

34,800

2,蛸4

3,337

4,00 2

5 ,374

4, 984

*　6,916

0

】1,Ilo

14,112

ユ9,149

22,279

22,185

311279

35, 900

2,955

2,612

2,852

31761

も407
4,673

5,567

4,95Ⅰ

5,322

lt'OIR32

14,597

17,387

19,876

21,〕OO

23 ,673

29 , 240

2与, 297

28, 409

3も500

94岸和田市　　　98高　EZl市　　102丸亀　市

卯糟21年末
ク　26　ク

ク　31　ク

ク.9,6　ク

ク　41ク

大正L'ク
ク　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

qfE.一和3　ク

ク　4　ク

明槽21年末
ク　26　ク

ク　31ク

ク　SLj　ク

ク　41　ク

大iE2　>
ク　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

昭和.3　ク
ク　4　ク

卵酒2ユ年末
ク　ー16　ク

ク　31ク

ク　36　ク

ク　41ク

大7Eヨ　ク
ク　7　ク

ク　9年ユ〔月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　ま　ク

明治31年末
ク'2I与　ク

ク　31ク

ク　36　J)

ク　41　ク

大fE2　ク
〃　7　ク

ク　9年10月

ク14　ク

昭和3　ク
ク　4　ク



23　人　口

2　各市戸数及人口(表芸習鵠)(終〕 3大都市の区の人口

京新打は昭和四年匠の琶罰を襲宜し､横

苗市は昭和二年新に匠を設けたれども､

何れも同者調査人｡蟹表されざるを以て

省略す

人口24

4人口三高以上の町村の人口

町　　　　村 大正1時桓9年

沼　月　町(北海道)

タ　東　町　ク

品　川　町(東　京)

大　晦　町　ク

目　黒　町　ク

世B]qS･町　ク

荏　原　町

人新井町
大　井　町

大　森　町

中　野　町■

杉　並　町

大久保町
泣　橋　町

代々蹄町

千駄ヶ谷町

泣　谷　町

板　橋　町

某　鴨　町

瀧野川町

日暮里町

三河島町

南千住町

尾　久　町

ヨ三　子　町

高　田　町

西巣鴨町

千　任　町

吾　嬬　町

寺　島　町

盛　戸　町　ク

大　島　町　ク

宰　野　村(長　野)

小　田　村(兵　庫)

萩　　　町(山　口)

穂　波　村(頭　岡〕

飯　塚　町　ク

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク

　

ク



25　人　口

5　植民地都市人口(大正1蜂)

1朝　　　　　鮮

2　墓　　　　　費

3　関　　東　　州

鴫
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